
横浜国大環境研紀要13：151－206（1986）   

報  文  
‖＝＝＝‖＝＝l‖  

中部山岳以西の亜高山性植生および  

高山性植生の植物社会学的研究＊  

－その1．群落区分とその体系化－  

PfLanzensoziologische Untersuchung der alpinenund subalpinen  

Vegetation der westlichen Gebirge von Honshu（Chubu，Kiiund Shikoku）＊  

TeilI．Vegetationseinheiten undihre systematische BetrachtungM  

中村 幸人＊＊  

Yukito NAKAMURA＊＊  

SynopsIS   

PhytosociologlCalstudies ofalpineandsubalpine vegetation・WereCarriedoutonmo－  

untains ofhighaltitude（higherthan1600m above sealevel，Ofwhich the highest peak  

is Fujisan；3776m）oftheChubu，Kiiand Shikoku regionsin westernJapan．Theseareas  

are still mostly covered by natural and seminatural vegetation. 

Fifty associations and7communitiesaresystematizedandclassifiedaccording to their  

Order ofprecedence（19alliances，160rders andllclasses），and thereisadescription  

Oftheir physiognomy，StruCture，Stand，Syndynamics and distribution・   

Four associations andlalliance are recognized as new vegetation units．The Carici－  

Piceetum hondoensisinthe highmountainous areas ofKiiis one ofthe reglOnal  

associations oftheMaiantho－Tsugetum diversifoliae．The Rubetum vernis  

Characterized by the Rubus vernusisrestricted totheJapanSea side，eXistlngln places  

Where thereis deep snow．The Sedo rosei－Saxifragetum bronchialis funstoniiis  

Characterized by Sedum roseL Sax折aga bronchia鮎jおnstoniiand Cetrariaericetorum．This  

association was caused by an erosion scarpln the alplne reg10n・   

TheGaultherio－Vaccinietum ovalifoliiis a hedge communlty Orthesubalplne  

region，Characterized by the Vaccinium ovaゆIium，Gaultheria mlqueliana and Rubus  

Pedatus・The Ribo－Rubion pseudo－aCer OfthesubalpinereglOn has Rubus pseudo－  

ace71Rubusyabeiand Ribesjaponicum asits characteristic species・  
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e． エイランタイーミネズオウクラス   

r． アオノツガザクラージムカデクラス   

g．カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス   

h． コマクサーイワッメクサクラス  

i．チャセンシダクラス   

j．ツルコケモモーミズゴケクラス   

k． ヌマハコベータネッケバ ナクラス  

1．上級単位未決定の群落  

落研究の最初とをり，前田（1958），山崎・長井（1960，  

1961），Suzuki（1964），鈴木・梅津（1965），鈴木・中  

野（1965），宮脇・大場・奥田ほか（1968），宮脇・大  

場・奥田（1969）をどによる地域的を研究が相次いで  

行われた。大場（1968，1969，1974）はコマクサーイ  

ワッメクサクラス，カラフトイワスゲーヒゲハリス  

ゲクラスの研究にあるように，地域を限らず，植生  

を主体に広域的を研究を行っている。中部山岳の群  

落分類も，その後の大場による研究で明らかにされ  

てきた。   

本稿をまとめるにあたり，東北大学理学部教授飯  

泉茂博士にはその機会を与えられ，直接の御指導を  

載き，また，有益を御教示を数多く賜わった。心か  

らお礼を申しあげる。また，同大学助教授菊池多賀  

夫博士には終始，有益を御助言を賜わった。感謝の  

意を表する。横浜国立大学環境科学研究センター教  

授宮脇昭博士には学卒後，植物社会学にとどまらず，  

すべての調査研究に御指導，御鞭漣を載いている。  

深く謝意を表する。また，同大学助教授奥田重俊博  

士には，御指導，資料の提供を載いている。お礼を  

申しあげる。宮脇昭教授の御尽力により，1977年10  

月より1980年4月まで西ドイツの理論応用植物社会  

学研究所に留学する機会が与えられた。同研究所所  

長の故Dr．Drs h．c．R．Tuxen教授から直接御指導  

載いた研究生括は生涯貴重を知見および体験とをっ  

た。ご冥福をお祈り申しあげたい。  

Ⅰ．調 査 地  

調査対象とをる中部山岳以西は，中部地方の八ヶ  

岳山塊，秩父山塊，富士山，赤石山系，木曽山系，  

飛騨山系，白山，妙高山塊，苗場山，紀伊半島の大  

峰山系，四国地方の剣山塊，石鎚山塊が相当してい  

る（Abb．1）。   

植生調査資料は原則的に筆者が参加し，野外の状  

況をよく把握できるものによった。しかし，現地調  

査の欠けた地域では他の既発表資料を引用したとこ  

ろもある。以下に調査対象域の主だった山稜と海抜  

高度を地域ごとにまとめた。  

1．中  部  

a．秩父山塊  

金峰山（2，595m） 現地踏査  

b．八ヶ岳山塊  

横  岳（2，472．5m） 現地踏査  

縞楯山（2，402m） 現地踏査  

丸  山（2，329．6m） 現地踏査  

中  山（2，496m） 現地踏査   

摘  要  

Zusammenfhssung  

引用文献  

付  表  

は じ め に  

わが国は北半球の中緯度に位置し，ブナクラス域  

の上限以上は亜高山性，高山性とよばれる森林，矯  

生低木林，風衝草原をどの分布域とをっている。と  

くに本州の中部山岳地帯には海抜3，0（犯m級の日本  

アルプスが位置し，わが国で最も亜高山性植生，高  

山性植生の多様に発達している地域のひとつである。   

中部山岳地域に分布している群集，およびその上  

級単位を明確にすること，さらに確立された植生単  

位から群落の分布特性を導きだすことは，本州中部  

山岳を中心に発達している植生を究明するのに必要  

と考えた。また，亜高山帯以上の植生と高緯度地方  

の植生には群落分類上，共通して体系づけられる上  

級単位が多く，北半球における中部山岳地域の植生  

の位置を明らかにすることでもある。   

本報（その1）では中部山岳以西の亜高山帯以上  

に分布している植生を対象に植物社会学的を比較研  

究を行い，植生単位の区分を明らかにした。次報「中  

部山岳以西の亜高山性植生および高山性植生の植物  

社会学的研究（その2）」では，明確にされた植生単位  

を基礎に，調査対象域の植生の北半球における植物  

社会学的位置，各植生単位の調査対象域における分  

布特性をどを考察する予定でいる。   

調査対象は本州中部山岳から紀伊半島の大峰山系，  

四国の剣山系と石鎚山系に分布している亜高山帯以  

上の植生とした。中部山岳太平洋側と日本海側の植  

生，今日，隔離された分布をしている紀伊，四国の  

植生を比較研究することが本州中部山岳を中心に発  

展してきた植生を研究していくために必要を範囲と  

考え，調査対象域もそれに準じている。   

中部山岳以西の亜高山性植生，高山性植生の植生  

学的研究は，本多（1912），中野（1928），今西（1937）  

をど主に日本アルプスにおける森林帯の区分に始ま  

る。鈴木（1949）による天竜川上流域の植生調査が群  
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田・原田・楠  

調査資料  

雪倉岳（2，610・9m）  

朝日岳（2，418・3m）  

r．妙高山塊  

火打山（2，462m）  

苗場山（2，145・3m）  

白  山（2，702・2m）  

2．紀伊半島  

弥  山（1，850m）  

八剣山（1，915m）  

赤 岳（2，899・2m）宮脇ほか1977，   

遠山・高尾・上田原調査資料  

・八幡・横内1980  c．赤石山系  

甲斐駒ヶ岳（2，965・6m）  

仙丈岳（3，032・7m）  

北 岳（3，192・4m）  

塩見岳（3，046・9m）  

荒川岳（3，083・2m）  

赤石岳（3，120・1m）  

聖  岳（3，011m）  

光 岳（2，591・1m）  

富士山（3，776m）  

羽田ほか1971  

羽田ほか1971  

現地踏査  

現地踏査  

声望；  
現地踏査  

現地踏査  

松井1982  

現地踏査  

現地踏査  

現地踏査  

現地踏査  

大台ヶ原（1，695m） 現地踏査   

3．四  国  

剣 山（1，955m） 現地踏査  

石鎚山（1，982m） 現地踏査  

山中1978  

Ⅱ．調査方法  

野外における植生調査は植物社会学的方法によっ  

た（Braun－Blanguet1928）。均質射直分を対象とした  
方形区のもうけ方は，環境のわずかを違いによって  

群落が錯綜する高山風衝草原，荒原では困難を場合  
が多い。あらかじめ群落の所属が認識できる予備知  
識により，消去的にひとつの植分の方形区を設定し  

ていく方法をとった。   

野外調査により収集された植生調査資料は，表操  
作に基づき植物群落の抽出が行をわれた。立地との  
対応の明確さをきすために，植物群落はできるだけ  
下位単位に区分された○群落表は最終的に総合常在  

d．木曽山系  

駒ヶ岳（2，956・3m）現地踏査  

宮脇ほか1985  

e．飛騨山系  

御 岳（3，063・4m）現地踏査  

羽田ほか1972  

乗鞍岳（3，026・3m）現地踏査  

宮脇・大場・奥田  

19（i9  

西穂高岳（2，908・6m）現地踏査  

蝶ヶ岳（2，664・3m）現地踏査  

常念岳（2，857m） 現地踏査  

燕 岳（2，762・9m）現地踏査  

立  山（3，015m） 現地踏査  

宮脇・藤原1976，  

宮脇ほか1977  

唐松岳（2，696・4m）現地踏査  

鑓ヶ岳（2，903・1m）現地踏査  

Abb．2植物社会学的を方法による植生単位の作業過程（宮脇ほか1980参考）。  
pflanzensoziologischerArbeitsweise（nachMiyawaki1980）   
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ホーツク海沿海部，さらにカムチャツカ方面に達す  

ると推定され，シラピソートウヒオーダーを周日  

本海地域の植生とする見方もある（大場1982）。  

1）オオシラピソ群団  

Abietion mariesiiSuz．－Tok．1954   

Synonym：AbietトPiceion Miyawaki，Ohba  

et Okuda1968   

オオシラピソ群団はシラピソ，オオシラピソ，ト  

ウヒ，コメツガ，ヒメウスノキ，ハリガネカズラ，  

ゴカヨウオウレン，ゴヨウイナゴ，カニコウモリ，  

タケシマラン，乃e〟（わゐヮ〟∽岬eCわ∫〟別によって標  

徴・区分された。標徽種には本州の固有種が多い。  

とくに秩父山塊，八ヶ岳山塊，赤石山系のオオシラ  

ピソ群団にオサバグサ，セリバシオガマ，トウヒ属  

をども含めて標徴種群の常在度，優占度が高い。  

（1）シラピソーオオシラピソ群集   

Abietetum veitchio－mariesiiMaeda1958  

Synonym：Abietetum veitchiiMiyawaki，Ohba  

et Okuda1969（Tab．1付表）  

l．構  造   

シラピソ ，オオシラピソ，コフタバラン，コバノ  

イチヤクソウ，イチョウラン，セリバシオガマ（下  

位単位区分種），オサバグサ（下位単位区分種）で標  

徴・区分される常緑針葉樹林。   

コケ層の発達の著しい5層群落階層からをる。高木  

層の優占種はシラピソ，オオシラピソ，コメツガで，  

ダケカンバを低被度をがら常在度高く混える。低木  

層の植被率は針葉樹被庄椎樹によって高められる。  

高常在度種【；はコヨウラクツツジ，オオバスノキ，  

ハクサンシャクナゲ，オオカメノキ，ナナカマドが  

ある。草本層の高常在度種にはヒメウスノキ，ツル  

ツゲ，ヒメタケシマラン，タケシマラン，コミヤマ  

カタバミ，ゴカヨウオウレン，マイゾルソウ，イワ  

カガミ，ハリブキ，コフタバラン，ミヤマワラビが  

ある。クマイザサ，カニコウモリ，セリバシオガマ，  

シラネワラビは林床にファシスを形成することがあ  

る。コケ層は飽〟rαg〟椚 ∫C力re占er£ ナウわco椚g〟∽  

、／舟′∫‘ん′′・ゞ・乱酔仙川〃′Jノ‘叩／血〃〃．βたソW／〃〃朋  

椚り〃ふ5わ毎g〃〟椚g毎e〃∫0加玖乃e〟ゐ占サ〟∽軍e一  

頭勅明一 助叩馴鹿み祓肋ね戊風拡制痛り棚伽朋一  

gα〃αなどによってカーペット状に形成されている。   

シラピソー オオシラピソ群集はコメツガ，キソテ  

ドリで識別されるコメツガ亜群集と典型亜群集に下  

位区分されている。コメソガ亜群集はさらにセリバ  

オウレン変群集，典型変群集，カニコウモリ変群集，  

ジンヨウイチャクソウ変群集に下位区分されている。   

典型亜群集はコガネイチゴ変群集，セリバシオガ   

度表から群集表にまとめられ，考察の対象とされた。  

Ⅱ．調査結果および考察  

A．調査対象域で区分された植生単位   

中部地方以西の亜高山帯以上で認められた植生単  

位は50群集，7群落である。各植生単位のさらに上紙  

単位に関する比較検討が総合常在度表で行をわれた。  

その結果，11クラス，16オーダー，19群団に植生単  

位が体系化された。   

各植物群落は構造，生育地，遷移，分布・地理の  

順で結果をらびに考察が行われた。   

a．コケモモートウヒクラス  

Vaccinio－Piceetea Br．－Bl．1939   

Synonym：Vaccinio－PiceeteaJapOnicae   

中部山岳以西では，コイチヤクソウ，リンネソウ，  

ツマトリソウ，コミヤマカタバミ，コケモモ，コフ  

タバラン ，タカネフタバラン，キソテドリ，ヒメミ  

ヤマウズラ，ミヤマワラビ，シラネワラビ，コケ類  

の5ゎぁαg〃〟∽ gJ曙e乃∫0力戒 坤わco′刀′〟∽ 軍ね〃－  

de〃旦 Pね〟rα7〟∽ ∫Cかe∂eれ βわrα〃〟∽ 椚¢〟∫，  

尺カγJんガα（ねわカ〟∫わ句〟eJr〟鼠エ0∂αr由加地をどが北  

半球のコケモモートウヒクラスに共通した標徴種・  

区分種として識別された。そのほかにも，乃ヒeα，  

舶メわ，タブ〃姉乃〟gα，エαr玩をどの針葉樹類，供血血  

助血路 レ加油壷椚をどの広葉樹類が属段階の共通  

Taxaとして識別された。したがって種段階では草本  

植物とコケ類，属段階では木本植物の組成的を対応  

がみられる。  

1．シラピソートウヒオーダー  

Abieti－Piceetalia  

Miyawaki，Ohba et Okuda1968   

シラピソートウヒオーダーではチョウセンゴヨウ，  

コイチョウラン，ミヤマフタバラン，ジンヨウイチ  

ャクソウ，コケ類のPogo〃α拍∽g′α〃d紳助椚をど，  

沿海州，朝鮮半島，サハリン，千島に分布の及ぶ  

種とエゾノヨツバムグラ，ゴゼンタチバナ，ミツ  

パオウレン，マイゾルソウ，ヒメタケシマラン，コ  

ガネイチゴ，属地0椚〃如∽〃〟ゐ椚をど，カムチャツ  

カ，アリューシャンからアラスカ，北米西部に分布  

の及ぶ種が標徴種・区分種に判定された。   

このほかにもセリパオウレン「C甲ぬ ノ叩0〃わα  

Var．ゐ∫eC叫，ハリブキ働わpα〃αズノ叩0〃わ〟り，コ  

ヨウラクツツジ仲刀Zお∫′αクe〃才α〃drりは北米にCo一  

〆ねα軍お〃g拘鉱（わ／叩α〃αズ 如rr′ゐふルわ〃Zお∫′α  

β〝〟g加αという近縁種を有する。したがってシラ  

ピソートウヒオーダーの分布域は，朝鮮半島からオ  
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マ変群集，典型変群集に下位区分されている。  

Il．生育地   

海抜約1，800mから高木林限界にいたる約2，700mま  

で，本州中部山岳亜高山帯の気候的極相群落を形成  

している。積雪だまりとをる稜線風背側，雪崩斜面，  

稜線の風衝部では植分は発達しをい。   

シラピソーオオシラピソ群集コメソガ亜群集の植  

生調査資料は海抜1，720～2，360mで得られている。コ  

メツガ亜群集は典型亜群集より低海抜地に分布し，  

コメソガ，シラピソが優占する。コメソガ優占植分  

はより低海抜地のマイゾルソウーコメソガ群集，あ  

るいはブナクラスの針葉樹林と相観的区別がつきに  

くい。クラスの境界付近ではシラピソ，オオシラピ  

ソの個体数が急減し，林床の被圧稚樹ファシスもみ  

られをくをる。コケ層の発達も悪くをる。逆にクロ  

ベ，ウラジロモミの個体数が増加し，林床にホンシ  

ヤクナゲ，アカミノイヌツゲ，ツルシキミをど常緑  

木本植物が出現する。   

コメソガ亜群集は4変群集に下位区分されている。  

セリパオウレン変群集は長野県，山梨県にまたがる  

八ヶ岳山塊と金峰山の海抜2，050～2，350m で植生調  

査資料が得られている。この地域はブナを欠くミヤ  

コザサーミズナラ群集の分布でも明らかをように，  

年間降水量1，200mm以下，内陸性気候の卓越する地  

域である。カニコウモリ変群集は赤石山系，木曽山  

系，飛騨山系南部の海抜2，100～2，360mで植生調査資  

料が得られている。林床には4変群集中，草本植物が  

もっとも多く出現している。年間降水量が2，400mm  

を越える地域であることも湿潤を草本植物の活力を  

高める要因と考えられる（気象庁1971）。典型変群集  

は海抜1，720～2，300mの，主に2，100m以下で植生調査  

資料が得られている。分布は飛騨山系南部の御岳，  

乗鞍岳，蝶ヶ岳，燕岳をど火成岩地帯に偏在してい  

る。クマイザサファシスは典型変群集に多くみられ  

る。火成岩地帯に同様に偏在するジンヨウイチャク  

ソウ変群集はカラマツの混生によっても明らかをよ  

うに，富士山の火砕涜上，甲斐駒ヶ岳の急峻を花崗  

岩上をど不安定を立地に成立している。   

コメソガ亜群集より高海抜地に成立する典型亜群  

集は，海抜2，180～2，680mで植生調査資料が得られ  

ている。高木層にはコメソガを欠き，オオシラピソ  

の優占するのを特徴としている。組成的にはコメソ  

ガ亜群集カニコウモリ変群集に近く，その中でも陽  

地生種群のゴヨウイチゴをどの常在度が高い。   

典型亜群集は3変群集に下位区分されている。コガ  

ネイチゴ変群集は海抜2，290～2，490mの高木林限界  

域で植生調査され，八ヶ岳の縞枯れ地帯の植分も含  

まれている。セリバシオガマ変群集（2，240～2，450m）  

と典型変群集（2，180～2，260m）はコメソガ亜群集カニ  

コウモリ変群集に接して高海抜地に出現している。  

iii．遷移ほか   

シラピソーオオシラピソ群集を始め，モミ属優占  

林の更新は集団枯死によってひきおこされる場合が  

多い（遠田・菊池1981，Kohyama1983）。しかしその  

後の遷移過程は，森林の組成によって異をることが  

明らかにされつつある（遠田・菊池1981，甲山1984）。  

シラピソーオオシラピソ群集域における観察でも，  

亜群集，変群集段階に対応した遷移の一端が確認さ  

れた。   

コメツガ亜群集域では縞枯れ現象は認められをか  

った。縞枯れで有名を八ヶ岳周辺でも縞枯れの分布  

は典型亜群集コガネイチゴ変群集域に限られる。さ  

らに海抜の低いコメソガ亜群集セリパオウレン変群  

集域では，回状枯れ跡地にトウヒ，コメソガの単立  

している場合が多い。低木層の被庄椎樹はシラピソ  

とオオシラピソが多いが，生長とともに高木のトウ  

ヒ，コメソガに林冠をおおわれるようである。セリ  

パオウレン変群集域のシラピソとオオシラピソの胸  

高直径は25cm以下の個体が多く，混生するコメソガ  

とトウヒに35～40cmの樹令を経た個体の多いことで  

もわかる。モミ属型一斉更新の抑制に関与するの  

は，ダケカンバ（甲山1984）のほかに，樹令の異をる  

別属針葉樹（コメツガ，トウヒ）も該当している。璃  

ダケカンバと他の夏緑広葉樹類が，針葉樹の一斉  

更新の抑制に影響を与えるのは内陸性気候より多  

潤を環境をもつ太平洋沿海部で観察される。この地  

域のコメソガ亜群集の群落環には，ダケカンバーミ  

ヤマキンポウゲクラスの植生の出現がきわだってい  

る。北岳お池小屋付近の団状枯れは台風によるもの  

である。倒木跡地には風散布植物のヤナギラン，キ  

オン，ゴマナ，つる・低木のシナノキイチゴ，ミヤ  

マウラジロイチゴ，ニワトコ，オガラバナ，ダケカ  

ンバをどが林床をおおっている。針葉樹の実生，前  

生からの被庄稚樹は生長を抑制されている。しかし，  

隣接して明らかに代償植生と判定されるダケカンバ  

林内では，樹高の不揃いをシラピソ，オオシラピソ  

の個体数が多い。これは夏緑広葉樹林の生長ととも  

に林床の針葉樹椎樹に与えられる被庄が減少し，  

椎樹は主に林内照度の違いによって競争をすすめる  

ためと観察される。またこの地域のシラピソ，オオ  

シラピソ林（コメソガ亜群集カニコウモリ変群集）  

にダケカンバの常在度，被度が高くをる原因には，  

ダケカンバ林から遷移した植分が多く，ダケカンバ  

がその後も生育していくためと考えられる。   
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カマド，オオカメノキ，オオバスノキ，ミネカエデ，  

ムラサキャシオ，オガラバナをどが高常在度で出現  

している。常緑針葉樹の被庄椎樹ファシスは形成さ  

れていをい。草本層の高常在度種にはミツパオウレ  

ン，マイゾルソウ，ヤマソテツのほか，ブナクラス  

に共通をチシマザサ，ヒメモチ，オオイワカガミ，  

イワナシ，ミヤマカタバミが出現している。  

優占種とをるチシマザサは，密生することをく，他  

の低茎を林床植物とすみわけている。コケ層の高常  

在度種には，βかα〃〟椚∽¢〟且Pお〟rαg〟椚∫Cカre－  

∂erム5わぁαg〃〟∽g痩e〃∫0力戒脅e〟ゐ占り〟∽岬eCん  

α耶〃明があり，チシマザサが優占した林床では植被  

率の低下が起きる。   

オオシラピソ群集はアカミノイヌツゲ，コメツガ，  

キソテドリによるコメツガ亜群集，カニコウモリ，  

シラネワラビ，ゴヨウイチゴ，グロツリバナによる  

カニコウモリ亜群集，さらに典型亜群集に下位区分  

される。   

帖 生育地   

日本海側多雪地の緩斜面，風背地，積雪の少をい  

微高地に小塊状，帯状に成立することが多い。オオ  

シラピソ群集が広域的に広がらをいのは，雪崩，着  

雪，冠雪，雪の葡行により，森林の維持を阻害され  

るためとされる（四手井1956，石塚1981）。そのために  

オオシラピソ群集には低木林が多く，幹折れ，旗状  

樹形の個体が目立っている。   

オオシラピソ群集コメソガ亜群集は飛騨山系の乗  

鞍岳，黒部水系の海抜1，720～2，040mで植生調査資  

が得られている。植分は尾根部に広がり，南西斜面  

に偏在している。カニコウモリ亜群集は風背地や緩  

斜面の滴潤を立地を指標する。植生調査資料は海抜  

1，580～2，500mで得られている。典型亜群集はコメツ  

ガ亜群集とカニコウモリ亜群集の中間的を生態的地  

位を占めている。  

iii．遷移ほか   

苗場山，妙高の火打山における観察では，オオシ  

ラピソ大径木の幹折れに伴う小規模を団状枯れを認  

めている。著雪，風衝の相乗効果によるものであろ  

う。疎開した立地ではダケカンバ群集の夏緑低木類  

とチシマザサが繁茂していた。オオシラピソ柿下  

でチシマザサは密生しをいが，疎開し，日射条件  

が良くをると密生したチシマザサ群落が形成される。   

オオシラピソ群集の低木層と高木第2層に出現す  

るオオシラピソには，樹高および胸高直径が揃う  

一斉林的を形態をとることがをい。オオシラピソは  

シラピソに比較して一旦被圧されたあとの椎樹の生  

存率が高いといわれる（甲山1984）。オオシラピソの   

シラピソーオオシラピソ群集典型亜群集がコメソ  

ガ亜群集より密接にダケカンバーミヤマキンポウゲ  

クラスと関係するのはダケカンバ林要素の多い種組  

成で説明される。あるいは典型亜群集域にダケカ  

ンバ林の多いことによっても明らかである。このよ  

うを典型亜群集域でもダケカンバ林要素がモミ属型  

一斉更新を抑制している。良い例は飛騨山系の上限  

域近くの植分で観察された。しかし縞枯れの多い八  

ヶ岳のコガネイチゴ変群集域はダケカンバーミヤマ  

キンポウゲクラスの代償植生のをいことを特徴とし  

ている。コガネイチゴ亜群集は相；Phaseの変化で  

更新をすすめている。推移は閉鎖的に進み，外部か  

らの種の侵入による代償植生の形成はをく，種組成  

の安定した群落形態の変化によって進められる。こ  

のようを更新は単一樹種，あるいはきわめて近い生  

態的地位をもつ樹種間で可能であり，ダケカンバ，  

コメソガ，トウヒをどを混生する林分では起こりに  

くい。また，縞枯れ現象には地形，気象，土壌をど  

環境条件が一様に作用する一定面積が必要である指  
捗  
摘がされている（遠田・菊池1981）。   

〉i．分布・地理   

シラピソーオオシラビソ群集は主に日本固有種と  

北方大陸に共通する種で構成されている。日本固有  

種が純固有種，東アジア類縁の分化のすすんだ種群  

であるのに対し，北方大陸の種群は共通種が多い。  

この背景には本州周辺で独自に分化したオオシラピ  

ソ群団の祖先型に，第四紀の氷河期に陸橋をったっ  

て往来した大陸系植生の接触のあったことが考えら  

れる。シラピソーオオシラピソ群集はオオシラピソ  

群団の中で純日本固有種の占める割合がもっとも高  

く，それだけに起源の古い植物群落といえる。西日本  

の分布は，秩父山塊，八ヶ岳山塊，赤石山系，木曽  

山系，飛騨山系南部に及んでいる。  

（2）オオシラピソ群集  

Abietetum mariesiiHorikawa  

ex Suz：Tok．1954（Tab．1付表）  

l．構  造   

ナシマザサ，ショウジョウバカマ，ムラサキャシ  

オ，イワナシ，ヒメモチで区分され，シラピソを欠  

くことを特徴とする常緑針葉樹林。   

高木層にオオシラピソが優占し，ダケカンバを常  

在度高く伴う。中には低木状を呈する植分もある。  

オオシラピソは枝を地表ぎわまで分枝，下垂させ，  

円筒形の樹形をとる。これは積雪庄に対する形態的  

適応とともに，根際の枝でも十分に光合成が行をえ  

るためと考えられる。高木層の植被率は70％以下に  

記録されている。低木層には幹枝を屈曲させたナナ  
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Abb．3 シラピソーオオシラビソ群集典型亜群集コガネイチゴ変群集の縞枯れ状更新（中村1985b）  

Schematische Darste11ungder Dynamik des Abietetum veitchio－mariesii，TyplSChe  
（nach Nakamura1985b）  

標徽種がをく，ミヤマモミジイチゴ，クロゾル，  

ァリドオシラン，グロボシソプで区分される地域群  
集。シラピソーオオシラピソ群集に対してツタウル  

シ，イトスゲ，ナンゴクミネカエデ，ヤマウルシが  

区分種とをる。   

高木層にシラピソが優占し，オオシラピソを欠く  

ことを特徴とする。また四国ではトウヒも欠いてい  

る。低木層の優占種はコヨウラクツツジ，あるいは  

シラピソで，被庄椎樹ファシスもみられる。ほかに負  

はナナカマド，オオカメノキ，ナンゴクミネカエデ，  

オオヤマレンゲ，クロゾルが低被度で出現している。  

草本層の高常在度種はシラネワラビ，カニコウモリ，  

ツタウルシ，コミヤマカタバミ，イトスゲ，クロボ  

シソウがある。優占種に地域性があり，四国にイブ  

キザサ，紀伊にイトスゲ，シラネワラビがみられる。  

コケ層にはβかα〃〟∽∽可〟ふ飽〟rαJ〟∽∫Cかe占e一  

れ坤わco刑わノ∽軍ね〃滋〃ふPo少Jrわ力α∫助∽カ〝刀0－  

∫〟∽，βα詔α乃由γ0∫肋αgα〃α，エ0ゐα′～α〟〃血が出現  

している。   

シラピソ群集にはヒメタケシマラン，タケシマラ  

ン，ヒメウスノキ，オオバスノキ，グロウスゴ，ミ  

ツパオウレン，ゴヨウイチゴをど中部山岳に常在度  

の高い亜高山性種の出現をみをい。   

ヒメスゲ，コハリスゲ，ショウジョウスゲ，ヒメ  

ノガリヤス，イブキザサによるイブキザサ亜群集，  

コヨウラクツツジ，ウスノキ，カニコウモリ，βα－  

Subass．，Variante von Rubus pedatus  

実生は低木層で，植被率の高い夏緑低木類とナシマ  

ザサにより被圧される。しかし，低木層を突き抜け  

て生育が可能であれば，その後は林内照度の不均質  

性が個体間の生長のむらを促すと推定される。同様  

を観察はシラピソーオオシラピソ群集典型亜群集で  

もされている。   

ル．分布・地理   

オオシラピソ群集は標徴種をもたをい地域群集で  

ある。しかもシラピソーオオシラピソ群集と似た亜  

群集が区分されており，ラッセ；Rasseに近い形態を  

示している。   

オオシラピソ群集の成立と積雪との密接を関係は，  

先に記した。後氷期以降の日本海側気候の卓越によ  

る積雪量の増加によって，シラピソーオオシラピソ  

群集からオオシラピソ群集が地域的に分化したと推  

定される。   

オオシラピソ群集は飛騨山系北部，妙高山塊，苗  

場山に分布している。飛騨山系北部では，立山東部，  

後立山連峰（宮脇・藤原1976，宮脇ほか1977），栂池  

（松田・八幡・横内1980）に多く，高瀬川周辺がシラ  

ピソーオオシラピソ群集との境界とをる（宮脇・原  

田・奥田1974，組成表による）。  

（3） シラピソ群集  

Abietetum veitchii（Yamanaka1959）  

em．Yamanaka1981（Tab．1付表）   

Synonym：Abietetum sikokianae  

Yamanaka 1959 

l．構  造  

＊ 中村（1984）ではミヤマヌカボシソウに誤認さ  

れている。   
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Tab．2 月別平均気象資料Monatliche Klimabedingungen（nach Minamikawa u・Yato1972）  

．境目  降水量（mm）Niederschlage  
月  

別 Monat   ①大台ヶ擬  ②大杉谷  ①大台ヶ原   ②大杉谷   

－ 5．1   3．3   91．8   82．7   

2   － 4．8   3．9   139．8   94．7   

3   －1．6   7．2   217．1   206．2   

4   4．9   12．4   290．3   254．2   

5   9．4   17．2   323．6   225．2   

6   13．3   21．0   415．6   383．8   

7   17．3   25．4   620．l   488．8   

8   Ⅰ7．4   26．0   1012．3   707．8   

9   14．3   22．4   848．7   6IO．3   

10   8．6   16．4   442．4   437．7   

3．4   10．8   185．8   190．7   

12   一】．8   6．0   124．6   84．0   

仝  年   6．4   14．3   4712．1   3766．2   

大石ヶ原観測所，海抜1566m東経136006′，北緯34011′最近の20年平均  

大杉谷観測所，海抜218m，東経136013′，北緯34016′最近の10年平均  

（南川‥矢頭1972）  

＊ 詔α〃∫αγの肋αgα〃αによる カニコウモリ亜群集が  

下位区分されている。  

Il．生育地   

四国で海抜1，750m以上，紀伊で海抜1，800m以上の  

わずかを山頂域に成立している。ちをみに紀伊の大  

峰山系の広がりは200haにすぎをい（菅沼1974）。   

イブキザサ亜群集の植生調査資料は四国の石鎚山  

からこの森の海抜1，760～1，960mで得られている。  

イブキザサファシスは土壌の深い立地に形成される。  

基岩の露出する浅土地にコケ層が発達し，シラピソ  

の実生および稚樹の個体数が急激に増力ロしている。  

全般にイブキザサ亜群集は風衝地に多く，グラミノ  

イド植物が優占している。   

カニコウモリ亜群集は四国の剣山から一ノ森の海  

抜1，770～1，880m，紀伊の八剣山から弥山の海抜1，  

800～1，895mで植生調査資料が得られている。四国  

では樹高24mに達する大きを林分も認められた。紀  

伊では山頂部までカニコウモリ亜群集域とをる。南  

西斜面には縞枯れ現象が観察されている（矢頭1962，  

1964）。  

iii．遷移ほか   

シラピソ群集の更新はササ類の優占により異をる。  

四国の剣山系，石鎚山系では倒木跡でイブキザサ，  

クマイザサが密生し，持続群落を形成する。この傾  

向は風衝部に強く，結果的にシラピソ群集は退行す  

る。紀伊でも同じ現象がみられる（菅沼1974）。  

紀伊の縞枯れによる更新は被庄椎樹が少をく，実  

生によって始まる。8～13mに発達した林分の林床  

では優占するイトスゲのほかアリドオシラン，コイ  

チョウランをどが，伴生しているにすぎをい。イト  

スゲは短茎で，シラピソの発芽を抑制する効果は，  

観察でも小さい。縞枯れ前線では受光量の増加によ  

って実生が急増する。倒木後は椎樹ファシスから一  

斉林へ更新が進行する。凹状地，低海抜地ではトウ  

ヒの個体数が増加し，シラピソの一斉倒木が起きて  

もトウヒの単立が認められる。その結果，縞枯れ現  

象も抑制されていると推定した。同じ現象は八ヶ岳  

山系のコメソガ亜群集セリパオウレン変群集域でも  

確認している（p．156）。  

i〉．分布・地理   

シラピソ群集はコケモモートウヒクラスの南限に  

分布している。多くの北方大陸系種を欠いており，  

隔離，温暖化による種の減少もあったと考えられる。  

愛媛県東赤石岳（1，706m）の撤榎岩地に隔離されてい  

るチョウセンゴヨウ，ツガザクラ，コケモモ，ツル  

ツゲ，ゴゼンタチバナ，アオチドリ，ミヤマフタバ  

ランをど亜高山性の種も（山本1977），シラピソ群集  

には出現していをい。  

（4）イトスゲートウヒ群集  

Carici－Piceetum hondoensis  

ass・nOV・（Tab．1付表）  

l．構  造   

＊synonym：ヤマシグレ亜群集（中村1982a）  
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シロヤシオ，ミヤコザサ，カマツカ，ブナで区分  

されるマイゾルソウーコメツガ群集の地域群集。シ  

ラピソ，オオシラピソを欠く。中部山岳の植生に対  

してツタウルシ，イトスゲ，ナンゴクミネカエデ，  

ヤマシグレを地域的区分種にもつ。   

高木層にトウヒが優占し，ウラジロモミ，ヒメコ  

マツも高常在度で出現している。亜高木層，低木層  

の発達は悪い。オオイタヤメイゲツ，ナナカマド，  

シロヤシオ，アオダモ，ツタウルシが散生する。ト  

ウヒの椎樹ファシスはをい。草本層の高常在度種に  

はイトスゲ，クロボシソウ，ミヤコザサ，ホソバト  

ウゲシバ，コミヤマカタバミ，カニコウモリ，シラ  

ネワラビがある。コケ層の高常在度種にはPogo〃か  

J…〃ぐOJ汀0〃〟川，βか〟／川／〃川坤J∫，P励J／・0二血／〃∫ぐ／卜  

作如r£ 勒わco∽g〟椚岬ゐ乃血刀ふ上申∫dαわ∫〟加′α一  

〃∫Ve作α，Po小才rgcカα∫J′〟∽ノわ／Ⅵ宜げ払研がある。  

ⅠⅠ．生育地   

ブナクラスのウラジロモミーブナ群集の上限に発  

達し，その境界は海抜約1，600m となる。分布域の  

上限でシラピソ群集に接し，その境界は海抜約1，800  

mにある。したがって紀伊半島におけるコケモモー  

トウヒクラスの下限は他の地域より，50～100m低  

い。その原因のひとつに多雨による山頂現象の強い  

影響が考えられる。イトスゲートウヒ群集域は沿海  

部山岳の斜面多雨帯に相当し，年間降水量は4，000  

mmを越えている（Tab．2）。また， 柿下に酸性土壊  

指標種とをるツツジ科植物が卓越するのもその考証  

とをる。  

iii．遷移ほか   

大台ヶ原では林床にミヤコザサの常在度が高く，  

疎開地ではミヤコザサの風衝葦原におきかわる。弥  

山から仏生ヶ岳の山稜では，林床にカニコウモリ，  

シラネワラビなど多巡草本植物の常在度が高い。疎  

開地では、ダケカンバ，オオイタヤメイゲツの夏緑  

低木林が発達する。  

iv．分布・地理   

大峰山系に分布が限られている。  

（5）マイヅルソウーコメツガ群集  

Maiantho－Tsugetum diversifoliae  

Snz．－Tok．1949em．（Tab．1付表）  

l．構  造   

コメツガを群集標徴種とし，シラピソ，オオシラ  

ピソ，コフタバラン ，コイチョウラン，イチョウラ  

ン，コバノイチヤクソウを欠くことを特徴とする常  

緑針葉樹林。   

赤石山系南部で記載されたマイゾルソウ…コメツ  

ガ群集（鈴木1949）には，一部カニコウモリーウラ  

ジロモミ群集に同定される植分があり，内容変更  

をした。その後にコメツガ群集（薄井1958）を認め  

る見解もあるが（鈴木1966），これは明らかにシラピ  

ソーオオシラピソ群集の異名と判定される。   

マイゾルソウーコメツガ群集はヤマシグレ亜群集  

とミヤマシグレ亜群集に下位区分された。  

Ii．生育地   

シラピソーオオシラピソ群集，シラピソ群集の成  

立困難な尾根状地。内陸側ではブナクラスのアカミ  

ノイヌツゲークロベ群集，シノブカグマーヒノキ群  

集に接して亜高山帯下部に植生帯を形成している。  

iii．分布・地理   

四国，紀伊にヤマシグレ亜群集，日本海側を除く  

中部山岳地城にミヤマシグレ亜群集が分布している。  

（6）カラマツ群落  

Lar玩kaen7PPri－Gesellschaft（Tab．3付表）   

l．構  造   

カラマツを区分種とする夏緑針葉樹林。   

カラマツ群落の形態は立地の差に基づき異なる。  

富士山樹木限界城の低木林，氾濫原河床部の高茎草  

本植物を伴う高木林にみられるように，種組成的な  

まとまりが弱く，群落で扱うのを適当と考える。  
Ii．生育地   

陽地生の先駆性群落。潤沢，氾濫原，火砕岩や溶  

岩上に発達している。  

iii．遷移ほか   

遷移初期のカラマツ群落は他の群落と複合群落を  

形成しやすい。洞沢ではダケカンバーミヤマキンポ  

ウゲクラス，氾濫原ではオノエヤナギクラス，火砕  

岩・溶岩上ではエイランタイーミネズオウクラス，  

コマクサーイワッメクサクラスの植生と共存する。  

遷移の進行とともにコケモモートウヒクラスの種の  

増加があり森林を形成する。富士山のカラマツ優占  

林の組成，構造の動態研究でも同様な指摘がされて  

いる。（前田・浅沼・谷本・神戸・1977，舘脇・伊藤  

・遠山1965）。  

iv．分布・地理   

中部山岳に点在し，とくに秩父，八ヶ岳，富士山  

では，ダケカンバ林，シラピソ，オオンラビソ林に  

もカラマツが混生している。   

2．コケモモーハイマツオーダー  

Vaccinio－Pinetalia pumilae  

Suz．－Tok．1964  

2）コケモモーハイマツ群団  

Vaccinio－Pinion pumilaeSuz．一Tok．1964   

針葉樹高木林のシラピソートウヒオーダーに対応  

するコケモモーハイマツオーダーは，亜高山帯上部   



161  

西日本のコケモモーハイマツ群集はαけα血e′わe－  

わ′〟∽，C血血血お〝政弘Cエ∫fe肋rれCエ用乃g昨血αで  

識別されるマキバエイランタイ亜群集，ハクサンシ  

ヤクナゲ，ゴゼンタチバナ，クロウスゴ，マイゾル  

ソウ，オオバスノキで識別されるハクサンシャクナ  

ゲ亜群集，さらに典型亜群集に下位区分された。   

日本のハイマツ林を4群集にまとめ，西日本に3  

群集を区分する意見もある（Kobayashi1971）。本論  

では各群集の標徽種とされた種群を動態的，あるい  

は細かい立地の差による生態的指標種群として亜群  

集にまとめている。   

Ii．生育地   

海抜約2，400mから出現し，高山の稜線を覆う形  

で成立している。コケモモーハイマツ群集が下方で  

隣接する亜高山性の植生は一定していをい。シラピ  

ソ，オオシラピソやダケカンバの森林植生以外にも，  

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団，アオノツ  

ガザクラ群団の広葉草原，棲性低木群落などがある。   

赤石山系の寡雪地域では，融雪の早い南斜面でシ  

ラピソーオオシラピソ群集からコケモモーハイマツ  

群集へ移行している。また、八ヶ岳，秩父金峰山，  

l 木曾の御岳でも同じ植生配置が観察される。このよ  
うなシラピソ，オオシラピソ林からハイマツ林への  

移行は，気候的極相に近い状態にある亜高山帯に限  

られて観察される。気候条件の通した赤石山系南斜  

面ではシラピソーオオシラピソ群集の上限が海抜約  

2，800mに達している。対照的に積雪の多い日本海側  

では，ダケカンバーミヤマキンポウゲクラスの低木  

林，草原（いわゆるダケカンバ帯）からハイマツ林  

に移行し，ハイマツ林も下降している（Abb．12）。  

この傾向は出羽三山，鳥海山にも認められている（石  

塚・斎藤・橘1975，石塚・橘・斎藤1972）。   

積雪量のさらに増加する立山連峰，白馬・朝日山  

系では，ハイマツ林は植生帯を形成せず，植分は広  

葉草原，雪田植生に摸して，融雪時期の早い微高地  

に島状に点在している。この現象は杓子岳から白馬  

岳を臨む南西斜面でよく観察される。逆に凹状地に  

ハイマツ林，凸状地に草原の形成される現象もある。  

寡雪地となる赤石山系北岳山頂付近（3，000m）では，  

風衝のため積雪がなく，低温，乾燥した立地にカラ  

フトイワスゲーヒゲハリスゲクラス，積雪によって  

保護を受ける凹状地にコケモモーハイマツ群集が配  

分している。   

コケモモーハイマツ群集は南北に稜線の走る日本  

アルプスで，稜線の南西斜面に植分を広げている。  

積雪は偏西風の風衝によって南西斜面に少なく，風  

背側の北東斜面にもたらされる。しかも春季の融雪   

に発達する常緑針葉樹低木林がまとめられている。  

標徴種群にはハイマツ，キバナシャクナゲ，コケモ  

モ，ダチョウゴケがある。群集，群団，オーダーに  

共通して組成変化の少い均質な植生集団を形成して  

いる。その分布域は本州，北海道以外に朝鮮半島北  

部から東シベリアのバイカル湖，サハリン ，カムチ  

ャッカに及んでいる。  

ハイマツは第三紀後期に東部ユーラシアの温帯高地  

に初期固有があー），第四紀初期には亜高山帯の林床  

植物であった。ハイマツはその後氷河期を通して耐  

寒性形態を獲得，分布域を広げたとされる（Tikho－  

mirov1946）。ハイマツ林が大陸から本州に移動して  

きたのも永河期という地史的に最近のことであり，  

コケモモーハイマツオーダーの植生にきわだった組  

成の変化は認められない。  

（7）コケモモーハイマツ群集  

Vaccinio－Pinetum pumilae Maeda  

et Shimazaki1951（Tab．4付表）  

Synonym‥Cetrario－Pinetum pumilae  

Kobayashi1971  

Rhodoro－Pin・etum pumilae  

Kobayashi1971  

Rubo－Pinetum pumilae  

Kobayashi1971  

Pinetum pumilae Miyawaki，  

Itow et Okuda1967   

l．構  造   

ハイマツ，キバナシャクナゲ，コケモモ，ダチョ  

ウゴケを群集標徴種・区分種とする。   

低木層にハイマツが優占し，ハクサンシャクナゲ，  

タロウスゴ，オオバスノキを低被度で伴う。また，  

オオンラビソ，コメツガ，クロベ，カラマツが旗状  

の風衝形で単木的に混生してくる植分もある。草本  

層の高常在度種にはコケモモ，キバナシャクナゲ，  

コガネイチゴ，イワカグミ，ミツパオウレン，ガン  

コウラン，スギカズラがある。コケ層には 乃措〟椚  

cr如α－Cα∫加乃∫由（ダチョウゴケ），βお用〃〟椚ノおα慧α〃ち  

且刑毎払飽〟r戚〟椚∫Cかeゐeれ勒′加0椚f〟∽軍お乃－  

（ね乃∫，また幹部には雪横線指標種となる CbJrα′由  

ノ〟〃如′′〃α，C．画皿而がみられる。   

コケモモーハイマツ群集は隣接する高山性のコマ  

クサーイワッメクサクラス，カラフトイワスゲーヒ  

ゲハリスゲクラスの植生に比較して，ハイマツ，コ  

ケモモ，コガネイチゴ，小形ツツジ科植物など果実  

の食される動物散布の植物が多い。ライチョウ，イ  

ワヒバリ，ホシガラスの生息地となっている（中越  

・曾我1981）。  
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は日射時間の多い南西斜面で早く，コケモモーハ  

イマツ群集の成立に適している。ただし，厳寒期に  

植物体が積雪による保護を受けることば必要で，そ  

れは，積雪線指標種となる着生地衣類の存在によっ  

て明らかである。   

ハイマツは葡旬した枝先から根系を伸長させる。  

そのため急峻な岩峰，やせ尾根でも生育城を広げる  

のに適している。ハイマツの枝生長量は木曾駒ヶ岳  

で2．5cm±0．4cm／a（2，880m地点），4．8cm ±0．5cm／a  

（2，610m地点）を示した。北海道大雪山系の3・0～4・5  

cm／a（沖津・伊藤1983）と近似した値を示す。しか  

し苗場山（1，960m地点）では7．8cm±0．4em／aという  

異常に高い値を得ている（Wilmanns，Bogenriederu・  

Nakamura1985）。松葉は赤石山系北岳（2，880m地  

点）では6～7年で落葉している。毯果は2年をかけ  

て8～10月に熟すが，種子は油性分に富み，′ト動物  

の食料源となる。とくにホシガラス；〃〟Cげrαgα  

cαワOCα祝融は種子をlヵ所に集めて貯蔵する習性が  

ある。ハイマツの実生がハイマツ林下に生ずること  

は少なく（中越・曾我1981，沖津・伊藤1983），ハイ  

マツ林に接したエイランタイーミネズオウクラス，  

イワイチョウーショウジョウスゲ群団など低茎な植  

物群落中にみつけられる。しかもハイマツの実生は  

同年齢のものが4～8本かたまりになっていることが  

多い。毯果ごと転がり発芽したとも考えられている  

が（沖津・伊藤1983），筆者はまだ毯果の残骸をみ  

つけたことはない。ホシガラスがハイマツの更新に  

関与していることも推察されている（中越・曾我1981）。  

欧州においても Pわ7〟∫Ce椚ムrα と 〃〟C折αg（7Cαり相－  

cαfαCJe∫ との生活共同体に関する報告がされている  

（Mattes1982）。同じ行為が苗場山をどで確認した実  

生のかたまりでも行をわれているとすれば，ホシガ  

ラスはハイマツ林の更新に重要をかかわりあいをも  

っていることにをる。   

コケモモ鵬ハイマツ群集は3亜群集に下位区分さ  

れた。ハクサンシャクナゲ亜群集は山腹の群集の下  

限城まで成立する。群落高はⅠ～1．7mともっとも高  

い。典型亜群集は稜線付近の風衝地の植分がまとめ  

られている。群落高は0．3～1mと低い。その他日本  

海側多雪地のテンマザサを伴う植分も含まれている。  

マキバエイランタイ亜群集の群落高は0．3～0．6m と  

さらに低い。稜線付近でも風衝，乾燥，低温の厳し  

▲ぐなる岩角地，構造土上の植分がまとめられている。  

白馬鎚ヶ岳周辺（2，700m）では，条線土，階段礫に  

沿ってマキバエイランタイ亜群集とコマクサータカ  

ネスミレ群集のすみわけが明瞭に観察される。  

iii．遷移ほか   

コケモモーハイマツ群集の破壊は風衝，崩落など  

自然現象のほか，登山者の踏庄により局地的に引き  

起こされる。代償植生にはノガリヤス属葦原が普通  

である。コケモモーハイマツ群集ハクサンシャクナ  

ゲ亜群集城にはコガネギクーイワノガリヤス群落，  

コメススキータカネノがノヤス群落，典型亜群集城  

にはヒナガリヤス植分が偏在する。   

マキバエイランタイ亜群集域では，地衣類を伴う  

コケ類の植生からエイランタイーミネズオウクラス，  

コケモモーハイマツ群集への遷移過程が多い。典型  

的引犬態は飛騨山系の常念岳から燕岳の間でよく観  

察される。  

iv．分布・地理   

西日本はコケモモーハイマツ群集の南限域にあた  

り，赤石山系の光岳（2，59】．】m）周辺が南限となっ  

ている。   

b．ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス  

Betulo－Ranunculetea Ohba1968   

クルマユリ，サンカヨウ，オオバショリマ，モミ  

ジカラマツ，エゾノヨツバムグラ（オオバノヨツバ  

ムグラを含む）、ミヤマセンキュウ、コバイケイ ，タ  

カネスイバが中部山岳以西のダケカンバーミヤマキ  

ンポウゲクラスの標徽橡とされた。日本では北海道  

の礼文島から四国まで分布が確認されている（大場  

1968）。   

ダケカンバー ミヤマキンポウゲクラスの柿生はト  

リカブト属，フウロソウ属，シュロソウ属，タデ属，  

キンポウゲ属，トウヒレン属，アザミ属，キンバイ  

ソウ属，ユリ属，カラマツソウ属を共通のTaxa と  

してヨーロッパのBetulo－Adenostyletea Br：Bl・  

etTx．1943 とともに Betulo－Alnetea Klassen－  

Gruppe にまとめられている（大場1973b）。この中  

には，Poレgo〃〟∽∂如0′妬レわ血∂坤）rα，∫g〃eCわ  

〃e刑0〝〃め尺〟刑eズα′紳助∫，〟〃血椚抑∫〟∽，」才力γ一  

流抑＝撤姑叫浄血憫などの共通種や」〃e〃つ0〃e〃α′C由∫′－  

ノわ相，∫rr印わβ〟∫〃叩如拘／励乃α〟cJr〟∽ αヴ〟Jわgト  

♪肋椚などの近縁種も存在している。また、北アメ  

リカ太平洋岸北部ではAlno－Veratretea eschschor  

ltziiが同じような相観，生態的地位を占めている（大  

場1982）。   

亜高山帯に成立するダケカンバーミヤマキンポウ  

ゲクラスは，土地的な持続群落，破壊跡地の代償群  

落として夏緑低木林，広葉草原を形成している。   

3．オオバタケシマランーミヤマハンノキオーダー   

Streptopo－Alnetalia maximowiczii   

Ohba1973   

ダケカンバ，ミヤマハンノキ，ウラジロナナカマ   
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Betuletum ermaniiSuz．－Tok．，OkarnOtO   

et HondaI964（Tab．5付表）   

Synonym：Alno－Betuletum ermanii  

（Ohba1965）Ohba1968p．p．  

l．構  造   

タケシマラン，ペニバナイチゴ，カラクサイノデ，  

ミツパオウレン，キヌガサソウ，イワカグミを標徴  

種・区分種とする夏緑亜高木・低木林。   

亜高木層にダケカンバ，ミヤマハンノキが優占し  

ている。低木はいずれも雪庄により幹枝が著しく伏  

臥した形態をとる。低木層のある根分ではオオヒョ  

ウタンボク，ミヤマハンノキ，クロウスゴ，クロツ  

リバナ，ミネザクラ，ウラジロナナカマドが高常在  

度で出現している。草本層の高常在度種にはミドリ  

ユキザサ，ミヤマドジョウツナギ，クロクモソウ，  

ミヤマメシダ，オオバショリマ，モミジカラマツ，  

コガネギク，エンレイソウ，エゾノヨツバムグラ（オ  

オバノヨツバムグラを含む）などダある。   

ダケカンバ群集は典型亜群集，タカネスイバ亜群  

集，オガラバナ亜群集に下位区分されている。典彗■！  

亜群集は群落高が5m以下のダケカンバを欠く柑分  

がまとめられた。さらにコメススキ変群集，コガネ  

イチゴ変群集，典彗■4変群集が下位区分されている。   

タカネスイバ亜群集はクルマユリ，タカネスイバ，  

ド，クロツリバナの夏緑低木類とカラクサイノデ，  

オオバタケシマランが中部山岳以西におけるオオバ  

タケシマランーミヤマハンノキオーダーの標徴種と  

された。   

分布は四国以北にある。標徴種の一部が千島，サ  

ハリン，カムチャツカに及ぶことからオオバタケシ  

マランーミヤマハンノキオーダーの分布域もオホー  

ツク海沿海部に達するものと推察される。   

3）ミドリユキザサーダケカンバ群団  

Smilacino yezoensis－Betulion ermanii  

Ohba1973   

オオヒョウタンボク，ミヤマゼンコ，キヌガサソ  

ウ，ミヤマメシダを標徴橙とする。   

ミドリユキザサーダケカンバ群団は北海道のエゾ  

メシダーウコンウツギ群団に比較して組成が豊かで  

ある（大場1973b）。ミドリュキザサーダケカンバ群  

団は，朝鮮半島，中国，台湾に放線する日本固有種  

を基盤に，同北極系柿物群の影響を受けて成立して  

いる。したがってオオンラビソ群団と同じ地史変遷  

を経過していることが推定される。構成種のクロク  

モソウ，ズダヤクシュは南からの侵入種，モミジカ  

ラマツ，エゾノヨツバムグラなどは北方系の侵入種  

であろう。  

（8）ダケカンバ群集  

飛騨山脈（蝶ヶ岳一首念岳）  

Japanische Nord－AIpen（Berg Chogatake－BergJonendake2，650m）  

Abb．4 東西斜面における亜高山性植生の偏在性。   

Vertikales Verteilungsschema dersubalplnen Vegetation aufWest－u．Osth去nge・  

4：コメススキーイワッメクサ群集   

Deschampsio－Stellarietum nlPpOnicae  

5：ダケカンバ群集  

Betuletum ermanii  

6：タテヤマアザミーホソバトリカブト群集   

Cirsio otayae－Aconiet’um senanensis   

1：シラピソーオオシラピソ群集  

Abietetum veitchio－mariesii  

2：コケモモーハイマツ群集   

Vaccinio－Pinetum pumilae  

3：ウランマツツジークロマメノキ群集   

ArctooJaPOnici－Vaccinietum uliglnOSi  
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カラマツソウ，イタドリ，マルバグケブキで識別さ  

れる。群落高が6～13mでダケカンバの優占する植  

分が多い。   

オガラバナ亜群集はオガラバナ，ミネカエデ，コ  

ヨウラクツツジ，オオシラピソ，オオバスノキ，ゴ  

ヨウイチゴで識別される。さらにウラジロナナカマ  

ド変群集とヤマソテツ変群集が下位区分されている。   

Ii．生育地   

中部山岳を日本海側に偏った飛騨山系，加賀の白  

山，妙高山塊，苗場山，木曾山系（大場1973b）に  

分布がある。植生調査資料は海抜1，820～2，820mで  

得られた。   

生育地には雪崩や崩壊頻度の高い急斜面，積雪が  

とくに多く，融雪期の遅い′ト沢沿い，風背地となる  

稜線直下の吹きだまー）が相当する。亜高山性針葉樹  

林の発達の悪い日本海側第1山稜では，チシマザサ  

群落，タテヤマアザミーホソバトリカブト群集とと  

もに広い面積を占めている。しかし，第2山稜から  

は偏西風と地形との関係で，西斜面にコケ干モート  

ウヒクラスの植生，東斜面にダケカンバ仙ミヤマキ  

ンポウゲクラスの植生が偏在している。（Abb．4）。   

ダケカンバ群集典型亜群集は海抜2，300～2，820m  

で植生調査資料が得られている。分布は亜高山帯上  

部のハイマツ林城に限られる。下位単位のコメスス  

キ変群集は稜線上に成立している。雪だまりとなる  

凹状地，稜線の風背側には典型変群集が成立してい  

る。コガネイチゴ変群集はハイマツ林城に普通であ  

る。   

タカネスイバ亜群集は海抜2，100～2，470mで植生  

調査資料が得られている。生育地は，適潤で土壌が  

深く地中植物，地表植物が林床をうっ関している。   

オガラバナ亜群集は海抜l，820～2，500mで植生調  

査資料が得られている。表層土の薄い露岩地，細礫  

地の植分がまとめられている。下位単位のウラジロ  

ナナカマド変群集は海抜2，300～2，500mの高海抜地  

に，ヤマソテツ変群集は低海抜地で，しかも日本海  

側気候の影響の強まる地域に偏りがある。  

iii．遷移ほか   

表層雪崩，雪庄による雪の敏行程度では，幹折が  

生じても再生する植分が多い。しかし地表部にも崩  

壊をもたらす大型全層雪崩が発生した跡地では，広  

葉草原，イワノガリヤス草原，ササ草原に退行する  

ことが多く観察された。   

ル．分布・地理   

ダケカンバ群集は太平洋側のタカネノガリヤスー  

ダケカンバ群集に対応する。その境界域はしかしオ  

オシラピソ群団の場合とは異なり，木曾山脈にある。  

（9）タカネノガリヤスーダケカンバ群集   

Calamagrostio－Betuletum ermanii   

Yamazakiet Uematsu nom．inv．1963em．   

Ohba1973（Tab．5付表）  

Synonym：Alno－Betuletum ermanii  

（Ohba1965）Ohba1968p．p．  

Alnetum maximowicziiAsano，  

Sumataet Fujiwara1972  

Saussureo－Betuletum ermanii  

Miyawaki，HamadaetSugawara1967  

l．構  造   

タカネノガリヤスーダケカンバ群集には，ダケカ  

ンバ群集に対応した亜群集が区分されている。した  

がって地域群集より（大場1973b）ラッセ：Rasse  

に近い存在である。広域的な資料との比較が必要で，  

結論は先にもちこされた。   

群落の構成はダケカンバ群集とかわらない。種組  

成の貧化があるほか，タカネノガリヤスの優占林床  

となることが特徴である。   

タカネノガリヤスーダケカンバ群集には典型亜群  

集，オオバショリマ亜群集，オガラバナ亜群集，カ  

ラマツ亜群集が区分されている。カラマツ亜群集は  

ダケカンバ群集の下位単位にはみられずヒメノガリ  

ヤス，ミネヤナギ，カラマツ，ミヤマハンショウゾ  

ル，シロバナヘビイチゴで識別されている。  

ii．生育地   

太平洋側の寡雪地に分布し，氷蝕カールの急斜面，  

偏西風の風背側東斜面など，コケモモートウヒクラ  

スの成立困難な立地を指標している。植分が広がら  

ないのは，積雪要因が広域的に雪害の影響を及ぼさ  

ないためと考えられる。   

典型亜群集は海抜2，350～2，850mの主にハイマツ  

林城から植生調査資料が得られている。オオバショ  

リマ亜群集は海抜2，530～2，730mで植生調査資料が  

得られている。多潤で表層土の深い立地を指標する。  

オオバショ リマ亜群集は崩壊性の沢沿い，雪崩路に  

成立している。センジョウアザミーミヤマシンウド  

群集を伴うことが多い。オガラナ亜群集の比較資料  

は少ない。組成からシラピソーオオシラピソ群集の  

代償植生を含むと推定される。カラマツ亜群集には  

八ヶ岳稲子岳火口内壁，富士山森林限界城など，火  

山起源の植生がまとめられる。土壌は火山灰，スコ  

リアを伴い，林床にヒメノガリヤスが優占している。  

iij．遷移ほか   

富士山森林限界域では，フジハタザオーオンタデ  

群集，ミネヤナギ群落，タカネノガリヤスーダケカ  

ンバ群集，シラピソーオオシラピソ群集ジンヨウイ   
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ダケカンバ，ナンゴクミネカエデが優占する。低  

木層にはナナカマド，ノリウツギ，オオカメノキ，  

ダイセンミツバツツジの常在度が高い。草本層の高  

常在度種にはコガネギク，シラネワラビ，ミヤマワ  

ラビ，ヒメノガリヤス，イトスゲ，ヘビノネゴザが  

ある。優占種にはイトスゲ，ヒメノガリヤス，タカ  

ネノガリヤス，クマイザサ，イブキザサがある。   

ナンゴクミネカエデータケカンパ群集にはオオヒ  

ョウタンボク，クロツリバナ，ウラジロナナカマド，  

ミネザクラ，ミヤマハンノキ，ミヤマメシダ，ミヤ  

マドジョウツナギ，ミドリユキザサ，オオバタケシ  

マランなどミドリユキザサーダケカンバ群団の重要  

な種群を多く欠いている。コヨウラクツツジ，ツタ  

バネソウ，マイゾルソウ，エンレイソウ，ハリブキ，  

ナナカマド，イブキヌカボ，コガネギクが共通する  

にすぎない。  

】i．生育地   

四国・紀伊の海抜1，710～1，940mから植生調査資  

料が得られている。生育地は平均傾斜が300 の北向  

き急斜面に偏っている。植分は稜線直下の適潤を崩  

壊性立地に小塊状に発達している。  

iii．遷移ほか   

ササの侵入しない崩壊性礫質土上に発達した植分  

を形成する。四国手箱山では，疎開地にダケカンバ  

が侵入したが，イブキザサの密生によって高さ0．5  

～1mのダケカンバ椎樹の枯死が目立った。  

iv．分布・地理   

四国の石鎚山系，剣山系，紀伊の大峰山系に分布  

している。  

（12）ペニバナイチゴ群集   

Rubetum vernis Y．Nakamurain Miyawaki   

1985（Tab．6）  

l．構  造   

ベニバナイチゴを標徽種とする低木群落。低木層  

にべニバナイチゴが優占するほか，コマガタケスグ  

リ，タカネナナカマド，タロウスゴが混生している。  

草本層の発達は貧弱でコガネギク，マイゾルソウ，  

エゾノヨツバムグラ（オオバノヨツバムグラを含む）  

などが出現している。ペニバナイチゴ優占植分をダ  

ケカンバ群集の断片とする意見もある（大場1973b）。  

ペニバナイチゴはタロツリバナ，オオヒョウタンボ  

クなどダケカンバ群集の他の構成種に比較して陽樹  

的性格が強く，林緑に多い。また，ダケカンバ，ミ  

ヤマハンノキなどダケカンバ群集の標徽種を欠くこ  

とから，別群集に扱うことにした。  

Ii．生育地   

チシマザサ風衝草原の中に団塊状に出現した「）（大   

チャクソウ亜群集に沿った火山崩壊地の遷移系列が  

報告されている（宮脇・中村・藤原・村上1984）。  

iv．分布・地理   

八ヶ岳山塊，富士山，赤石山丸 木曾山系の一部  

に分布している。  

（10）オオバユキザサーヤハズハンノキ群集   

Smilacino hondoensis－Alnetum   

matsumurae ohba1973（Tab．5付表）  

Synonym：Alno－Betuletum（Ohba1965）  

Ohba1968p．p．  

l．構  造   

ヤハズハンノキ，ミズキを標徴種・区分種とする。   

低木層にヤハズハンノキが優占し，テツカエデ，  

ミズキ，ミネカエデ，オガラバナ，オオカメノキが  

混生している。低木類は雪庄で著しく伏臥している。  

草本層の高常在度種にはミドリユキザサ，オオバシ  

ョリマ，サンカヨウ，エゾノヨツバムグラ（オオバ  

ノヨツバムダラを含む）がある。林床は被度が高い  

が出現種数は少なく，ウドーフキ群団の種の侵入が  

ある。  

Ii．生育地  

日本海側多雪地に分布し，海抜2，000m以下の亜  

高山帯下部に成立している。ヤハズハンノキ自体は  

ブナクラス域まで下降している。   

白山では，海抜約1，800mを境として不明瞭ではあ  

るが、高海抜地にダケカンバ群集，低海抜地にオオ  

バユキザサーヤハズハンノキ群集のすみわけがある。  

また両群集の移行帯では，安定した立地にダケカン  

バ群集，オオバユキザサーヤハズハンノキ群集はダ  

ケカンバ群集の辺綾部に成立している。   

オオバユキザサーヤハズハンノキ群集に近い群落  

にフサガヤーヒロハかソラ群集がある。飛騨山系南  

東部から赤石山系北部に分布している（大場1973b）。  

小沢沿いの礫状地に成立し，高海抜地ではタカネ  

ノガリヤスーダケカンバ群集の辺綾部にも出現して  

いる。  

iii．遷移ほか   

代償植生はミヤマシシウドーオオイタドリ群集，  

ヤマハハコーヤマブキショウマ群集などブナクラス  

城の植生に占められることが多い。  

（11）ナンゴクミネカエデーダケカンバ群集   

Aceriaustralis－Betuletum ermanii   

OkudainMiyawaki1982（Tab・5付表）  

l．構  造   

ナンゴクミネカエデ，ペニドゥダン，デイセンミ  

ッバツツジ，コメッツジ， キトスゲ，クロゾル，ノ  

リウツギを標徽種・区分種とする夏緑亜高木林。  
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Tab．6 ペニバナイチゴ群集 Rubetum vernis  

通し番号  

海抜高度  

調査区数  

平均出現種数  

L柑．Nr．：  

H6he u．Meer（m）：  

Zahld．Aufn．：  

Mittlere Artenzahl：  

群集標徴種   

ペニバナイチゴ   

コマガ、タケスグリ  

上級単位の種   

エゾノヨツバムグラ   

ミヤマメシダ   

モミジカラマツ   

ミヤマドジョウツナギ   

ミヤマセンキュウ   

ミヤマシシウド   

カラクサイノデ   

キヌガサソウ   

オオヒョウタンボク   

オオバショ リマ   

オオバタケシマラン   

ウラジロナナカマド   

ウラジロタデ   

タカネスイバ   

タカネナナカマド   

ミヤマハンノキ   

サンカヨウ   

ヒトッパヨモギ  

随伴種   

ショウジョウバカマ   

エンレイソウ   

ヒメタケシマラン  

以下 略  

Kennarten d．Ass．：   

尺〟∂〟∫γe′〃〟∫   

月め錯ノαβ0乃わ〟∽  

Arten d．h6heren Einheiten：   

Ⅳ（十） Ⅲ（＋）  

Ⅲ（＋） Ⅲ（＋）  

Ⅰ（＋） Ⅳ（＋一1）  

‡（1） Ⅴ（1）  

Ⅲ（＋－1）Ⅱ（＋－1）  

‡（1－2）Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋） Ⅲ（＋－1）  

Ⅰ（＋） Ⅲ（＋）  

Ⅰ（＋）Ⅰ（1）  

Ⅰ（十）Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）Ⅰ（＋）  

Ⅱ（1）  

Ⅱ（＋）  

Ⅲ（＋）  

Ⅰ（2）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅱ（＋） Ⅲ（＋）  

Ⅰ（＋） Ⅲ（＋）  

Ⅰ（1） Ⅱ（十）  

G（7〟〟∽たα∽才∫C／zα庇〟∽   

知和血冊＝靴血那廟め   

7ケα〟ルefJe′7αノ叩0〃わα   

G少ce′7αα玩α∫Jereわノ∽   

Cb〃わ∫e伽〟∽β〟c～〃〟∽  

」〃gビ此－〝椚仙J／／J沼柑P   

伽恒沈／＝／〃川んγ0（イ7／の〃．l・∫   

タαr由ノαpO〃わα   

⊥0〃炊ごerα 出C／zo〃0∫たガ   

乃e如7Jg／お節頑鱒弼初頭   

助叩叫耽＝叩頭呵伽加var・印画肋加   

蔀両肌＝肌由裾肋用那   

タ0毎0肋∽W町rわ如   

月〟用eズα′拘肋∫   

∫orみ〟∫∫α∽あ〟C押〟α   

」／J川∫ 川（～．TJ川Ollゾぐゴア   

功殉灘由即妙  

」J・ナビ〃めね／〃OJ岬／り此  

Begleiter：  

跳血両頭＝祓舶娘  

71郁J／／〃∫／〃〟砧  

助即坤購就噂叫血血  

u．a．  

Orte調査地：Lfd．Nr．Ⅰ：Berg Chogatake～BergJonendake，Berg Nishihodaka，Happo－One，Tateyamaim  

Hida－Gebirge，Berg Hakusan，Berg Hiuchiyamaim Myoko－Gebirge飛騨山系蝶ヶ岳・常念岳・西穂高・八  

方尾根・立山，妙高山塊火打山，2：Midagahara，Gakita，Berg Dainichidake，Higashi－ichinokoshiim Ta－  

teyama 立山弥陀ヶ原，餓鬼田，大日岳，東一ノ越．  

Nachweis der Vegetationsaunlahmen 既発表資料名：Lfd．Nr．1：Nakamurain Miyawaki中村（宮脇編  

著）1985，2：Miyawakiu・Fujiwara 宮脇・藤原1976・  

標徴種のペニバナイチゴの近縁種，月〟ぬ∫軍eCJα－  

∂抽は北米に分布している。日本海側に分布の限ら  

れるペニバナイチゴ群集は，ジムカデーアオノツガ  

ザクラクラスの柵生と同じように，氷河期に北米か  

ら発展してきたと推定される。   

4．シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダー  

Trollio－Ranunculetalia acris  

japonici Ohba 1973 

場1973b，石塚・斎藤・描Ⅰ975），代償的に登山道沿  

いに成立している。生育城はダケカンバーミヤマキ  

ンポウゲクラス城に限られている。  

iii．遷移ほか   

ダケカンバ群集，オオバユキザサーヤハズハ 

キ群集の代償植生を形成するか，林緑部，風衝地の  

持続群落として発達している。  

iv．分布・地理  
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ワオウギ亜群集，乗鞍岳の多潤地からヤマヨモギ亜  

群集が報告されている（大場1974）。  

Il．生育地   

木曽山系，飛騨山系，白山をど日本海側の海抜2，  

170～2，820mで植生調査資料が得られている。海抜  

2，500m以上の亜高山帯上部に発達したダケカンバ  

林域での植分の広がりが著しい。タテヤマアザミー  

ホソバトリカブト群集は地形的要因と積雪要因が相  

乗した急斜面，圏谷地，稜線直下をどに雪崩草原，  

雪田周辺草原，崩壊地周辺草原を形成している。積  

雪量，風衝の卓越する日本海側第1山稜では，白山，  

立山を例に，タテヤマアザミーホソバトリカブト群  

集が針葉樹林にかわって広域に広がっている。日本  

海側気候の影響の少をくをる後立山，第2山稜の表  

銀座では，偏東積雪現象により，植分の広がりも東  

斜面に偏っている。   

タテヤマアザミーホソバトリカブト群集タカネヤ  

ハズハハコ亜群集は飛騨山系乗鞍岳，蝶ヶ岳，燕岳，  

西穂高の海抜2，520～2，820mから植生調査資料が得  

られている。生育地は冬季季節風の風背側とをる稜  

線下の平均300斜面に多い。典型亜群集は乗鞍火山の  

噴出物が基底ををす，凹凸の激しい微地形上に成立  

している。ミヤマメシダ亜群集はアカソーオオヨモ  

ギクラスに共通を高茎草本植物によって群落高も0．  

5～1．4mに高められている。したがってオヤマノリン  

ドウ，ウサギギク，ハクサンイチゲをど短茎を草本  

植物の生育をみをい。生育地は山腹の南東，南西斜  

面に多く，風衝が弱く適潤を環境とをっている。  

また，雪崩崩壊によって富養を土砂の混入もある。  

タカネヨモギ亜群集は飛騨山系の立山，錯ヶ岳，木  

曽山系の千畳敷の海抜2，450～2，710mから植生調査  

資料が得られている。生育地は平均230の南西，南東  

斜面で，花崗岩，流紋岩の小礫からをる崩壊性立地  

を指標している。夏季は風衝により乾燥しやすく，  

コバイケイ，クロユリ，モミジカラマツをどを欠く  

結果とをっている。  

iii．遷移ほか   

雪崩発生頻度の高い立地に持続群落を形成する。  

稜線直下では雪庇による雪崩の発生場所がおおよそ  

決まっており，持続性の高い組成の豊かを植分（お  

花畑）が形成されている。   

ル．分布・地理   

中部山岳の日本海側に分布の偏りがある。物理的  

を破壊を受ける不安定を立地に生育する植物にはヤ  

ナギ属，ヤシャブシ属，タニウツギ属のように種内  

分化を活発におこしているものが多い。タテヤマア  

ザミ【ホソバトリカブト群集に出現しているアザミ   

シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダーはオオ  

ゲタケシマランーミヤマハンノキオーダーに対して，  

シナノキンバイ，エゾシオガマ，ヨツバシオガマ，  

イワオトギリ，ハクサンチドリ，ハクサンボウフウ，  

カンテコウゾリナをどによって標徴される。   

積雪要因と地形要因が複合的に働く，雪田周辺や  

雪崩地に発達する広葉草原がまとめられている。分  

布域は九州を除く日本各地，さらにオホーツク海沿  

海部に及んでいる。   

4）シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団  
Trollio－Ranunculion acris  

japonici Ohba 1973 

本州中部山岳に分布している広葉草原は，オヤマ  

リンドゥ，ハクサンフウロ，タカネヨモギをどを標  

徴種にシナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団にま  

とめられている。群団の広がりは本州と隔離的に四  

国に及んでいる。  

（13）タテヤマアザミーホソバトリカブト群集   

Cirsio otayae－Aconitetum senanensis   

Suz．－Tok．et Nakano1965（Tab．7付表）  

Synonym‥Cirsium babanum var・Otayae  
－Angelica matsumurae－Ass・  

Suganuma1970  

Saussureo－Angelicetum Ohba  

19（）7  

l．構  造   

クロトウヒレン，タテヤマアザミ，ミヤマゼンコ  

を標徴種・区分種とする広葉草原。優占種にはシナ  

ノキンバイ，コバイケイ，ハクサンイチゲをどがあ  

る。高常在度種にはシナノキンバイ，ミヤマキンポ  

ウゲ，エゾシオガマ，クロトウヒレン，ハクサンボ  

ウフウ，コバイケイ，コガネギク，キバナノコマノ  

ッメ，ショウジョウスゲが出現し，平均25種を数え  

る。   

融雪とともにショウジョウバカマ，ヒメイチゲ，  

オオサクラソウ，ミヤマキスミレ， クロクモソウ，  

コイワカガミをどの春植物が開花する。夏季には群  

落高も高くをり，ミヤマキンポウゲ，モミジカラマ  

ツ，カラマツソウ，グロトウヒレン，ハクサントリ  

カブト，ミヤマシシウドの白花，紫花，黒花が目立  

つようにをる。   

タテヤマアザミーホソバトリカブト群集はシナノ  

キンバイの優占するタカネヤハズハハコ亜群集，高  

茎草本植物の目立つミヤマメシダ亜群集，タカネヨ  

モギ亜群集，典型亜群集に下位区分されている。さ  

らに飛騨山系穂高東斜面，槍沢の崖錐をどからコカ  

ラマツ亜群集，白馬大雪渓，旭岳の崖錐をどからイ  
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属，トリカブト属にもその傾向があり，地域群集の  

識別種とをりやすい。  

（14）ハクサンボウフウーモミジカラマツ群集   

Peucedano multivittatae－   

TrautvetterietumJaPOnicae   

Ohba1974（Tab．7付表）  

i．構  造   

タカネスズメノヒエ，ヒメスゲ，コウメパテソウ  

を標徴種・区分種とする短茎を広葉草原がまとめら  

れる。群落高は30cm以下で，ハクサンボウフウ，オ  

ヤマリンドゥ，グロユリ，モミジカラマツ，ミヤマ  

キンバイ，コイワカガミ，シラネニンジン，ウサギ  

ギク，ショウジョウバカマ，ハクサンイチゲが高常  

在度で出現している。  

Il．生育地   

雪田の周辺部，雪崩路の最上部に出現している。  

地形的に乗鞍岳，御岳をどの火口内や二重山稜の底  

部に多い。   

融雪期の遅れによる生育期間の短縮がシナノキン  

バイーミヤマキンポウゲ群団の種を多く欠く結果と  

をっている。  

iii．遷移ほか   

御岳火口内の踏庄による退行相に，ヒロハノコメス  

スキ，ヒメスゲの優占する植分が認められた。  

iv．分布・地理   

分布は飛騨山系，妙高山塊，木曽山系（大場・安  

達・真岡1979）をど日本海側に偏っている。近縁群  

落に赤石山系の氷蝕カールからクロエリータカネヨ  

モギ群集が報告されている（大場1974）。  

（15）センジョウアザミーミヤマシシウド群集   

Cirsio senJOenSis－Angelicetum   

pubescentis matsumurae（Ohba1969）   
em．ohba1974（Tab．7付表）  

l．構  造   

センジョウアザミ，サンリンソウ，ホソバトリカ  

ブト，ヤハズヒゴタイ，キイトスゲ，ハクサンイチ  

ゴツナギを標徽種・区分種とする広葉草原がまとめ  

られる。優占種にはミヤマシシウド，ニッコウキス  

ゲをどがある。高常在種にはキバナノコマノツメ，  

タカネノガリヤス，タカネスイバ，エゾシオガマ，  

イブキトラノオ，タカネグンナイフウロ，ホソバト  

リカブト，センジョウアザミ，サンリンソウがある。   

センジョウアザミーミヤマシシウド群集は組成的  

にタテヤマアザミーホソバトリカブト群集ミヤマメ  

シダ亜群集に近い。  

Il．生育地   

植生調査資料は海抜2，350～2，810mで得られてい  

る。   

センジョウアザミーミヤマシシウド群集はタテヤ  

マアザミwホソバトリカブト群集と比較して寡雪地  

に分布している。環境の違いは組成にも反映し，モ  

ミジカラマツ， クルマユリ，クロユリ，ハクサンボ  

ウフウをどの種の欠如，あるいは植被率の低下，タ  

カネノガリヤス，カラマツソウ，ミヤマシシウド，  

イブキトラノオ，キイトスゲをど比較的乾燥した開  

放景観に指標的を種の増加とをってあらわれている。   

センジョウアザミーミヤマシシウド群集に組成，  

立地の近いヤツガタケアザミ一夕カネノガリヤス群  

集は八ヶ岳山系から報告されている（大場1974）。   

…．遷移ほか   

表層土も移動する全層雪崩，土砂崩壊が起きた跡  

地に，ヒメアカバナーマルバギシギシ群落，コガネ  

ギグーイワノガリヤス群落の出現を記録している。  

iv．分布・地理   

構成種には北米西部からシベリアを通ってラブラ  

ントまで分布するキョクチハナシノブを母種とする  

ミヤマハナシノブ ，中国東北部と台湾に分布するサ  

ンリンソウをど分布経路の異をる種が存在している。  

ミヤマハナシノブは洪積世の氷河期を通じて，サン  

リンソウはそれ以前の古い地質時代に赤石山系に辿  

りついていると推察される。  

（16）カライトソウーオオヒゲガリヤス群集   

Sanguisorbo hakusanensis－Calama一 角   

grostietumlongearistatae   

Ohba1974（Tab・8付表）  

l．構  造   

オニアザミ，カライトソウ，クモマニガナ，オオ  

ヒゲガリヤス，ナメルギボウシを標徽種・区分種と  

する広葉草原がまとめられている。高常在度種には  

タカネマツムシソウ，イワオトギリ，ミヤマアズマ  

ギク，ショウジョウスゲ，ヤマブキショウマをどが  

ある。群落の最盛期は8月で，カライトソウ，シ干ツ  

ケソウ，クモイナデシコ，オニアザミ，タカネマツ  

ムシソウ，ミヤマアズマギク，シロウマアサツキ，  

タテヤマウツボブサをど桃花，紫花の多い独特を李  

相が形成される。   

カライトソウーオオヒゲガリヤス群集はイブキボ  

ウフウ亜群集とシモツケソウ亜群集が下位区分され  

ている。  

Il．生育地   

植生調査資料は飛騨山系の朝日岳から雪倉岳，八  

方尾根の海抜2，070～2，270mで得られている。他の  

広葉草原と同じように積雪による葡行，雪崩をどの  

物理的を環境規制を受けている。しかも蛇紋岩地に   
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Hedysaro－Astragaletum membrana－   
Ceae Asano et Suz．－Tok．1967（Tab．7付表）  

Synonym：Poa glauca var．kitadakensis  

－Carex scita－Ass．Ohba1967  

l．構  造   

イワオウギ，タカネコウリンカ，キタダケトリカ  

ブト，ミヤマシャジン，タカネヒゴタイ，ミネウス  

ユキソウ，イワベンケイ，キタダケイチゴツナギ，  

キタダケヨモギ，キンロバイ，ハゴロモグサ，ミヤ  

マハルガヤを標徴種・区分種とする広葉草原がまと  

められている。高常在度種にはイワオウギ，タカネ  

コウリンカ，ハクサンイチゲ，キバナノコマノツメ  

（アカイシキバナノコマノツメ），ミヤマシオガマ，  

ミヤマシャジン，キタダケトリカブト，ミヤマアシ  

ボソスゲをどがあり，平均出現種数は28種を数える。   

tl．生育地   

北岳の海抜2，915～3，135mで植生調査資料が得ら  

れている。生育地は稜線直下の風背斜面に成立して  

いる。シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団の種  

の貧化とともに，トウヤクリンドウ，ミヤマウイキ  

ョウ，ミヤマウシノケグサ，イワベンケイをど乾性  

地指標種の増加がある。融雪期には多潤とをるが，  

夏季に日射と風衝による乾燥が進むと考えられる。  

隣接するカラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス，  

コマクサーイワッメクサクラスの植生，コケモモー  

ハイマツ群集に比較して土壌の形成は良く，適潤を  

黒色の土壌を観察している。   

北岳のほかに，イワオウギ一夕イツリオウギ群集は  

崩壊性のある東斜面にも多く出現し，崩壊斜面沿い  

に海抜2，450mまで下降することが知られている（大  

場1974）。  

iii．遷移ほか   

イワオウギ一夕イツリオウギ群集は他のシナノキ  

ンバイーミヤマキンポウゲ群団の植生に比較して，  

積雪のほか，乾燥，崩壊という環境規制が強く働き，  

持続する自然草原である。したがって，崩壊により  

しばしば裸地化が起こり，植分が表層土移動の少を  

い巨礫や基岩の下方に島状にとり残されることも多  

い。この植分を大場（1974）は典型亜群集にまとめ  

ているが，北岳でもよく観察することができる。   

ル．分布・地理   

イワオウギ一夕イツリオウギ群集は赤石山系に固  

有性が高い。東アジア，北アジア，周北極地域に同  

種，近縁種の多い植物相で特徴づけられる。主を種   

結びついて出現しており，超塩基性岩の理化学的性  

質の影響を強く受けている。   

八方尾根の植分は西斜面に広がりをみせ，急斜面  

崩壊地でクモマミミナグサーコバノツメクサ群集，  

土壌化の進んだ鞍部でダケカンバ群集，積雪の少を  

い尾根部でコケモモーハイマツ群集に接している。   

カライトソウーオオヒゲガリヤス群集イブキボウ  

＊ フウ亜群集は稜線項部の10～200の乾燥した緩斜面  

を指標し，礫状に風化した蛇紋岩が多い。シモツケ  

ソ．り亜群集は20～450の急斜面に発達し，粘性の高  

い適潤を土壌を指標している。  

iii．遷移ほか   

カライトソウーオオヒゲガリヤス群集の立地が崩  

落し，蛇紋岩の崩壊性礫地が形成されるとクモマミ  

ミナグサーコバノツメクサ群集の生育域とをる。し  

かし，八方尾根登山道のように踏庄が高まると，簡  

単に裸地化し，崩壊が広がる。  

i〉．分布・地理   

蛇紋岩地の類縁群落には雪倉岳からユキクラトウ  

ウチソウーオオヒゲガリヤス群集（大場1974），四国  

の東赤石岳からシコクギボウシーウバタケニンジン  

群集（奥田1982）が報告されている。   

カライトソウーオオヒゲガリヤス群集の遺存・隔  

離種にはカライトソウ，タテヤマウツボブサ，タカ  

ネセンブリ，ミヤマムラサキ，ユキワリソウをど，  

新固有種にはオオヒゲガリヤス，クモマニガナ，ム  

ラサキタカネアオヤギソウ，ナメルギボウシをどが  

ある。   

アズマギク→ミヤマアズマギク，マツムシソウ→  

タカネマツムシソウ，イブキボウフウ→タカネイブ  

キボウフウ，サイヨウシャジン→ハクサンシャジン  

ウスユキソウ→ミネウスユキソウ，トウキー→イワテ  

トウキのように低山から高山に分化した種群を多く  

伴うのを特徴とし，氷河期の寒冷下でも蛇紋岩地を  

はをれることをく耐寒性を獲得しノていった植物群落  

と推察される。   

類縁の群落は非蛇紋岩地にも分布している。三国  

山脈から朝日山脈の日本海側には，雪田周辺のオニ  

アザミーヒゲノガリヤス群集が報告されている（大  

場1975，大場・菅原・大野1978）。また韓国の花崗岩  

の雪嶽山にもカライトソウ，∫werf～αref′dpeJαわ  

r．pdp肋∫α，∫cα∂′ぴα∽α〃∫e〃e〃5鹿r・〆〃〃α奴  

β岬ね〟r〟∽βたαわノ椚 をど類縁種の多い広葉草原が  

発達している（季永魯・李冒示副980）。  

（17）イワオウギ一夕イツリオウギ群集  

＊タカネイブキボウフウ：⊥加〃0めぐor紺〃αVar・α¢加／αKitag・  

の誤認の可能性がある。  
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Tab．9 ミヤマドジョウツナギ」オクヤマワラビ群集Glycerio alnastereti－Athyrietum alpestris  

L柑．Nr．：  通し番号  

H6heii．Meer（m）：  海抜高度  

Zahld．Aunl．：  調査区数  

Mittlere Artenzahl：  平均出現種数  

群集標徴種   

オクヤマワラビ  

上級単位の種   

ミヤマドジョウツナギ   

ミヤマセンキュウ   

ウラジロタデ   

アラシグサ   

ハクサンボウフウ   

カラクサイノデ   

モミジカラマツ   

オオバショリマ   

シナノオトギリ   

タカネスイバ   

コバイケイ   

ミヤマキンポウゲ   

オオバタケシマラン   

ベニバナイチゴ   

シナノキンバイ   

ハクサントリカブト   

クロトウヒレン   

ハクサンフウロ  

随伴種   

ミヤマツボスミレ   

グロクモソウ  

以下 略  

Kennart d．Ass．：  

1（2）3（ト3） 2（4）  

1（2）2（＋一1）・  

1（1）3（十－1）  

1（2）  1（十）  

3（＋） 2（＋－1）  

2（＋） 2（十）  

2（＋－2）2（ト2）  

2（2－4）1（＋）  

1（1）・  

1（＋）・  

3（＋－1）・  

2（2）  

2（＋）  

2（十－1）  

1（1）  

1（1）  

1（＋）  

1（十）  

1（＋）  

1（＋）・   1（＋）  

2（1）1（＋）  

．射／げ／勇〃〃（／厨川J坤〟！J川  

Arten d．h6heren Einheiten   

G柾ピ／血（7〟7〝∫JP′？JJ／′JJ   

roJ7わ∫P〟／‖〃‖．／眈わ川川   

P坤g（川〟川Il町rJぐ砧   

β叫んf乃～αケcocわ〃坤〟α   

P（，〃（、P（ね／J〟川 川JJ／かJ汀〝J〃川   

P小∫タブ（イ…川ナノ正／■0ぐ／南川．1ゞ   

乃■〟〟什P〃p′イ〟ノ叩0′JJぐ（J   

7Ⅵe毎Je／恵ヴ〟ゆαe′Jど那加   

旦岬ビア加椚んα椚加地Jわ〟椚Var．∫e〝α〃g〃∫ど   

月〟∽eズαr拘〟〟∫   

I／セrαわ・〟〝1∫Jα／刀f乃e乙J〝7   

月α〃〟〃C〃／〟∫αCr由var．乃如0〃Jc録∫   

助叩呵耽＝叩頭可研加var・クα〆侮如   

月〟∂以∫ VeJ■〃〟∫   

n・0肋／∫ノ叩P／血／∫   

月c（フ〃JJ〟〝7カαん〟∫α〃e〃∫e   

∫α〟∬〟作α〃旋oe乃j鹿var．∫e∬ゆ′α   

Gerα〃ねJ∽γe∫Oe〃∫e Var．〃曙pO〃わ〟∽  

Begleiter：  

no由verec〟〃dαVar．ノ訪rJ伽α  

∫αズ汐αgαル∫CαVar・ん絃〟∂〟んg  

u．a．  

Orte調査地：Lfd．Nr．1：Fujimi－Pass，Myoko－Gebirge妙高山塊富士見峠下，2：BergJodo－San u・Tanbo－  

daira，Tateyarna立山浄土山，タンボ平，3：Berg Yarigatake，Hakuba，Berg Hiuchi，Myoko－Gebirge 白馬  

村錯ヶ岳，妙高山塊火打山．  

Lfd．Nr．1：Matsui松井1982，2：Miyawakiu．Fuji一  

中村（宮脇編著）1985．  

イワオウギ一夕イツリオウギ群集の類縁の植生に  

飛騨山系白馬周辺から組成の貧化したアシボソスゲ  

ーイワオウギ群集が報告されている（大場1974）。  

（18）ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集  

Glycerio alnastereti－Athyrietum  

alpestris Ohba1974（Tab．9）  

l．構  造  

オクヤマワラビを標徴種とする。高常在度種には   

アラシグサ，ミヤマドジョウツナギ，ウラジロタデ，  

タカネスイバ，カラクサイノデがある。  

ii．生育地   

Nachweis d．Vegetationsaunlahmen既発表資料名：  

Wara宮脇・藤原1976，3：Nakamurain Miyawaki   

ではイワオウギ，タカネコウリンカ，キンロバイ，  

ミヤマハルガヤをど東アジア分布，キタダケヨモギ，  

ミヤマシオガマをどの北アジア分布，キタダケイチ  

ゴツナギ，ハゴロモグサ，タカネシオガマをど周北  

極分布がある。このことは単に氷河期を通じてサハ  

リン，北海道を往来したBoreal帯，Arctic帯の植物  

群が温暖を現在にいたる過程で，亜高山帯以上にと  

り残されていっただけでをく，朝鮮半島から侵入し  

た種群，洪積世以前から中部山岳に定着していた種  

群の複合的を影響を受けて成立した植物群落と推察  

される。  
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すく，水分供給の多くを依存している。   

シコクフウローショウジョウスゲ群集イワカガミ  

亜群集は石鎚山山頂部の岩棚上に小植分を形成して  

いる。ウシノケグサ亜群集は石鎚山系に広く分布し  

ている。コメススキ亜群集は剣山系に分布し，緩斜  

面に多い。  

iii．遷移ほか   

シコクフウローショウジョウスゲ群集は風衝の弱  

まる立地で，タカネオトギリーコメッツジ群集，ク  

マイザサ群落に隣接している。したがって群落の境  

界は風衝の強弱によって動的に保たれていると考え  

られる。シコクフウローショウジョウスゲ群集はま  

た，代償植生も形成している。剣山頂では踏庄下に  

コメススキ亜群集ヒメスゲ変群集を分化させている  

（奥田1982）。  

i〉．分布・地理   

シコクフウローショウジョウスゲ群集はシナノキ  

ンバイーミヤマキンポウゲ群団の南限域とをる四国  

に分布している。   

氷河期に住来したシナノキンバイーミヤマキンポ  

ウゲ群団の植生が，温暖化に伴って島喚化した四国  

に隔離されたため，群団標徴種の貧化をまねき，ま  

た，シコクイチゲ，イシヅチコウボウなど種および  

種内分化をおこした種を伴うのを特徴としている。  

（20）シコクギボウシーウバタケニンジン群集   

Hosto shikokianae－Angelicetum   

ubatakensis Okuda in Miyawaki 1982 

（Tab．8付表）  

l．構  造   

ウバタケニンジン ，シコクギボウシ，シラヒゲソ  

ウ，ナヨナヨコゴメグサ，オトメシャジン，コウス  

ユキソウ，ウシノケグサ，コメッツジ，リンドウ，  

ナガバシュロソウ，シライトソウで標徴・区分され  

る広葉草原がまとめられている。優占種にはショウ  

ジョウスゲ，コイワカンスゲ，タカネマツムシソウ  

をどがある。平均出現種数は17種を数える。  

Il．生育地   

愛媛県東赤石岳の山頂付近は超塩基性の撒優岩が  

広く露出し，草原状の高山景観を呈している。シコ  

クギボウシーウバタケニンジン群集はこの山頂部に  

のみ分布している。山頂域は午後の雲霧の発生頻度  

が高い。 土壌は撒榎岩の風化した崩壊性のある小，  

細礫をまじえる。草原中にはいたるところに棟榎岩  

の露出があり，岩隙に発達するイヨノミツバイワガ  

サ群集（山中1958）が隣接している。  

iii．遷移ほか   

踏庄による退行相では組成の貧化したグラミノイ   

日本海側多雪地に分布し，海抜1，980～2，690mで  

植生調査資料が得られている。生育地は礫の多い雪  

田底で，融雪期には多潤とをる。多くの植分は群落  

高ほどの岩に囲まれている。そのために融雪期の雪  

害から保護された，あるいは岩の熱伝導により早く  

融雪する状態にある。隣接群落にはアオノツガザク  

ラージムカデクラスの低茎を群落がカーペット状に  

広がりをみせている。  

iii．遷移ほか  

，生育地が雪田底にあり，上方からの土砂流入をど  

が起こらをいかぎり，持続性の高い群落を形成して  

いる。  

i〉．分布・地理   

オクヤマワラビの優占植分は周北極地域に広く分  

布し，同じようを環境下に成立している（大場1974）。  

氷河期にカムチャツカ，サハリン ，北海道を伝って  

南下し，温暖化に伴って雪田の生じやすい日本海側  

に分布をずらせたと考えられる。  

（19）シコタフウローショウジョウスゲ群集  

Geranio shikokiani－Caricetum   

blepharicarpae Okudain Miyawaki   

1982（Tab．7付表）  

l．構  造   

タカネオトギリ，シコクフウロ，トゲアザミ，オ  

カスズメノヒエ，フモトスミレを標徴種・区分種と  

する広葉草原がまとめられる。優占種はタカネオト  

ギリ，シコクイチゲ，ショウジョウスゲ，クマイザ  

サ，高常在度種にはタカネオトギリ，ショウジョウ  

スゲ，コガネギク，マイゾルソウ，リンドウ，ホソ  

バシュロソウ，ニガナ，フモトスミレをどがある。  

平均出現種数は18種を数える。   

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団の種はイ  

ブキトラノオだけで，他にキバナノコマノツメ，マ  

イゾルソウ，バイケイソウ，コガネギク，イワカガ  

ミをどが共通している。   

シコクフウローショウジョウスゲ群集はイワカガ  

ミ亜群集，ウシノケグサ亜群集，コメススキ亜群集に  

下位区分されている。  

Il．生育地   

海抜1，600～1，950mのブナクラス域上部からコケ  

モモートウヒクラス域で植生調査資料が得られてい  

る。生育地は太平洋からの風衝の卓越する南西から  

東斜面稜線部に偏在，あるいは広がる傾向がある。   

中部山岳の広葉草原が積雪による影響を強く受け  

ているのに対し，シコクフウローショウジョウスゲ  

群集は風衝，とくに台風時の強風と大雨による環境  

規制を受けている。また，稜線部は雲霧がかかりや  
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ド散生草原とをり裸地化する。   

ル．分布・地理   

東赤石岳に分布の限られるシコクギボウシーウバ  

タケニンジン群集は，同じ蛇紋岩地である飛騨山系  

八方尾根周辺のカライトソウーオオヒゲガリヤス群  

集に近い組成を示している。両群集にはタカネマツ  

ムシソウ，キバナノコマノツメ，ユキワリソウ，シ  

ョウジョウスゲ，ネバリノギラン，コメガヤという  

共通種，ウバタケニンジン，シコクギボウシ，ナヨ  

ナヨコゴメグサ，コウスユキソウ，オトメシャジン  

に対してイワテトウキ，ナメルギボウシ，ミヤマコ  

ゴメグサ，ミネウスユキソウ，ハクサンシャジンと  

いう対応した種がある。  

5）ノガリヤス属草原  

CalamagrostLg－Hochgrasnuren   

亜高山帯のオオシラピソ群団域，ミドリユキザ  

サーダケカンバ群団域に形成される二次草原はサ  

サ草原を除いて，シナノキンバイーミヤマキンポウ  

ゲオーダーの広葉草原で占められている。しかしコ  

ケモモーハイマツ群団域では多巡性草原にかわって  

ノガリヤス属の優占するイネ科草原が二次草原を形  

成する。主を優占種にはイワノガリヤス，タカネノ  

ガリヤス，ヒナガリヤス，ヒゲノガリヤスがある。   

ノガリヤス属優占草原は組成が貧弱で，平均出現  

種数も10種に満たをい。高常在度種はコガネギクだ  

けで，他にコメススキ，マイゾルソウ，ハクサンボ  

ウフウが比較的よく出現している。標徴種の常在度  

が低いが体系上，シナノキンバイーミヤマキンポウ  

ゲ群団にまとめられた。  

（21）コガネギクーイワノガリヤス群落   

JわガdαgOγ痩α〟reαVar・おわcα甲α－Cαね∽αgrα－   

tishlngSdo7ガii－Gesellschaft（Tab・10付表）  

l．構  造   

優占するイワノガリヤス1種で区分される。コガネ  

ギク，タカネノガリヤス，ミヤマゼンコ，ヤナギラ  

ンをどを伴生している。  

Il．生育地   

ノガリヤス草原の中ではもっとも多潤地に出現し  

ている。  

iii．遷移ほか   

自然崩壊の裸地上に成立するほか，登山道沿いに  

代償植生を形成する。  

i〉．分布・地理   

中部山岳のほかにも紀伊の大峰山系，四国の剣山  

系に分布している。  

（22）コメススキータカネノガリヤス群落   

β郎Cゐα叩7αノおズ〟αかCα血∽αgrO∫ぬ   

sachaHnensis｛iese11schaft（Tab．10付表）  

l．構  造   

優占するタカネノガリヤス1種で区分される。コガ  

ネギク，コメススキの常在度が高く，ハクサンボウ  

フウ，マイゾルソウをども出現している。  

Il．生育地   

風衝が強く乾燥しやすい向陽地に叢生した植分を  

形成する。タカネノガリヤスはダケカンバ林の林床  

に優占することも多く，太平洋側寡雪地に発達する  

タカネノガリヤスーダケカンバ群集の形態的特性と  

をっている。  

（23）ヒナガリヤス群落   

Calamagrost由deschampsioides－Gesellschaft   

（Tab．10付表）  

l．構  造   

優占するヒナガリヤス1種で区分される。平均出現  

種数は6種で，イワスゲ，ミヤマキンバイ，イワッメ  

クサをどコマクサーイワッメクサクラスの種を伴っ  

ている。  

ii．生育地   

植生調査資料はハイマツ林の退行した登山道沿い，  

海抜2，440mから得られている。生育地は亜高山帯上  

部の崩礫の移動しやすい乾燥した風衝地が多い。  

iii．分布・地理   

ヒナガリヤス群落の分布は中部地方から東北地方  

に及んでいる。   

C．ノイパラクラス   

Rosetea multiflorae Ohba，Miyawaki  

et Tx．1973   

ノイバラクラスは亜熱帯から亜高山帯まで広範囲  

を分布域を有している。コケモモートウヒクラス域  

に成立するノイバラクラスの植生はブナクラス域以  

下に特徴的をブドウ科，マタタビ科，ニシキギ科  

をどのつる植物を構成種に擁していをい。主を構  

成種はバラ科のキイチゴ属とユキノシタ科のスグ  

リ属からをり，中部以北に類縁種の増加する北方系  

の種群が多い。   

中部山岳以西ではクマイチゴ，ニワトコがノイバ  

ラクラスの標徴種とされる。  

6）オーダーは未決定，コマガタケスグリーミ  

ヤマモミジイチゴ群団  

Ribo－Rubion pseudo－aCeriall・nOV・   

中部山岳以西の亜高山帯に分布しているノイバラ  

クラスの植生にはブナクラス域のミヤママタタピー  

ヤマブドウ群団の標徽種が欠けており，形態上もつ  

る状とをらをい。対照的にミヤマモミジイチゴ，  

シナノキイチゴ，トガスグリ，コマガタケスグリを   
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Tab．11林緑群落 Mantelgesellschaften   

l：Rubuspseudo－aCer－Gese11schaft  ミヤマモミジイチゴ群落  

2：Rubo marmorato－Ribetum sachalinensisシナノキイチゴートガスグリ群集  

群落記号  Spalte   

Lfd．Nr∴  通し番号  

H6heu．Meer（m）：  海抜高度  

Zahld．Auh．：  調査区数  

Mittlere Artenzahl：  平均出現棟数  

群落区分種   

ミヤマモミジイチゴ  

群集標徴種・区分櫛   

シナノキイチゴ   

トガスグリ   

ミヤマウラジロイチゴ  

上級単位の種   

ナかバモミジイチゴ   

ハスノハイチゴ   

∫   

クマイチゴ  

随伴種   

ナナカマド   

ミヤマワラビ   

シラネワラビ   

コミヤマカタバミ   

コかネギク   

ダケカンバ   

オかラバナ   

ノリウツギ   

シラビソ   

ゴゼンタチバナ   

コヨウラクツツジ   

マイゾルソウ   

ウスノキ   

ヒメタケシマラン   

オオシラピソ   

コガネイチゴ   

ブヨウイナゴ  

以下 略  

Trennart d．Gesellsch．   

尺〟占〟∫卵e〟do－αCe′  

Kenn－u．Trennarten d．Ass．：   

3（1－5） 2（4－5）  

Ⅳ（＋－5）Ⅳ（4－5）2（2－5）  

ⅠⅠ（＋－3）ⅠⅠ（ト2）・  

・ ⅠⅠⅠ（卜4）・  

尺〟占〟∫γα占e江川αr∽Orα如   

月∫占e∫∫αCカα〟〃e〃∫e   

月〟∂〟∫γα占e∫  

Arten d．h6heren Einheiten：   

●
 
 
ほ
 
 

l
 
 
 

月〟∂〟∫クαん刀αr〟∫   

尺〟∂〟∫βe／Jα加   

∫α∽占〟ぐ〟∫∫お占0／d∫α〃αVar．∽∫q〟e〟   

尺〟∂〟∫C′αrα錯節肋∫  

Begleiter：   

∫or占〟∫CO肌用玩Jα   

タカ曙叩Jerねぐ0〃〃eぐJ抽   

βγ甲Je′由α〟∫J′由cα   

0ズα肋αCeわ∫e〃α   

∫0揖αgO V′なα〟作αVar・ね加α岬α   

βビJ〟／αe′／抑〃摘   

」cer〟ん〟r〟〃d〟e〃∫e   

均′かα〃geαクα扇c〟加α   

月占お∫γe如鋸J   

Cor〃〟∫Cα〃αde〃∫由   

肋〃Z如才αβe〃Jα〝かα   

〟α′α〃r舶用〟椚d∫／αrαJ〟用   

ト′〟rぐf／汀仙朋／JJrJ〟／〃   

∫け甲J叩〟∫∫け甲J叩0んね∫   

」∂お∫〝7αr∫e∫J′   

尺〟占〟∫クe血J〟∫   

尺〟占〟∫抜e〃Oe〃∫ね  

u． a．  

●
 
 
 
 
 
●
 
 
 
 
 
●
 
 

3
 
 
 
2
 
 

（
 
 
（
 
 
 

●
 
l
 
l
 
 

十  

l
 
l
 
 

（
 
 
 
（
 
 

●
 
 
 
●
 
 

l
 
l
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
（
 
 

Ⅰ
 
 

●
 
 
 
 
 
●
 
 
 
 
 
●
 
 
 
 
 
●
 
 

1（十） ・ ⅠⅠ（＋－3）Ⅰ（十） ・  

・  1（＋） Ⅲ（＋） Ⅳ（＋） Ⅰ（1）  

・  1（＋）ⅠⅠⅠ（＋－1）ⅠⅠ（＋） ・  

・  2（＋）ⅠⅠⅠ（＋）ⅠⅠⅠ（十） ・  

・  1（＋）ⅠⅠ（＋一1）ⅠⅠ（＋） ・  

・   ・ ⅠⅠⅠ（十一2）∫Ⅳ（＋－1）  l
）
 
吊
 
〓
 
 
（
 
 
 
 
（
 
 
 
 
（
 
 

2
 
1
 
1
 
 

・ ⅠⅠ（＋－1）Ⅰ（十）  ●
 
 
 
 
（
 
 

l
 
 ＋  

●  
ⅠⅠ（＋一1）ⅠⅠ（＋）  

・   ・ ⅠⅠⅠ（＋－1）Ⅳ（＋一1）・  

・  1（＋） ・ ⅠⅠⅠ（＋） ・  

・   ・  Ⅳ（＋－2）Ⅳ（＋一1）・  

・   ・ ⅠⅠ（十） Ⅰ（＋） ・  

・   ・ ⅠⅠⅠ（ト1）ⅠⅠⅠ（＋一2）・  

・   ・ ⅠⅠⅠ（十一1）Ⅰ（＋） ・  

・   ・ ⅠⅠ（＋一1）Ⅰ（2） ・  

・   ・ ⅠⅠ（2－5）Ⅰ（＋） ・  

Orte調査地：Lfd．Nr．1：Ohmine－Gebirgein Kii紀伊の大峰山系，2：Chichibu－Gebirge秩父山塊，3：Pr哀fl  

Yamanashi山梨県，4：BergOntakeim Hida－Gebirge，BergNakayama，Berg Maruyama，Berg Kitayokodake  

imYatsugatake－Gebirge，BergKitadakeimAkaishi－Gebirge飛騨山系御岳，八ヶ岳山塊中山・丸山・北棟岳，  

赤石山系北岳，5：Fluss Karasugawaim Hida－Gebirge飛騨山系鳥川流域．  

Nachweisd．Vegetationsaunlahmen 既発表資料名：Lfd．Nr．1：NakamurainMiyawaki中村（宮脇編著）1984・  

2：OriginalvonMurakami村上原調査資料，3：Miyawakietal・宮脇ほか1977，5：Ohbau・Hashido大場・  

橋i度1982．   
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ど半低木類で構成されている。これらの植物群落に  

はキイチゴ属，スグリ属の種が特徴的でミヤマモミ  

ジイチゴ，ミヤマウラジロイチゴ，コマガタケスグ  

リを標徽種にコマガタケスグリーミヤマモミジイチ  

ゴ群団をみとめることにした。  

（24）シナノキイチゴートガスグリ群集  

Rubo marmorato－Ribetum sachali＿   
nensis Miyawakiet al．1977（Tab．11）   

l．構  造   

シナノキイチゴ，ミヤマウラジロイチゴ，トガス  

グリを標徴種・区分種にまとめられる。シナノキイ  

チゴ，ミヤマウラジロイチゴの優占する半低木林で  

ある。   

草本層の高常在度種にはミヤマワラビ，ゴゼンタ  

チバナ，マイゾルソウ，ハリブキをど針葉樹林の林  

床植物が多い。  

Il．生育地   

植生調査資料は海抜2，000～2，455mのオオシラピ  

ソ群団域で得られている。生育地はシラビソ，オオ  

シラピソ林の破壊された疎開地，伐採地が多く，団  

塊状に成立している。   

…．遷移ほか   

典型的を先馬酎生植物群落である。針葉樹林の回状  

枯れによって疎開した立地に侵入し，森林の再生と  

ともに消失する。疎開地への侵入は小鳥をど小動物  

の摂食による種子散布で行をわれる。  

i〉．分布・地理   

中部山岳に分化した植生で，分布は北海道に到達  

していをい。オオシラピソ群団の群落環の初期に出  

現し，同群団と同じようを地理的分布をしている。   

ミヤマウラジロイチゴの変種とされるイシヅチキ  

イチゴは，四国の石鎚山の山頂付近でシラピソ群集  

域の先駆植生とをるイシヅチキイチゴ群落を構成し  

ている（鈴木邦1982）。  

（25）ミヤマモミジイチゴ群落   

Rubuspseudo－aCerrGesellschaf［（Tab．11）   

l．構  造   

優占するミヤマモミジイチゴ1種を区分種とする。  

伴生種にはカニコウモリ，ヤマアジサイ，クロゾル，  

ハスノハイチゴをどがある。  

ii．生育地，遷移ほか   

針葉樹林の風倒木地，伐採跡地に先駆的に成立す  

る陽地生半低木群落である。シナノキイチゴートガ  

スグリ群集に比較して，日射に対する要求度が少を  

く，半陰とをる適潤を林縁部に帯状に発達している。  

iii．分布・地理   

分布は四国，紀伊半島から本州を太平洋側に関東  

地方秩父山塊に及んでいる。   

d．コメッツジーハコネコメッツジクラス  

Rhododendretea tschonoskii－tSuSio－  
Phylli Ohba 1973 

5・ コメッツジーハコネコメッツジオーダー  

Rhododendretalia tschonoskii－  

tsusiophylliOhba1973  

7）ツガザタラ群団  

Phyllodocion nlppOnicae  

Miyawakiet al・1968   

風衝が厳しく，山頂現象をきたした森林限界上部，  

張り出した岩角地によく矯性化したツツジ科低木が  

群落を形成している。その中でコメッツジ類は，ブ  

ナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域に嬢  

性風衝低木林を形成し，コメッツジーハコネコメッ  

ツジグラスにまとめられている。   

日本ではコメッツジーハコネコメッツジオーダー  

のもとに，フォツサ・マグナ地域のブナクラス域に  

分布しているハコネコメッツジ群団と各地のブナク  

ラス域上部からコケモモートウヒクラス域に分布し  

ているツガザクラ群団が区分されている（大場19  

73a）。  

（26）コメッツジーツガザタラ群集   

Rhododendro tschonoskii－Phyllodo－   
ceturn nlpPOnicae Miyawakiet al・1968   
corr．ohba1973（Tab．12付表）  飼  

l．構  造   

コメッツジ， ショウジョウスゲ，コガネギクが標  

徴種・区分種に，アカモノ，イワオトギリ，ツガザク  

ラが地域的区分種とされた。   

常在度の高い種にはヒメイワカガミ，ショウジョウ  

スゲ，タカネニガナ，コメススキがある。  

Il．生育地   

植生調査資料は海抜1，560～1，860mで得られてい  

る（宮脇ほか1968）。生育地は集塊岩からをる岩壁が  

多い。  

iii．分布・地理   

四国のタカネオトギリーコメッツジ群集と地域群  

集の関係にある。本来，ブナクラス域に分布の中心  

をおいていたコメッツジ低木林が亜高山帯に分布域  

を広げ，亜高山性の種を構成種にもつにいたったと  

推察される。  

（27）チョウジコメッツジ群集   

Rhododendretum tschonoskii   

tetramerum ohba1973（Tab．12付表）  

l．構  造   

チョウジコメッツジ， ヒメイワカガミ，コメバツ   
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典型亜群集ではクマイザサ群落，イブキザサ群落  

との競合があり，生育域は風衝と土壌深度により規  

制されている。破壊によってタカネオトギリーコメ  

ッツジ群集が退行すると，林床にあたったササ類が  

密生した持続群落を形成する。   

ル．分布・地理   

本州中部山岳のコメッツジーツガザクラ群集と四  

国のタカネオトギリーコメッツジ群集は組成的に未  

分化を地域群集の関係にある。四国の島峡化によっ  

て地域性が生じたと考えられる。   

四国では太平洋からの強い季節風を受けて，高海  
抜地の山頂部が森林限界によって草原化する現象が  

みられる。このことはタカネオトギリーコメッツジ  

群集および隣接する風衝草原に広域的を生育地を提  

供する結果とをった。   

e．エイランタイーミネズオウクラス  

Cetrario－Loiseleurietea Suz．－Tok．et  

Umezu1964   

Arctic帯と高山帯に指標的な植生である。コメバ  

ツガザクラ属；」′C紛わα，イワヒゲ属；Cα∬g叩e，ツガ  

ザクラ属；タカγ肋（わce，ウラシマツツジ属；」rcわ〃∫，  

ミネズオウ属；上0ぉお〟rgα，スノキ属；l匂cc如才〟∽，ガ  

ンコウラン属；ど〝岬err〟∽をど矯性ツツジ科，さらに  

ヤナギ科，イワウメ科をどで構成されている。コケ  

類の常在度も高く，とくに月αCO∽か7〟∽，Cわ（わ〃fα，  

CeJ′α′れ 乃α∽〃0〟αをどで構成されたコケ類植物  

群落が群落環の一端をにをっている。   

中部山岳以西ではガンコウラン，ミネズオウ，コ  

ケ類の乃α椚〃0〟αγe′∽わ〟わ′ね，（セJrα′JαeJ☆eわー  

用椚をどがエイランタイーミネズオウクラスの標徴  

種・区分種として認められた。   

6． コメバツガザタラオーダー  

Arctericetalia Suz．－Tok．et Umezu1964  

8）コメバツガザクラ群団  

Arctericion Suz．－Tok．et Umezu1965   

コメバツガザクラオーダーは本州中部山岳でまと  

められている（鈴木・梅津1965）。しかし，大陸との  

組成的を比較が進んでおらず，標徴種および分布域  

に不明を点も多い。ヨーロッパではEmpetreta－  

1ia hermaphroditiSchubert1960，Loise－  

1eurietalia Wendelb．1962が報告されている。日  

本と比較して組成的を共通性が高く，同じオーダー  

にまとめられる可能性もある。   

コメバツガザクラ群団はコメバツガザクラ，イワ  

ヒゲ，イワウメを標徴種とする。分布は本州，北海  

道のほかに，サハリン，千島，カムチャッカ，アラ  

スカ西部にも及ぶと推定される。   

ガザクラにより標徴・区分されている。タカネニガ  

ナ，タカネノガリヤス，コメススキをどを伴生し，  

群落高が30cmを越えることは少をい。   

Il．生育地   

本州中部山岳を中心に，ブナクラス域上部からコ  

ケモモートウヒクラス域に成立し，植生調査資料は  

海抜1，350～2，735m（大場1973a，宮脇ほか1977，原  

調査資料）で得られている。生育地は日当たりが良  

く，乾燥しやすい南向きの岩角地に集中している。  

♀0～700の一般に400以上の急斜面である。   

Ili．遷移ほか   

植分が部分的を破壊を受けると，耐乾性のあるコ  

ケ類，コメススキ，ウシノケグサからをる退行遷移  

が進む。また，崩礫による全壊を受けた立地では，  

コメススキーイワッメクサ群集の侵入が認められる。  

i〉．分布・地理   

標徽種のチョウジコメッツジはコメッツジより分  

化し，耐寒性を獲得して高海抜地に生育域をもつよ  

うにをった種である。  

（28）タカネオトギリーコメッツジ群集   

Hyperico sikokumontani－Rhododen－  
dretum tschonoskii Ohba 1973 

（Tab．12付表）   

l．構  造   

コメッツジ， ショウジョウスゲ，コガネギクを標  

徴種・区分種，シコクフウロ，タカネオトギリ，ミ  

ヤマトウヒレン，サナギスゲを地域的区分種として  

いる。   

タカネオトギリーコメッツジ群集はコメススキ亜  

群集，ホソバシュロソウ亜群集，典型亜群集に下位  

区分されている。  

Il．生育地   

山頂現象をきたし，土壌堆積の少をい稜線部岩角  

地，風衝の強い南斜面に偏在して生育している。   

タカネオトギリーコメッツジ群集コメススキ亜群  

集は，剣山系に分布し，草乞燥しやすい岩棚上に発達  

している。ホソバシュロソウ亜群集は石鎚山系に分  

布し，シラピソ群集域をつきぬけた山頂部岩角地に  

発達している。典型亜群集は，クマイザサ，イブキ  

ザサを伴うことが多く，亜群集の中ではもっとも土  

壌化の進んだ立地を指標している。  

iii．遷移ほか   

タカネオトギリーコメッツジ群集は亜群集により  

異をる遷移段階がみられる。コメススキ亜群集，ホソ  

バシュロソウ亜群集は，退行が進むとコメススキ，ミ  

ヤマヌカボ，ウシノケグサが侵入し，ブラミノイド  

植物，コケ類の優占植分が形成される。  
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Tab．13 高山矯性低木群落 Alpine Zwergstrauchgesellschaften  

コメバツガザクラーミネズオウ群集  

ウラシマツツジークロマメノキ群集  
1：Arcterico－Loiseleurietum procumbentis  
2：ArctooJaPOnici－Vaccinietum uliglnOSi  

群落記号  Spalte  

L柑．Nr．：  通し番号  

H6he u．Meer（m）：  海抜高度  

Zahld．Auh．：  調査区数  

Mittlere Artenzahl：  平均出現種数  

1  2  

2540  2630  

3000  3080  

38  17  

14  12  

群集標徴種   

クロマメノキ   

ウラシマツツジ  

上級単位の種   

ミネズオウ   

コメバツガザクラ   

ガンコウラン   

イワウメ   

イワヒゲ  

随伴種   

ハナゴケ   

ムシゴケ   

マキバエイランタイ   

ミヤマハナゴケ   

コケモモ   

シモフリゴケ   

エイランタイ   

コイワカガミ   

ハイマツ   

ホソハナゴケ   

ナギナタゴケ   

キバナシャクナゲ   

ミヤマダイコンソウ   

トウヤクリンドウ   

ヒメスゲ   

ミヤマキンパイ   

ンフ不ニンジン   

イワスゲ   

ナシマゼキショウ   

コメススキ  

以下 略  

Kennarten d．Ass．：  

Ⅴ（2－5）  

Ⅴ（＋－3）  

＋（1－2）  

Ⅰ（＋－3）  

I旬“血血／〃JJ晦血0∫M〃  

」′Cわ〟り叩0乃わ〟∫  

Arten d．h6heren Einheien：   

Ⅴ（1－4） Ⅲ（1－3）  

Ⅳ（＋－4） Ⅲ（＋－2）  

Ⅴ（＋一5） Ⅱ（1－3）  

Ⅲ（＋－3） Ⅲ（ト3）  

Ⅰ（＋－1）Ⅰ（＋）  

Ⅲ（＋－3） Ⅳ（ト3）  

Ⅲ（＋－1） Ⅴ（＋－1）  

Ⅳ（＋－2） Ⅲ（＋－2）  

Ⅳ（＋－2） Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（＋－2） Ⅱ（＋－3）  

Ⅲ（十－4）Ⅰ（1－2）  

Ⅲ（＋－3） Ⅲ（＋－3）  

Ⅲ（＋－2）Ⅰ（＋－1）  

［（＋） Ⅰ（＋）  

［（＋－1） ＋（1）  

Ⅱ（＋－1） ＋（1）  

Ⅱ（＋－1） ＋（＋）  

Ⅰ（＋－2） Ⅲ（＋一2）  

Ⅰ（＋－1） ［（＋一1）  

Ⅰ（＋－1） ＋（＋）  

＋（＋）  Ⅱ（＋－3）  

Ⅰ（＋） Ⅰ（＋－1）  

Ⅱ（＋－2）Ⅰ（＋）  

r（十） Ⅰ（＋一1）  

Ⅱ（＋－1）  

⊥0加励J／血pJ・0ぐ〟／J加椚   

」rcre′わα 〃α乃α   

g／叩ビ什M〃J痩／■〟〃＝′ar・ノ叩0′J′ぐ〟／〃   

βJαpe〃∫fα物0〃わαVar・0占0γαJα   

C（才∬わクe少c叩Odわ～d郎  

Begleiter：  

Ckゐ〃わrα〃g昨′加α  

7Ⅵα∽〃0〟α Ve〃耶わ〟血r由  

CとJ′αrgα e′Jceわr〟〝7  

Cわdo〃fα∫Je肋J恵  

拍ccわ1ね刑仁政鹿一掃αeαVar．∽′〃〟∫  

凡批判血相お肌ム即叫が那肌用  

Ce〃■αrわねわ乃成c（7Var．0′お〃′αぬ  

朗脚血＝血ゐ胱此祓錯仁α帥如  

月〃〟∫p〟∽肋  

Cわ（わ〃′αJe〃〟拘′∽由  

C放ね兢＝砲座那  

尺力0〟odピタ！d／・0／J（‖／rビ〟／〃  

α〟∽C（Z／才力αゆ肋椚Var・〃如0〃gC乙′∽  

Ge〃血〃α αな′dα  

Cα作ズ0り′α〃かα  

PoJe〃J肋∽α蕗〟椚〟′αe  

乃〟〃如＝函／～ビ／J∫ね  

Cαreズ∫Je乃α〃才力α  

7りお城αCOCC加α  

β錯C力α∽ク血ノおズ〟0∫α  

u．a．  

Berg Yokodoshidake im Berg Ontake，Berg Chogatake u・  Orte調査地：Lfd．Nr．1：Berg Norikuradake，  

Hida－Gebirge飛騨山系乗鞍岳・御岳・蝶ヶ岳・  

Gebirge秩父山塊金峰山，Berg Yokodakeim  

横通岳，Berg Hakusan白山，BergKimpusanimChichibu－  

Yatsugatake－Gebirge八ヶ岳山塊横岳，2：BergJonendake，  

BergChogatake，BergTengudake，Happo－OneimHida－Gebirge，飛騨山系常念岳・蝶ヶ岳・天狗岳・八方尾  

根，Senjojikiu．Berg Komagatakeim Kiso－Gebirge木曽山系千畳敷・駒ヶ岳，Berg Akaishidake，Berg  

Kitadake u．Maehijiridakeim Akaishi－Gebirge赤石山系赤石岳・北岳・前聖岳，BergNakayamaim Ya－  

tsugatake－Gebirge 八ヶ岳山塊中山．  

Nachweis d．Vegetationsauhahmen 既発表資料名：Lfd．Nrl：z．T．Miyawaki，Ohba u・Okuda 一部宮  

脇・大場・奥田1969．   
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ザクラーミネズオウ群集とは相観を異にする。とく  

に秋季はウラシマツツジの紅葉がきわだち，遠望よ  

り植分の確認が可能である。高常在度種にはコメバ  

ツガザクラ，ミネズオウ，ミヤマキンバイ，ミヤ  

マダイコンソウ，トウヤクリンドウがある。コケ層  

の発達もよく，CとどrαJ血erわeわr〟椚，C加ゎ乃dわα  

var．0′お〃Jα助 川α椚〃0肋ver／刀わ〟血／尭 r ∫〟ゐ〟〟－  

βr∽由，Ck（わ〃由rα〃g昨〟〃α，Cヱ∫′e勉め（ヱ  

ね〃〟陶〝乃由をどの地衣類，βわrα〃〟椚∫e材b肋∽，  

尺αCO∽fJ血∽わ〝〟g玩α〟∽，風力eferα－Jわカ〟∽Var・  

∫〟（ねfわ〟∽をどの辞類が出現している。  

Il．生育地   

植生調査資料は赤石山系，木曽山系，飛騨山系南  

部，主に太平洋側の海抜2，600～3，030mで得られて  

いる。多くの植分はハイマツ林より上部に分布してい  

る。例外的に飛騨山脈八方尾根の蛇紋岩地では，海  

抜2，300m台にも植分が出現している。   

ウラシマツツジーグロマメノキ群集は傾斜が300  

以下の日当たりの良い斜面を指標する。コメバツガ  

ザクラーミネズオウ群集に比較して，乾燥の厳しい  

礫状地に生育している。  

iii．遷移ほか   

植分内の小面積枯死による空間にコケ類が侵入し，  

局部的を退行相が形成される。しかし，破壊による  

基盤の露出が進み，礫の移動が激しくをると，ミヤ  

マヌカボ，コメススキ，ミヤマウシノケグサ，イワ  

スゲをどグラミノイド植物の多いコマクサーイワッ  

メクサクラス先駆植生が形成される。  

i〉．分布・地理   

氷河期を通じて千島，サハリンから南下してきた  

植生のひとつと推察される。今日では山頂現象を呈  

する高山稜線上に土地的を氷河期遺存植物群落とし  

て分布している。   

周北極地域高山帯に相当するノルウェー，オスロ  

近郊の石英質花崗岩山地で行をった植生調査資料を  

示してある（Tab．14）。種の段階で55％の共通性が  

あり，ウラシマツツジークロマメノキ群集の周北極  

地域から受ける植物相的を影響の強さが理解できる。  

北部ヨーロッパには他にも，Diapensio－Loise－  

1eurietum，Vaccinio uliglnOSi－Empetr－  

etum hermaphroditiをど，ウラシマツツジー  

クロマメノキ群集に近い組成の植生が分布している。  

「 アオノツガザタラージムカデクラス  

Phyllodoco－Harimanelletea Knapp  

1954   

アオノツガザクラージムカデクラスはテングルマ，  

ミヤマリンドゥ ，タテヤマキンバイを標徴種に中部   

（29）コメバツガザクラーミネズオウ群集  

Arcterico－Loiseleurietum Ohba ex   

Suz．－Tok．1964（Tab．13）  

l．構  造   

コメバツガザクラ群団の典型部に相当し，群団標  

徴種のコメバツガザクラ，イワヒゲ，イワウメで区  

分される。高常在度種にもガンコウラン，ミネズオ  

ウ，コケモモ，コイワカガミをど常緑植物が多い。  

コケ層は植被率が10～40％を占める。7Ⅵα椚〃0〟α  

Ve〃〃わ〟血′玩 CbJ′αガαe′gCeわr〟椚，C由わ〃dわαVar．  

OJお〃Jα駄C肋ゐ〃gα′α〃g昨ガ〃α，Cエ∫Je勉励Cヱ  

闘ゎ血丸C仁如M拘〝血滝どの地衣類，月αCO椚fト  

励∽如才eJⅧJわカ〟刑Var．∫〟如才わ〟∽，凡β∫Cわ〟ん  

α作Var．ノわ∫Cわ〟血作，凡わ〃〟g～〃ぴ〟椚，Po少J′わカα∫一  

Jr〟∽α¢f〃〟∽，∫c旭J′d山肌αクOCα岬〃∽をどの蘇類  

が出現している。  

Il．生育地   

植生調査資料は海抜2，400～3，000mの上部亜高山  

帯以上で得られている。生育地はコケモモーハイマ  

ツ群集の林縁部や風衝岩角地に限られている。   

コメバツガザクラーミネズオウ群集は構造土上の  

ように，砂礫の移動の激しい立地，極端を低温，風  

衝にみまわれる立地でコマクサーイワッメクサクラ  

ス，カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの植生  

に隣接している。  

iii．遷移はか   

植分の破壊により伴生種のコケ類が著しく植被率  

を高め，退行相；Degenerationsphaseが形成される。  

コケ類の定着が進み，水分の保持効果，砂礫の移動  

がとまると，ガンコウランが最初に侵入しやすい。  

コメバツガザクラーミネズオウ群集の更新は，破壊  

面積が小規模をものに限られる。破壊規模が大きく  

をるとコケ類の定着も容易ではをく，コマクサーイ  

ワッメクサクラスの植生が侵入する。  

i〉．分布・地理   

本州からオホーツク海沿海部に分布するコメバツ  

ガザクラーミネズオウ群集は，他地域のエイランタ  

イーミネズオウクラスの植生に比較して，コメバツ  

ガザクラ属やチシマツガザクラ属をどの組成が豊か  

である。ベーリング海峡による混和な海洋性気候の  

影響が一因として考えられる。  

（30）ウラシマツツジータロマメノキ群集   

Arctoo－Vaccinietum uliglnOSi   

Yamazakiet Nagai1961（Tab・13）  

l．構  造   

ウラシマツツジ， クロマメノキを標徽種とする。  

この2種は優占種とをり，ともに夏緑性でコメバツガ  
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Tab．14Cetrario－LoiseleurietumlO・Sep・1979  ll．生育地   

積雪の多い飛騨山系第1山稜では海抜約2，200mか  

ら，第2山稜では約2，600m以上に出現している。生  

育地は礫質を雪田で，適潤な融雪期を除けば積雪と  

いう水源がをく，夏季から秋季に乾燥にさらされる。   

タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集は年  

間を通じて適潤，腐植土の形成もある。雪田底で，  

イワイチョウーヌマガヤ群集，ミヤマドジョウツナ  

ギーオクヤマワラビ群集に接している。また，著し  

く融雪時期が遅れ，生活期間の短い雪田底ではシメ  

リゴケクラスのコケ類植物群落の形成されるのが知  

られている（大場1982）。亭乞性方向の植生配分は雪田  

周辺型のハクサンボウフウーモミジカラマツ群集か  

らコケモモーハイマツ群集に移行している。  

iji．遷移ほか   

踏庄による裸地にはヒロハコメススキ，コメスス  

キ，ミヤマクロスゲをどグラミノイド植物が叢生し  

た植分を形成している。  

iv．分布・地理   

中部山岳における分布の中ノいま日本海側であるが，  

離れて赤石山系にも植分がみられる。   

8．チングルマオーダー  

Geetalia pentapetaliMiyawakiet al・  

1968  

Synonym：Faurietalia crista－galliOhba  

1973  勤   

10）イワイチョウ群団  

Faurion crista－ga11iSuz・－Tok・1964   

積雪が遅くまで残る雪田で，融雪後も多潤を環境  

におかれる立地を指標する短茎多巡草原である。  

達した泥炭層の形成はみられをい。   

イワイチョウ，イワショウブ，キンコウカ，ハク  

サンコザクラ，ハクサンオオバコ，ヒメウメパテソ  

ウ，タテヤマリンドゥをど主に北米西部沿海部から  

オホーツク海沿海部に分布域をおく種群，類縁種群  

によってオーダーをらびに群団が標徴・区分されて  

いる。  

（32）イワイチョウーヌマガヤ群集   

Faurio－Moliniopsietum・Maeda   

1952（Tab．16）   

i．構  造   

イワイチョウ，ショウジョウスゲ，ヌマガヤ，イ  

ワカガミ，アカモノ，キンコウカ，イワショウブに  

よって標徴・区分されている。   

優占種はイワイチョウで，ショウジョウスゲ，ヌ  

マガヤ，シラネニンジン，ミツパオウレンをどが高  

常在度で出現している。   

Panerogamen：80％，Moos：70％，1m2  

5・4 βef〟わ乃α〃α  

j・4 丘’／叩厨J■M〃毎J・J〃叩か0（打〃〃〃  

2・3 血沈昭仇如拙  

2・3 拍ccわ血∽〟物言〃び〟椚  

1・1エ0如お〟rわp′OC〟∽∂e〃∫  

＋・2 Cα肋〝αγ〟なα／鹿   

＋  拍ccわ7f〟∽祓由一～dαeα   

＋ Cα柁ズゎなeわwf7   

r  拍cc加∫〟∽明）′′J肋ノ∫  

3・4 C正和元α由血肋茄㍑  

＋・2 Cわdo乃fαrα〃g昨′∫乃α  

十・2 C肋（わ〃由α蕗びC〟由   

＋ Cね（わ乃fα椚～J錯   

r C／α（わ乃∫αCOCC昨rα  

山岳以西でまとめられた。   

ェイランタイーミネズオウクラスは太平洋，太西  

洋沿海部の海洋性気候の影響を受ける周北極地域に  

分布域を広げ，シベリアのようを大陸性気候下では  

限られている。雪田に発達するアオノツガザクラー  

ジムカデクラスはその傾向がさらに強く，日本，サ  

ハリン，千島，カムチャッカ，アリューシャン，アラ  

スカ北西部にかけた沿海部多雪地に限られて分布し  

ている（Hult占n1968，大場1982）。日本での分布は  

北海道から東北地方を主に日本海側に，中部地方に  

達している。   

7．ジムカデオーダー  

Harimanelletalia Knapp1954  

9）アオノツガザタラ群団  

Phyllodocion aleuticae Ohba1967   

ジムカデオーダー，アオノツガザクラ群団にはア  

オノツガザクラ，ジムカデ，キンスゲが共通して標  

徽種とされた。   

ジムカデオーダーにはアオノツガザクラ群団がま  

とめられており，少をくとも本州，北海道がその分  

布域に含まれている。  

（31）タカネヤハズハハコーアオノツガザタラ群集   

Anaphalido－Phyllodocetum aleuticae   

Ohba1975（Tab．15）   

アオノツガザクラ，ジムカデ，タテヤマキンバイ  

を標徴種・区分種とする。区分種とされた（大場19  
67，1982）タカネヤハズハハコは本報では適合度  

が低く除外された。   

優占種はアオノツガザクラ，高常在度種にはテン  

グルマ，キンスゲ，コイワカガミ，コメススキ，ハ  

クサンボウフウがある。  
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Tab．15 タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集  

Anaphalido－Phyllodocetum aleuticae  

Lfd．Nr．：  

H6he u．Meer（m）：  

Zahld．Aunl．：  

Mittlere Artenzahl：  

調査区数  

平均出現種数  

群集標徴種   

アオノツガザクラ   

ジムカデ   

タテヤマキンバイ  

上級単位の種   

テンブルマ   

キンスゲ   

イトキンスゲ   

ミヤマリンドゥ   

ハクサンコザクラ   

コツガザクラ   

シナノヒメクワガ、タ   

ヒメクワガ、夕  

随伴種   

コメススキ   

コガネギク   

ミヤマキンバイ   

コイワカガミ   

ンフ不ニンジン   

ガ’ンコウラン   

ミヤマクロスゲ   

ヨツバシオガマ   

ハクサンボウフウ   

ミツパオウレン   

タカネスズメノヒエ   

ミヤマゼンコ   

オンタデ   

シオノオトギリ   

ウサギギク  

以下 略  

Kennarten d．Ass．：   

〃り仙‘／り【・（一（Jんり′Jん・‘′   

〟α′′わ7α〃e〟α∫Je肋rわ〃α   

5詭∂α協αβrOC〟∽∂e〃∫  

Arten d．h6heren Einheiten：   

Ge〟椚クe〃Jαperα血∽   

Cα作ズの′作〃αたα   

Cα′e．方カαんん0（ね〃∫ね   

Ge〃′Jα〃α〃如0〃わα   

Prわ7〟わc乙J乃eゆ〟αVar．カαん〟∫α〃e〃j血   

タカγ肋（わcexαわ′〃α   

拍ro〃fcα〃如0〃fcαVar．∫カわ7α〃0αわ加α   

拍／■0／JJぐ〟両叩0／JJ（－〟  

Begleiter：  

Ⅲ（＋－2）Ⅴ（＋－4）  

Ⅰ（＋） Ⅲ（＋－2）  

［（＋） Ⅲ（＋－2）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅰ（1－2）  

＋（＋－1）  

＋（＋－1）  

＋（＋）  

Ⅴ（＋－2）Ⅳ（＋－3）  

Ⅳ（＋－1）Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（＋－3）Ⅲ（＋－3）  

Ⅲ（＋－3）Ⅲ（＋－4）  

Ⅲ（＋－1）Ⅲ（＋－2）  

Ⅱ（＋－3）Ⅲ（＋－3）  

Ⅰ（＋－1）Ⅲ（＋－3）  

‡（＋－1）Ⅰ（＋）  

＋（＋） Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋） ＋（＋）  

Ⅲ（＋） Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋） r（＋）  

Ⅲ（＋一2）＋（＋）  

Ⅱ（＋－2） r（＋）  

Ⅲ（＋－3）  

伽抑転叩成り肋紬肌  

∫0〟（ねgo v痩α〟reαVar．おわcα甲α  

PoJピ〃ナナ〟〝／〃〟J∫JJ／〃甘〃■αP  

朗or血∫0〟α〃e舷）～血r．αわg〃α  

7Ⅶ〃g由りα〃e〃j雨  

風叩励ね憫／痩勒憫Var．ノαpO乃わ〟椚  

Cαreズノ払voc〟軍由  

Pe（7gc〟由r由cカα∽如0〃由var・ノαク0〃gCα  

PpJJrP〟〟／J〟J〃／〃〟／J汀∫〃〝J〟川  

C如祓＝叫わ如  

上猥〟由0物α〃才力α  

Cぬ毎血抑踊＝捌血お鍋仰  

Po毎0〃〟∽W町′わぁガvar．頑助川  

旦岬erJc乙J∽んα∽わ℃力α抜7〟∽Var．∫e〃α〃e〃∫e  

Jr〃わα〟〝α血∫Ce〃∫ねvar．加カ0〃の毎g  

u．a．  

Orte調査地：Lfd．Nr．1：Berg Ontakeim Hida－Gebirge飛騨山系御岳，2：Berg Norikuradake，Berg Ya－  

rlgatake，Berg Tengudake，Berg Tateyama，Berg Ontake u．Berg Tsubakurodake，Berg Hakusan，Berg  

Kitadakeim Akaishi－Gebirge飛騨山系乗鞍岳・鑓ヶ岳・天狗岳・立山・御岳・燕岳，白山，赤石山系北岳．  

Nachweis d．Vegetationsaufnahmen既発表資料名：Lfd．Nr．1：Haneda，Hirabayashi，Kobayashiu．Wa－  

da羽田・平林・小林・和田1972，2：z・T．Miyawaki，Ohba u．Okuda 一部宮脇・大場・奥田1969．  

】l．生育地  妙高の高谷池，苗場山湿原のようを高層湿原の周縁   

植生調査資料は日本海側多雪地の亜高山帯から得  部にみられる。水分収支の多くを初夏の融雪水にた  

られている。生育地は立山の室堂のようを平坦地，   よっており，この時期に開花，結実をすませる構成  

鑓温泉下のようをダケカンバ林に囲まれた緩斜面，   種が多い。   
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Tab．16 イワイチョウーヌマガヤ群集 Faurio－Moliniopsietum  

Hbhe h．Meer（m）：  海抜高度  

Zahld．Aufn．  調査区数  

Mittlere Artenzahl：  平均出現種数  

0
0
 
 

8
5
 
4
0
 
5
 
1
1
 
 

1
 
 
2
 
 

群集標徽種・区分種   

イワイチョウ   

ショウジョウスゲ   

イワショウプ   

キンコウカ   

ヌマガヤ   

イワカガミ   

アカモノ  

上級単位の種   

チンブルマ   

アオノツガザクラ   

タテヤマリンドゥ  

随伴種   

ミツパオウレン   

シラネニンジン   

モウセンゴケ   

カワズスゲ   

コバノトンボソウ   

コバイケイ   

イトササバゴケ   

ヒゲノガリヤス   

ミヤマツボスミレ   

キダチミズゴケ   

ワタミズゴケ   

ミズバショウ   

ニッコウキスゲ   

ヒロハノコメススキ   

ツガザクラ   

ネバリノギラン   

スギカズラ  

Kenn－ u．Trennarten d．Ass．：   

Ⅴ（3－5）  

Ⅳ（2－3）  

Ⅱ（＋－1）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（1）  

Ⅲ（＋）  

（＋）   

Ⅲ（＋－3）  

Ⅰ（十）  

Ⅰ（＋）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅳ（＋－1）  

Ⅲ（＋）  

Ⅲ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（1）  

Ⅰ（2）  

Ⅱ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

飽〟r7αCr如かgα肪   

Cαreズ占毎）ろαr′cα岬α   

7丸和協αノαpO乃わα   

脇rfろecf〟／乃α∫ね才わ〟〝王   

〟0肋ゆJりαpO乃わα   

∫カorgJα∫0／〟α乃e〟∂～de∫   

Gα〟〟カer7ααde〃0〟zrま方  

Arten d h6heren Einheiten：   

Ge〟∽βe〃JαクefαJ〟∽   

タカγ鮎doceα如才たα   

Ge／7血刀α才力〟〃∂e曙ガvar．∽加or  

Begleiter：  

C如祓＝叫何鮎  

乃肋gfααノα乃e〃j血  

βrのど′α′OJ〟〃dゆ〟α  

Cα′℃ズ0〃1～α〃αVar．∽0〃∠お0山  

地Jα乃′力erα∠㊥〟わんね∫Var．〃如0〃わα  

レセ′αJr〟〝7∫rα用言〃e乙J〝7  

C〟〟わ／即ノ＝J／・〟J〃加ビ…〃  

C（7ね∽αg′0∫めわ〃g如才α  

noねγe作C〟〃dαVar．ノ治rf伽α  

郎カαg〝〟椚CO〝甲αCJ〟椚  

5わぁαgJ川椚fe〃e肋椚  

⊥ガわ肋〟∽Cα∽加カα加〃∫e  

〃e∽er（）C（7侮♂〟〝10rJねr7var．e∫C〟ゐ〃Jα  

β錯C如∽卵∫αCαe軍7ね∫αVar・ノ如才〟Cαゆ鮎  

タカγ肋（わce〝卓押0〃gCα  

」如血βガαJα  

⊥γC叩0成〟∽α乃〃0血〟∽  

Orte調査地：Heissque11eYariu．Berg Tateyamaim Hida－Gebirge飛騨山系鑓温泉・立山，Koyachi－im  

Myoko－Gebirge妙高山塊高谷池，Berg Naeba苗場山．  

Caricirupestris－Kobresietea  

bellardii Ohba 1974 

カラフトイワスゲ，ヒゲハリスゲ，チシマアマナ，  

トウヤクリンドウ，ミヤマコウボウ，ウラジロキン  

バイ，チシマゼキショウ，ハハコヨモギをど周北極  

地域に共通する種を標徴種としている。   

カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの植生は  

広域的にArctic帯，中緯度地方の高山帯に分布して  

いる。日本を始め中緯度地方へは氷河期に拡大，そ  

の後の温暖化に伴い，高山に生育域をせばめていっ   

iii．遷移ほか   

踏庄により裸地化したあとには，カワズスゲ植分，  

エゾホソイ植分をどカヤツリグサ科の二次植生が発  

達しやすい。  

i〉．分布・地理   

類縁の植生にはハクサンコザクラーショウジョウ  

スゲ群集がある（宮脇ほか1968）。高海抜の融雪のさ  

らに遅くをる立地，泥炭形成もみられる立地を指標  

している（Tab．17）。   

g・カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス  
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Tab．17Primulo－Caricetum blepharicarpae ハクサンコザクラーショウジョウスゲ群集  

Aufn．Nr．調査番号：V－405，Datum d．Aufn．調査年月日：12．Aug・’84，Aufn・VOn調査者：Y・Naka－  

mura，K．Kawano，H．Takano，H6he u．Meer海抜高度：2，080m，Gr6sse d・Probeflache  

調査面積：2m2，Exposition u．Neigung方位・傾斜：W50，H6heu・Deckungd・Krautschicht草  

本層の高さ，植被率：30cm，80％，Deckungd・Moosschichtコケ層の枯枝率：60％，Artenzahl出現  

種数：13．  

群集種徴種・区分種   

ハクサンコザクラ  2・3   

イトキンスゲ  2・2  

上級単位の種   

イワイチョウ  3・3   

ミヤマリンドゥ  ＋   

ヒメウメバチソウ 1・2  

その他の種  

4．4  

‖ ＝ ‖   

カワズスゲ  2・3   

シラネニンジン  3・3   

ワタスゲ  さ・4   

モウセンゴケ  ＋・2   

ホソバノキソテドリ 十・2   

ヒロハノコメススキ ＋  

Kenn－ u．Trennarten d．Ass．   

ノウわ川血c〃〃e埴）〟αVar・カαん〟∫α〃e〃血   

Cα作ズカαんノわ（ね〃5血  

Arten d．h6heren Einheiten：   

鞄〟ガαC′如かgα肪   

Ge〃血〃α〃如0〃わα   

靴胴闇血＝ゆ血壷  

Begleter：   

5ゎぁαg椚沼＝押血即吟伝承招   

尺力．l，JJ〟由〟叫，／川∫／叩0／血J∫   

Cαreズ0∽fα〃αVar．∽0〃Jわ0わ   

乃〟〃g′αα／α〃e〝血   

g／イ叩／Jα‖JJ〃l，〟gJ〃α仙川   

β用∫e′α′OJ〟〃dゆ〟α   

P加α〃Jカerαi卸〟わ′ゐ   

伽∫Cカα椚画αCαe軍加∫αVar・々∫れ祀αゆ〟α  

Fundort調査地：Tengunoniwa，Berg Hiuchi，Myokokogen－maChi，Pra「Niigata  

新潟県妙高高原町火打山天狗の庭。  

カムチャツカ，東シベリアに分布し，北海道にエゾ  

オヤマノエンドウ；α〃なr錯Ce那Var．∫e′gCeq 本州  

にオヤマノエンドウ；α乃な′閻Ce〃∫Var．ノαpO乃gCαを  

分化させている。さらに中にはコゴメグサ属，ウス  

ユキソウ属のように種分化を完了させた1群もある。  

この1群は中央アジア，東南アジア，本州でも低山に  

類縁種の分布が及び，氷河期の寒冷を時代を通して  

カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスに伴生する  

ようにをったとおもわれる。  

（33）シラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集   

Saussureo－OxytropidetumJapOnicae   

Ohba1981（Tab・18付表）  

l．構  造   

ホソバツメクサ，シラネヒゴタイ，ミヤマノガリ  

ヤス，キタダケカニツリ，ミヤマミミナグサ，キタ  

ダケソウ，コバノコゴメグサを標徴種・区分種とす  

る。   

相観的にブラミノイド植物がめだち，散生してみ  

える。優占種にチョウノスケソウ，ヒゲハリスゲが  

ある。高常在度種にはムカゴトラノオ，ハクサンイ  

チゲ，クロマメノキ，タカネシオガマ，トウヤクリ  

ンドウ，チシマアマナ，ホソバツメクサ，キタダケ   

たと考えられる。周氷河地域を指標するドリアス植  

物群の多くはカラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラ  

スに由来している。   

9．オノエスゲオーダー  

Caricetalia tenuiformis Ohba1968   

11）オヤマノエンドウ群団  

Oxytropidion japonicae Ohba19677 

オノエスゲ，ミヤマシオガマ，チョウノスケソウ  

を標徴種としてオノエスゲオーダーが判定された。  

これらの標徴種群は，朝鮮半島北部からシホテアリ  

ニ山脈，サハリン，カムチャツカ，アリューシャン，  

アラスカ半島の一部に分布が及び，オノエスゲオー  

ダーの分布域にほぼ対応している。   

日本のオノエスゲオーダーはオヤマノエンドウ群  

団，ハヤチネウスエキソウ群団，レブンサイコーオ  

ノエスゲ群団がまとめられ，それぞれ中部山岳地帯，  

早池峰山，北海道に分布するとされている（Ohba  

1974）。群団の標徴種群は永河期の北方の大陸との植  

生の住釆によって北方大陸に母種があり，本州にさ  

らに分化した亜種，変種が多い。その代表種はオヤ  

マノエンドウで，母種，αり／J／叩由〃な／閻C♂〝∫はアラ  

スカ，ユーコン，ブリティッシュ・コロンビアの各州，  
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カニツリ，イワベンケイ，イワスゲがある。平均出  

現種数は25種を数える。コケ層には尺α∝沼正価如珊  

β∫Cわ〟わ作Var．β∫Cわ〟わ′q凡血〃〟gわ1び〟∽，R．  

β∫CgC〟ね作Var．みrαCカJpゐγ肋椚，凡ゐeねrぴJわぁ〟∽  

var．∫〟滋庇〟椚，βgcrα〃〟∽∫eJ紳助∽，月カγf7成〟椚  

r〟gα〟∽，G′血∽わ融和れPαrαお〟CO占伊〟∽わ乃gシ  

カ〟〟∽，助触′7dね椚 grαCぬ co乃βrわノ∽，αJ－  

rα′7αe′わeわr〟∽，C c〟C〟〟α紘 Cま一山〃dわαVar．  

orね乃Jα勧C放ね祓＝痩痩耶 Cヱrα〃g昨ガ仇ちCエ  

∫Je侮rれ αα蕗〟∫C〟わssp・ゐerf乃g∫α〃α，乃α椚〃0ノ払  

verJ習お〟血r由，dおcわrfα 〃～ff血わ，」．ocか0お〟Cα，  

OchoroおchialqaHensLsをど周北極地域のArctic帯  

に共通を種群が多い。   

Il．生育地   

赤石山脈の海抜2，900mを越す山稜から植生調査資  

料が得られている。生育地は冬季の少積雪，季節風  

による雪の飛散によって寡雪地とをっている。した  

がって植物体は極端を低温，乾燥を強いられている。   

北岳の北岳荘と八本歯ノコルを結ぶ広くをだらか  

を斜面の植分には，キタダケソウ，ヒゲナガコメス  

スキ，キンロバイ，タカネマンテマをど稀産種も出  

現している。組成，面積的に赤石山脈でも最大の植  

分とおもわれる。   

シラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集の南限は  

光岳の光石石灰岩岩峰で，海抜2，500mの低海抜地に  

出現している。ここではクラスの標徴種とをる稀産  

種，カラフトイワスゲが分布している（大場・菅原  

1981）。   

iii．遷移ほか   

低茎でしかも叢生，葡萄性の構成種が多く，風衝  

に強い抵抗力を示す。礫の移動により植分の破壊が  

起きても小面積であればコケ類優占状とをる。その  

際，ミヤマウシノケグサ，ミヤマイチゴツナギなど  

もファシスを形成しやすい。破壊面積が広がると崩  

壊性が強くをり，イワスゲ，ホソバツメクサ，ミヤ  

マヌカボなどの散生草原に退行する。  

i〉．分布・地理   

シラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集の古型と  

をる植生は，赤石山系に気候的を高山帯の形成され  

た最終氷期には現在より連続した広域分布をしてい  

たとおもわれる。現在，構成種によって各山稜に分  

布の偏りを生じたのは，後氷期以降の温暖化に伴い，  

非連続的に分布域がせばめられたためで，木曽山系  

のコマウスユキソウ群集でも同じ指摘がされている  

（大場1974）。北岳は赤石山脈の最高峰であり，海抜  

的にみてもシラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集  

の構成種がもっとも残りやすい状態にあったといえ  

る。北岳にはまた，ヒマラヤに類縁種のあるキタダ  

ケソウが分布し，古い地質時代の遺存種とされてい  

る。  

（34）ミヤマコゴメグサーオヤマノエンドウ群集   

Euphrasioinslgnis－Oxytropi、dettim   

japonicae Ohba1981（Tab．18付表）！l   

仁構  造   

ミヤマコゴメグサ，ウルップソウ，タカネマツム  

シソウ，ツクモグサ，クモマニガナが標徽種・区分  

種とされた。   

優占種にはオヤマノエンドウ，チョウノスケソウ，  

ヒゲハリスゲ，高常在度種にはウルップソウ，ミヤ  

マコゴメグサ，トウヤクリンドウ，チシマギキョウ，  

ムカゴトラノオ，矯性低木のウラシマツツジ，クロ  

マメノキがある。コケ層は地衣類が多く，7伽∽一  

刀0〟αVe〃刀わ〟血rれ Cとど′α′7αerわeわr〟∽，∫Je作OC（7〃一  

ゐ乃 ∫α∫α兢C払ね血＝痩痩明 C仁血ぬらα  

α椚α〟′OC′αeα，Cエ卯e〟（わ∫Je肋gαをどが出現してい  

る。  

ii．生育地   

植生調査資料は飛騨山系北部の大天井岳，鑓ヶ岳，  

白馬岳，雪倉岳をど海抜2，440～2，850mで得られて  

いる。生育地は極端を風衝，低温にさらされ，構造  

土の発達がよい。天狗岳（海抜2，790m地点）の鞍部  

では，条線土の粗粒物質からをる帯にミヤマコゴメ  

グサーオヤマノエンドウ群集，細粒物質からをる不  

安定を帯にコマクサ一夕カネスミレ群集が交互にす  

みわけて生育している。  

iii．遷移ほか   

飛騨山系大天井岳で観察された植分は，小礫の崩  

壊によって1～2cm埋没した状態にあった。地衣類  

とグラミノイド植物の再生がめだち，地這性の植物  

は形態的に生育が不利であった。  

i〉．分布・地理   

ミヤマコゴメグサーオヤマノエンドウ群集は飛騨  

山系北部に主を分布域がある。海抜3，000m級の山岳  

を連ねる南部からの報告はをい。槍ヶ岳付近の日当  

たりの良い岩隙には，チシマアマナ，シコタンソウ，  

シコタンハコベ，ミヤマイチゴツナギを伴う植分が  

認められている（原田ほか1973）。多雪地の事乞煉し  

やすい岩隙に適応したカラフトイワスゲーヒゲハリ  

スゲクラスの著しく変形した植生とみをされる。ま  

た，乗鞍岳の海抜2，830m地点の鞍部で線状に発達し  

た短茎草原を確認している。トウヤクリンドウを伴  

生するが，優占種はミヤマクロスゲで上級単位は不  

明とした。  

（35）コマウスユキソウ群集   
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属；ぷね〃e，イヌナズナ属；βrα∂α，コマクサ属；β加乃一  

触，ユキノシタ属；∫αズ析αg（7の小形植物からをる。   

構成種群は他の高山性植生に比較して，周北極地  

域の種が少をく，東アジア，北太平洋沿海地に近縁  

種の多い日本国有種を中心としている。   

分布は本州，北海道のほか，千島，サハリンをど  

オホーツク海沿海地にも推定される。   

高山荒原の種のいくつかは，低山地帯に母種をも  

ち，気候変動による寒冷地への適応もあったと考え  

られている（大場1969）。   

日本の高山荒原は周氷河土の砂礫地，崩壊地，火  

山砂礫地，硫気孔周辺，雪田砂礫地，特殊岩砂礫地  

をどに類別されている（大場1969）。高山荒原の植生  

は砂礫の移動の激しい立地に成立し，植物体の埋没，  

幸乞燥，低温をどの環境下に，疎生した植分を形成し  

ている。冬季に越冬芽を地ぎわよりやや地下部にも  

うける半地中植物が多い。ブラミノイド植物の叢生  

形，タカネッメクサ属，ミミナグサ属のように団塊  

状に生じる草本植物で構成されている。春季は融雪  

とともに生長が始まる。茎が条件的に地上茎，地中  

茎にわかれる植物が多く（清水1983），崩壊によって  

地上茎が埋没しても，地中茎とをって生活を維持す  

る植物が多い。  

10．コバノツメタサオーダー   

Minuartetalia vernaeJapOnicae  

Ohba1968   

コマクサーイワッメクサクラスはコバノツメクサ  

オーダーとチシマクモマグサーミヤマタネッケバナ  

オーダーがまとめられている。   

コバノツメクサオーダーはイワスゲ，イワギキョ  

ウをどを標徴種とし，周氷土砂礫地，崩壊地，蛇紋  

岩砂磯地をどに分布している。   

12）イワッメタサ群団  

Ste11arion nlppOnicae Ohba1969   

イワッメクサ，オンタデ，ミヤマクワガタ，ミヤ  

マオトコヨモギ，ミヤママンネングサが標徴種にま  

とめられる。イワッメクサ群団の成立する高山崩壊  

性礫地は，壮年期の山容を呈する山岳に多く，急峻  

を地形，風衝，雪崩をどの条件が相互に関与して形  

成されている。  

（36） タカネビランジーミヤマミミナグサ群集  

Merandrio－Cerastietum schizope－  
taliOhba1969（Tab．19付表）  

l．構  造   

タカネビランジを標徴種とする。高常在度種には  

タカネビランジ，ミヤマミミナグサ，ミヤマオトコ  

ヨモギ，イワベンケイがある。   

Leontopodietum shinanensis   

Ohba1974（Tab．18付表）  

l．構  造   

木曽山脈に分布するコマウスエキソウ群集は，コ  

ケコゴメグサ，コマウスユキソウを標徴種・区分種  

としている。高常在度種にはトウヤクリンドウ，ヌ  

イオスゲ，ミヤマウシノケグサ，ハクサンイチゲ，  

タカネッメクサ，ミヤマヌカボ，クロマメノキがあ  

る。優占種をもつ植分は少をい。  

，カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの中で，  

平均出現種数は13種ともっとも少をく，上級単位の  

多くの種を欠いている。  

ii．生育地   

植生調査資料は海抜2，540～2，900mで得られてい  

る（大場・安達・真岡1979，中村1985c）。生育地は  

花崗岩質礫土で，風衝の卓越する主に稜線西側に成立  

している。植分は構造土に結びついて帯状に発達し  

ていることが多い。  

iii．遷移ほか   

コマウスユキソウ群集も他のカラフトイワスゲー  

ヒゲハリスゲクラスの植生と同じように，群落環に  

コケ類の優占する初期相，退行相を伴っている。ま  

た，一時的を破壊を受けた場合は，ヒナガリヤスを  

どブラミノイド植物の優占するファシスが形成され  

る。   

ル．分布・地理   

コマウスエキソウ群集は木曽山系に固有を植生で  

ある。主峰駒ヶ岳を中ノいこ北部にオヤマノエンドウ，  

南部にハハコヨモギ，チョウノスケソウを伴う植分  

が分布している。氷河期以降の気候変動に伴う生育  

地の縮少が種の偏在性をもたらしたのではをいかと  

されている（大場・安達・真岡1979）。   

Arctic帯に共通したカラフトイワスゲーヒゲハリ  

スゲクラスの上級単位種の多くが，分化しても変種  

の段階であるのに対し，標微種のコマウスユキソウ，  

コケコゴメグサは独立した種である。この2種は東ア  

ジア方面に多くの近縁種をもっている。   

h．コマクサーイワッメタサクラス  

Dicentro－Stellarietea nlppOnicae  

Ohba1968   

中部山岳以西では，コバノツメクサ，ミヤマウシ  

ノケグサが標徴種・区分種とされた。   

構成種はウシノケグサ属；魚∫眈α，コメススキ属  

；β錯Cゐα叩∫Jα，スゲ属；Cα作ズ，タデ属；几職印別冊，  

クワガタソウ属；拍′0〃′cα，ウルップソウ属；エαgO毎  

スミレ属；「わ肋，タカネッメクサ属；〟7〝〟α′Jgα，ミミ  

ナグサ属；Cerα∫ぬ∽，ハコベ属；∫fe肋′～α，マンテマ  
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1l．生育地   

植生調査資料は北岳の海抜2，875～3，135mで得ら  

れている。生育地は谷頭上部の崩壊の激しい立地に  

多い。とくに八本歯ノコルでは著しい侵食を受けた  

堆積岩層埋面上に植分が発達している。   

北岳の植分はミヤマオトコヨモギ亜群集に下位区  

分され，残雪の遅くまで残る東斜面のコメススキ亜  

群集（大場1969）に対応している。   

iii．分布・地理   

標徽種のタカネビランジは八ヶ岳，南アルプスの  

低山岩上に生育するオオビランジから分化をとげた  

種であろう。タカネビランジーミヤマミミナグサ群集  

には他にもミヤマオトコヨモギのように低山から高  

山に分化した種があり，赤石山系に固有を植生を形  

成している。  

（37） イワベンケイーシコタンソウ群集  

Sedo rosei－Saxifragetum bronchia－  

1is funstoniiass．nov．（Tab．19付表）   

l．構  造   

シコタンソウ，イワベンケイ，CとJrα〟αeJおeわr〟∽  

で標徴・区分される。高常在度種にイワベンケイ，  

シコタンソウ，イワスゲ，ミヤマウシノケグサがあ  

る。優占種のシコタンソウは団塊状とをる地表植物  

である。相観的にイワベンケイとともに多肉植物  

がめだっている。イワッメクサ群団の中ではコケ層  

の発達が良い。尺αCO∽か′〟∽わ〃〟g′〝0∫〃∽，凡カe一  

Jerの〟cカ〟∽Var．成加商≠旭川，βgc′α〃〟∽∫eJ拘〟〟∽，  

β／：叩叩l・J／冊〆り仙川か・〟ぐ／りゞJpg血／〃，β桓わp坤〟M〃  

p〟cαJ〟∽，Ce加rgαerfceわ′〟∽，Cま一山〃成cαVar．  

0′由〃gα鴎 C肋（わ〃わ〃な／車e∫，（ユ明地∫，∫Je作0－  

Cα〟わ〃OCわ椚er〟∽が出現している。  

Il．生育地   

風化の未熟を岩盤上，移動しにくい大きめの礫を  

伴った立地に生育している。崩壊性は他のイワッメ  

クサ群団の植生に比較して弱く，コケ層の発達する  

原因ともをる。日中は直射光と岩盤の灼熱で高温に  

をり，温度較差の大きい立地とをっている。  

Ili．分布・地理   

植生調査資料は飛騨山系，赤石山系から得られて  

いる。標徴種の分布からさらに広域的を分布の拡大  

が推定される。  

（38） ウメハタザオーミヤマミミナグサ群集  

Arabido－Cerastietum schizopetali  

Ohba，Miyawakiet Okuda1969  

（Tab．19付表）   

l．構  造   

ミヤマミミナグサ，ウメハタザオ，トウヤクリン  

ドゥ，オオウシノケグサを標徴種・区分種とする。  

高常在度種にはイワッメクサ，オオウシノケグサ，  

ミヤマキンバイ，ミヤマミミナグサ，コバノツメク  

サ，ウメハタザオ，トウヤクリンドウがある。   

優占種はをく疎生した草原景観を呈している。  

Il．生育地   

初めての記載は乗鞍岳で行をわれた（大場1969）。  

飛騨山系天狗平（2，720m）の植分は人為的影響の加  

わった平坦地に成立している。乗鞍岳の植分と同じ  

火成岩系の崩壊性砂礫地を指標している。  

iii．遷移ほか   

天狗平の植分はヘリポート造成のさい，コマクサ  

一夕カネスミレ群集生育地が著しく変形され，その  

跡に成立している。  

i〉．分布・地理   

ウメハタザオーミヤマミミナグサ群集の分布は主  

に乗鞍火山に結びついている。構成種がきわめて近  

い種子重（中越・曽我1981）をもち，風衝による散  

布でも互いの種子の落下地点は距離的に近くをると  

推定される。したがって，短期間に広域的に裸地化  

する火山地帯では確実に分布域を広げていく能率的  

を種子散布戦略とをる。  

（39） フジハタザオーオンタデ群集  

Arabido－Polygonetum weyrichii  

alpinae Ohba1969（Tab．19付表）  

Synonym：Caricistenanthae－Stellarietum凋  
nlpPOnicae Miyawaki，Hamada et  

Sugawara 1967 

I．構  造   

フジハタザオ1種を標徴種とする。高常在度種には  

オンタデ，イワスゲ，イワッメクサ，ミヤマオトコ  

ヨモギがある。優占種はオンタデで，低海抜地では  

オノエイタドリも優占する。   

富士山の高山荒原はすでにイワスゲーイワッメク  

サ群集にまとめられている（宮脇・浜田・菅原1P67  

その後，日本の高山荒原植生が体系化され，イワス  

ゲーイワッメクサ群集はフジハタザオーオンタデ群  

集に名称変更が行をわれた（大場1969）。  

ii．生育地   

植生調査資料は富士山の海抜2，410～3，260mで得  

られている（宮脇・浜田・菅原1967，宮脇・中村・  

藤原・村上1984，大場1969）。   

生育地は崩壊性に富んだスコリア質火山灰を多く  

含む火山放出物で形成されている。  

iii．遷移ほか   

フジハタザオーオンタデ群集は代償植生をもたを  

い。ただし，下方のタカネノガリヤスーダケカンバ   
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状の微地形を呈している。   

鑓ヶ岳頂上近くで観察された植生の配置は，風衝  

側の条線土上にコマクサ一夕カネスミレ群集，稜線  

上のコケモモーハイマツ群集をはさんで，風背側に  

ミヤマクワガターウラジロタデ群集が成立している  

（Abb．17）。  

iii．分布・地理   

中部地方の日本海側北部に分布している。   

13）タカネスミレーヒメイワタデ群団  

Violo－Polygonion aJaenSis  

Ohba1969   

本州中部山岳ではコマクサ，ウルップソウを標徴  

種に群団がまとめられている。   

イワッメクサ群団が火山活動や崩壊地の拡大に伴  

って発達した植生であるのに対し，タカネスミレーヒ  

メイワタデ群団は周氷河土地域に発達しているArc－  

tic帯の植生である。本州へは氷河期を通じて分布  

を広げてきたと推定される。  

（42） コマクサ一夕カネスミレ群集  

Dicentro－Violetum crassae  

Ohba1969（Tab．19付表）  

l．構  造   

中部山岳には1群集が分布し，群団のコマクサ，ウ  

ルップソウとタカネスミレで標徽された。   

帖 生育地   

飛騨山系の海抜2，520～2，820mで植生調査資料が  

得られている。構造土の発達しやすい周氷河土地域  

を生育地とする。基岩の風化しやすい流紋岩地，花  

崗岩地にとくに多い。   

天狗岳の山荘近くの階状土では（海抜2，770m地点），  
細礫からをる幅80～150cmの平坦面にコマクサータ  

カネスミレ群集，約20cmの段差を生じる崖；turp  

SCarPに低茎をコケモモーハイマツ群集，コメバツガ  

ザクラーミネズオウ群集が配分している。同地域で  

も風衝の強くをる南東斜面では，条線土の発達が著  

しい。細磯帯のコマクサ一夕カネスミレ群集に対し  

て，粗粒礫帯にミヤマコゴメグサーオヤマノエンド  

ウ群集，コメバツガザクラーミネズオウ群集が縞状  

に成立している。細礫からをる帯では春季の融雪期  

に凍結融解の日周期的を作用が起こり，砂礫の移動，  

表層水の流下をどにみまわれるらしい（小泉1974）。  

飛騨山系北部で行った7月上旬の植生調査でも，流水  

による痕跡を確認している。コマクサ，タカネスミ  

レをどの生育する細磯帯は，保水力も良く，強い日  

射でも根系域は適潤に保たれている。  

iii．遷移はか   

コマクサ，タカネスミレ，ウルップソウが単独に   

群集域，カラマツ群落域では，フジハタザオーオン  

タデ群集ムラサキモメンゾル亜群集（大場1969，宮  

脇ほか1984）が代償植生として出現している。   

ル．分布・地理   

火山起源の高山荒原植生で，新生火山に短期間で  

広域的に分化をとげている。   

分布は富士山に限られている。  

（40） コメススキーイワッメタサ群集  

Deschampsio－Ste11arietum nlpPOni－  

Cae Ohba，Miyawakiet Okuda1969  

（Tab．19付表）   

l．構  造   

標徽種が欠け，群団の種によって識別される群団  

の典型部に相当している。高常在度種には，イワス  

ゲ，イワッメクサ，コメススキ，ミヤマタネッケバ  

ナがある。   

植分の植被率は較差が大きく，イワスゲの優占状  

態に左右される。   

Il．生育地   

植生調査資料は乗鞍岳（大場1969）のはかに，御  

岳，加賀の白山，常念岳，立山，さらに八ヶ岳の海  

抜2，330～3，050mから得られている。   

乗鞍岳，御岳，白山をど火山では，火山放出物か  

らをる崩壊地が広がり，生育地も広い面積を占めて  

いる。そのほかの地域では，一時的を崩壊地に代償  

的に植分の形成されることが多く，生育面積も限ら  

れている。  

iii．分布・地理   

乗鞍火山帯に分布が集中している。新しく火山活  

動のあった白山へは，距離の近い乗鞍岳より侵入し  

たと推定される。  

（41） ミヤマタワガターウラジロタデ群集  

Veronico－Polygonetum weyrichii  

Ohba1969（Tab．20）  

l．構  造   

ウラジロタデ，ミヤマコウゾリナ，タカネヤハズ  

ハハコ，ハクサンボウフウ，ミヤマクワガタで標徴  

・区分されている。優占種はをく，疎生草原景観を  

呈している。高常在度種にはコメススキ，ヒロハノ  

コメススキ，ウラジロタデ，タカネヤハズハハコ，  

ハクサンボウフウ，ミヤマコウゾリナ，イワギキョ  

ウがある。  

Il．生育地   

植生調査資料は飛騨山系の鑓ヶ岳，立山の海抜2，  

780～2，910mで得られている。植分は稜線をはさん  

で風背側とをる西～南西崩壊性斜面に発達している。  

生育地は粘土質をまじえた細かい礫からをり，階段  
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Tab．20 ミヤマクワガターウラジロタデ群集  

Veronico－Polygonetum weyrichii  

海抜高度  

調査区数  

平均出現種数  

H6he辻．Meer（m）：  

Zahld．Aufn．：  

Mittlere Artenzahl：  

0
0
 
 

7
8
 
9
1
 
5
 
1
1
 
 

2
 
2
 
 

群集標徴種・区分種   

タカネヤハズハハコ   

ハクサンボウフウ   

ミヤマコウゾリナ   

ウラジロタデ   

ミヤマクワガタ  

上級単位の種   

イワギキョウ   

イワスゲ   

ミヤマウシノケグサ   

タカネッメクサ  

随伴種   

コメススキ   

ヒロハノコメススキ   

コガネギク   

チシマギヰヨウ   

ハクサンイチゲ   

ウサギギク   

ミヤマヌカボ   

タカネスズメノヒエ  

以下 略  

Kenn－ u．Trennarten d．Ass．：   

Ⅳ（十－1）  

Ⅳ（＋－1）  

Ⅳ（1－2）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（ト2）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅴ（ト3）  

Ⅳ（＋）  

Ⅱ（＋－2）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（＋）  

Ⅲ（＋）  

Ⅲ（1）  

ノ4〃叩／血近所血油   

性Jノぐど〟〝／川川J＝油汗情細／J〃   

肋rαC7〟∽ノ叩0〃わ〟∽   

Po鹿0〃〟∽Wり′rわ捕   

－セ／℃乃わα∫C／‡〝7∫dJ7α〃αVar．占α〃dαわ〃α  

Arten d．hbheren Einheiten：   

Cα〝pα〃〟わわ∫わcα甲α   

r〟／・ビ，T∫Jp／JαタブJ／J〝   

魚∫れJCα卯～〃αVar．αわ加α   

ルポJ〃〟〃・J由／托沼（わp／J∫正  

Begleiter：  

伽∫Cカα∽卵′α／おズ〟のα  

β錯Cカα〝卿∫αCαe岬7ね∫αVar．ノおJ〟Cαゆ鮎  

∫0〟ゐgo vメなα〟′eαVar．ねわcα岬α  

（七J叩昭／＝南ぐ力（川血oJめ  

」〃e∽0乃e〃αrCま∬ろ伽rαVar．〃如0〃gCα  

」r乃わα〟〃α血∫Ce〃j血var．加／わ〃ぴわ′才  

力g′0∫め／肋cc揖α  

上揖〟わ0晦・α〃Jカα  

u．a．  

Orte調査地：Berg Yarigatake u．Berg Oyama（Tateyama）im Hida－Gebirge飛騨山系鑓ヶ岳・堆山（立山）．  

生育する植分も多く，先馬区相に位置づけられる。イ  

ワッメクサ群団の植生が種子重の軽さによって短期  

間に崩壊地に侵入できるのに対し，コマクサ一夕カ  

ネスミレ群集の構成種はその3倍以上の種子重（中越  

・曽我1981）からをる。したがって二次的に崩壊地  

に侵入する場合でも，種子拡散が不均質にをりやす  

く，結果的に先馬区相だけが形成されるのではをいか  

とおもわれる。コマクサ一夕カネスミレ群集は種子  

拡散能力をあまり必要としをい周氷河土地域の凍結  

融解による崩壊地を生育地としている。   

ル．分布・地理   

中部以北，北海道，千島，カムチャツカ，東シベ  

リア方面に分布の及ぶArctic帯の植生で，中部地方  

では氷河期の遺存植物群落とみをされる。   

14）クモマミミナグサーコバノツメタサ群団  

Cerastio－Minuartion vernae  

JapOnicae Ohba1968   

ウメハタザオ，クモマミミナグサ，クモイナデシ  

コ，タカネウシノケグサを標徴種・区分種とする。  

蛇紋岩の超塩基性岩崩壊地を指標している。中部地  

方を分布域とし，関東北部，東北，北海道のナンブ  

イヌナズナーカトウハコベ群団に対応している（大  

場1968）。  

（43）クモマミミナグサーコバノツメタサ群集  

Cerastio－Minuartietum vernae  

japonicae Ohba1968（Tab．19 付表）   

i．構  造   

群団標徽種・区分種で区分されている。優占種の  

をい疎生草原を形成している。高常在度種にはコバ  

ノツメクサ，ウメハタザオ，タカネウシノケグサ，  

クモイナデシコ，クモマミミナグサ，ミヤマアズマ  

ギク，シロウマアサツキがある。  

ii．生育地   

植生調査資料の得られた飛騨山系八方尾根（1，880  

～1，925m）のほかに，天狗岳，小蓮華岳，雪倉岳，  

朝日岳の蛇紋岩地から報告がある（大場1968）。   
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ii．生育地   

沢沿いの雪渓が遅くまで残る崩壊地を指標し，砂，  

粗礫をまじえた立地に生育している。植生調査資料  

は赤石山脈大樽沢源頭，海抜2，550mで得られている。   

ヨーロッパの中央アルプスに分布する Oxyri－  

etum digynaeは，氷河末端モレーネ上をど小～  

粗礫からをる貧養で多潤を立地に生育している  

（Ellenberg1978，Seibert1977，Wilmanns1978）。   

iii．分布・地理   

マルバギシギシが氷河期にも氷河末端部に生育し  

ていたとすれば，現在は氷河周辺の環境に似た雪田  

底，雪渓の遅くまで残る沢部に生育場所を変えて種  

が存続していることにをる。  

1． チャセンシダクラス  

Asplenietea rupestri左 Br．－Bl．1934   

北半球の暖温帯以上の岩上・岩隙に成立する小形  

草本植物群落がまとめられている。構成種にはチャ  

センシダ属；木頭而珊，イワデンダ属；杵boゐね，ナ  

ヨシダ属；q岱fq〆eタカをどの小形シダ植物がある。   

中部山岳以西では，周北極地域にも広域分布する，  

アオチャセンシダ，ナヨシダ，トガクシデンダが，  

クラスの標徴種に相当している。  

12．イトイオーダー  

Juncetalia maximowiczii Ohba 1973 

16）イトイ群団  

Juncion maximowiczii Ohba 1973 

日本のチャセンシダクラスはヨーロッパの石灰岩  

地と非石灰岩地の植生の相違に基づく体系と異をり，  

標高と乾湿条件に対応した組成的をまとまりがある  

（大場197九）。亜高山帯以上の湿った岩上・岩隙には，  

イトイを標徴種とするイトイオーダー，イトイ群団  

の植生が発達している。  

（45）トガクシデングーイトイ群集  

WoodsioJuncetum maximowiczii  

Ohba1973（Tab．22付表）  

l．構  造   

アオチャセンシダ，トガクシデンダ，ヤツガタケ  

シノブ，キタダケデンダが標徴種・区分種とされて  

いる。他にチシマアマナ，ヒモカズラをどを伴生す  

ることもある。コケ層の発達した植分では，β如ん  

cカ7〟椚C叩肋ce〟椚，fケe如∫αヴ〟αかαJα，7brfe〟α  

わ〟〟0∫α，Grわー∽∫αq伊〃れ」ねcJor7αク〟∂e∫Ce那，  

Cと加r7αゐ甲α才た0乃 をど石灰岩地に特徴的を種も含  

めて，中部以北の高山から極地に分布のおよぶ種が  

ある。   

帖 生育地   

植生調査資料は海抜2，760㌻一3，150mの石灰岩，蛇   

八方尾根ではオオコメッツジの混生するハイマツ  

低木林，カライトソウーオオヒゲガリヤス群集に接  

して尾根部北西側の崩壊性礫質急斜面を生育地とし  

ている。  

Ili．遷移ほか   

新しい崩壊地ではコバノツメクサ，ウメハタザオ，  

クモマミミナグサが群落の先駆相を形成している。  

古い崩壊地ほど組成が豊かで，カライトソウーオオ  

ヒゲガリヤス群集の構成種が侵入している。   

風化の未熟を岩盤上ではミヤマムラサキ，ミヤマ  

ウイキョウ，イワウサギシダをど岩隙生の植物も混  

生して持続群落を形成している。  

i〉．分布・地理   

構成種群にはクモマミミナグサ，ウメハタザオ，  

イワテトウキ，クモイナデシコ，ミヤマアズマギク  

をど低山から高山に分化した種群が多い。同じよう  

を植物群落に隣接するシナノキンバイーミヤマキン  

ポウゲ群団のカライトソウーオオヒゲガリヤス群集  

がある。   

クモマミミナグサーコバノツメクサ群集は飛騨山  

系北部の蛇紋岩地に分布が限られている。  

11．チシマクモマグサーミヤマタネッケバナオー  

ダー  

Saxifrago－Cardaminetalia nlpPOni－  
Cae Ohba1969   

15）チシマタモマグサーミヤマタネッケバナ群団  

Saxifrago－Cardaminion nlppOnicae  

Ohba1969   

コバノツメクサオーダーに対応するチシマクモマ  

グサーミヤマタネッケバナオーダーはミヤマタネッ  

ケバナ，マルバギシギシ，クモマグサをどが標徴種  

としてあげられている（大場1969）。   

消雪がアオノツガザクラージムカデクラスより遅  

くなる雪田底砂礫地，雪渓が遅くまで残る沢沿い崩  

壊砂礫地をど氷河末端部に以た環境を指標する植生  

がまとめられている。  

（44） ヒメアカバナーマルバギジギシ群落  

Ebik，biumJburiei－Oxyria dkyna－Gesell－  

SChaft（Tab．21）  

i．構  造   

マルバギシギシ，ヒメアカバナで区分されている。  

他にヒロハノコメススキ，タカネスイバ，ミヤマタ  

ネッケバナ，コガネギクをどが散生している。   

ヨーロッパで報告されたThlaspietea rotun－  

difoliiBr．－Bl．et al．1948のOxyrietum digy－  

nae Br．－Bl．in Br．－Bl．etJenny1926に組成と立  

地が似ている。  
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Tab．21ヒメアカバナーマルバギシギシ群落  

Ebilbbium fburiei－Oxyria dなyna－Gesellschaft  

Ⅴ  

480  

2550  

9  

NE  

25  

30  

30  

10   

シギシ   2・3   

バナ   1・2  

種   

ネッケバナ   ＋  

コメススキ   2・2   

ク   ＋   

イバ   十   

ラシ   
1・2   

ジョウツナギ   ＋・2   

ンコ   ＋   

ソウ   

リ   

ゴザ   

ワガ’ェリ   

LⅢ．Nr∴  

Feld－Nr．：  

H6he u．Meer（m）：  

Gr6sse d．Proben云che（m2）：  

Exposition：  

Neigung（○）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）  

Artenzahl：  

通し番号  

調査番号  

度
横
位
斜
高
率
数
 
 

生
被
明
 
 

海
調
方
傾
植
植
出
 
 
群落区分種   

マルバギ   

ヒメアカ  

上級単位の   

ミヤマタ  

随伴種   

ヒロハノ   

コガネギ   

タカネス   

ミヤマガ   

ミヤマド   

ミヤマゼ   

クロクモ   

イブキゼ   

ヘビノネ   

ミヤマア  

Trennarten d．Gesellsch．   

0．Y．l′▼′血 〟如J〟J   

勘助兢㈹力闘蘭  

Arten d．hOheren Einheiten：   

C（汀dα∽f乃e〃如0乃わα  

Begleiter：   

伽∫Cカα∽ク∫gαCαe軍fねゞαVar．ノ触J〟Cαゆ〟α   

5b〟ゐgo v痩α〟作αVar・おわcα草α   

尺〟刑eズαゆ〟〟∫   

βα／■占αJ・ビ〟 0／・J／！0ぐe／■〟∫   

q昭血＝油が励助川   

Coeわクお〟r〟∽∽〟〟由ecわJ∽   

∫αズ折αgαル∫CαVar・ん抜〟∂〟ん′   

乃〟〃gわぁ0毎e′αJα   

月タカγ血椚γ0如∫Ce〃∫ピ   

タカね〃∽αわg〃〟椚  

Datum d．Aufn．調査年月日：24．Aug．’84，Ort調査地：Berg Kitadakeim Akaishi－Gebirge  

赤石山系北岳，Aufh．von調査者：Nakamura，Y．，Kawano，K．，Wilmanns，0・，u・Bogenrieder，A・・  

Ohba1973 （Tab．22付表）  

l．構  造   

ミヤマウラボシ，フグロシダ，エビゴケ，ムジナ  

ゴケを標徴種・区分種とする。高常在度種にはミヤ  

マウラボシ，フクロシダ，ダイモンジソウがある。  

コケ層の発達も常在的で，βヮ0ズわぁ血椚〃0′γ堵わ〟∽  

SSp・ノ叩0〝わ〟椚，乃ⅥCカノダ㍍∂わ♂われ劫′αゐ〟CO∂γ〟椚  

わ〃g拘肋∽，βかわカ〟椚dルα′わαJ〟刑，血叩Je／：膠ゆね  

刑〟e肋〟α〃αをどが出現している。  

Il．生育地   

被陰された適潤を岩壁に生育し，基岩は片麻岩，  

花崗岩，溶岩，チャート岩をど非石灰岩からなって  

いる。   

植生調査資料は紀伊の大普賢岳，赤石山系，富士  

山，秩父金峰山をど海抜1，470～2，760mで得られて  

いる（大場1973a，大場・安達・真岡1979，宮脇・中   

紋岩岩隙から得られている。生育地は湿気のある窪  

状地で，コケ類を伴う場合はさらに保水力が高めら  

れている。  

iii．分布・地理   

飛騨山系白馬岳，赤石山系北岳，八ヶ岳（大場19  

73a）をど中部山岳に点在して分布している。類縁の  

植物群落は四国，剣山の石灰岩岩壁からケンザンデ  

ンダーイチョウシダ群落が報告されている（中村19  

82a）。   

ケンザンデンダーイチョウシダ群落はケンザンデ  

ンダ，イワウサギシダ，イチョウシダで区分される。  

上級単位種のナヨシダも確認されている。生育地  

は剣山の海抜1，750m付近と低く，氷河期以降の温暖  

化によって亜高山帯に隔離されたと考えられる。  

（46）エビゴケーミヤマウラボシ群集  

Bryoxyphio－Crypsinetum veitchii  
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もタカネニガナ，ミヤマダイコンソウ，リンドウを  

どが共通している。  

（48）コイワカンスゲーイシヅチボウフウ群集   

Caricichrysolepidis－Angelicetum  

SaXicolae Y・Nakamurain Miyawaki1982  
（Tab．23）  

l．構  造   

コイワカンスゲ，イシヅチボウフウ，テイサンウ  

シノケグサを標徴種・区分種とする。   

高常在度種にコイワカンスゲ，タカネニガナ，イワ  

キンバイ，ウシノケグサ，リンドウ，イシヅチボウ  

フウがある。コケ層はスナゴケ類の常在度が高く，  

月αCO∽fJ〟〟∽カビタe′のどわぁ〟∽Var．成加ゎ≠如椚，凡  

ノお∫Cわ〟わ作Var．αf′OVかんね，凡ね〃〟gわ70∫〟∽が出現  

している。  

Il．生育地   

四国石鎚山系の海抜1，700m以上で植生調査資料が  

得られている。日当たりの良い草乞燥した岩隙からミ  

ヤマヌカボ亜群集，海抜1，900mを越え，腐植質の堆  

積する大きを岩隙にミヤマダイコンソウ亜群集が生  

育している（中村1982c）。隣接群落にはシコクフウ  

ローショウジョウスゲ群集，タカネオトギリーコメ  

ッツジ群集をど四国に固有を植物群落で占められて  

いる。  

iii．分布・地理   

コイワカンスゲーイシヅチボウフウ群集は組成的  

にコマクサーイワッメクサクラスのイワッメクサ群  

団の植生に近い。四国には火山崩壊地がなく，数種  

の崩壊地植物が岩上・岩隙に生育している。ミヤマ  

ヌカボ，ウシノケグサ，タカネニガナ，ミヤマダイ  

コンソウの混生する植分は中部山岳でも風化の未熟  

を岩角地に発達する。代表的植物群落にミヤマヌカ  

ボーミヤマウシノケグサ群集（大場・橋渡1982）  

がある。   

j． ツルコケモモーミズゴケクラス  

Oxycocco－Sphagnetea Br．－Bl．et Tx．  

1943   

高層湿原生のミズゴケ類，ヒメシャクナゲ，ツル  

コケモモ，ブタスゲ，モウセンゴケをどを標徽種と  

する。   

ツルコケモモーミズゴケクラスは降水量の多い海  

洋性気候下に発達し，北西ヨーロッパからスカンジ  

ナビア，カナダ東部，アラスカ，北海道東部に広が  

りをみせている。大陸間では多少とも植生の分化が  

進み，北アメリカ大陸で片α如才αと∫α〝αCe乃fα，北西  

ヨーロッパではβrfcαferrα放とCα肋〃αγ〟なα′由を  

ど地中海起源のツツジ科′ト低木を伴っている（Tuxen   

村・藤原・村上1984，中村1984，1985a）。  

iii．分布・地理   

亜高山帯に分布の中心があるエビゴケーミヤマウ  

ラボシ群集は高山性のトガクシデンダーイトイ群集  

と対照的に，ミヤマウラボシ，イトイなど朝鮮半島  

から中国に分布の及ぶ構成種で識別されている。  

13．イワキンバイオtダー  

Potentilletalia dickinsii Ohba 1973 

17）イワキンバイ群団  

Potentillion dickinsiiOhba1973   

オーダー，群団はイワキンバイ，イワデンダ，イ  

チョウシダ，ウスエキソウ，ヤハズハハコ，キリン  

ソウによって標徴・区分されている（中村1982a）。   

ブナクラス域から亜高山帯下部の日当たりの良い  

岩壁を指標し，太平洋側の石灰岩地に多くの植物群  

落が分化している。  

（47） カンサイイワスゲーオオミネコザタラ群集  

Carici－Primuletum okamotoi  

Y．Nakamurain Miyawaki1984（Tab・23）   

l．構  造   

オオミネコザクラ，カンサイイワスゲ，キンレイ  

カ，ダイモンジソウが標徽種・区分種にまとめられ  

ている。優占種はキンレイカで，高常在度種にはリ  

ンドウ，オオミネコザクラ，イワキンバイ，ノギラ  

ンがある。コケ層の発達も常在的で，尺αCO椚かJ〟∽  

加東／ⅧJわ力〟∽，凡β∫Cわ〟わ′eVar・離れ血沈おをどス  

ナゴケ類が生育している。   

カンサイイワスゲーオオミネコザクラ群集はコモ  

ノギク亜群集とカンサイイワスゲ亜群集に下位区分  

されている。  

ii．生育地   

紀伊の大峰山系，大台ヶ原の海抜1，400m以 から  

植生調査資料が得られている。植分は稜線や岩峰の  

日当たりの良い岩上・岩隙に生育している。   

カンサイイワスゲーオオミネコザクラ群集のカン  

サイイワスゲ亜群集は，コモノギク亜群集に較べ亭乞  

燥した，有機質堆積の少い立地を指標している。  

iii．分布・地理   

類縁の植物群落は四国のコイワカンスゲーイシヅ  

チボウフウ群集，東海地方愛鷹山系のとトッパショ  

ウマーコイワザクラ群集がある（中村1985a）。これ  

らの群集には地域的固有種が多く，造山活動をど地  

理的に隔離されてから，分化したと推定される。そ  

の中でもコイワカンスゲーイシヅチボウフウ群集と  

カンサイイワスゲーオオミネコザクラ群集には対応  

種，共通種が多い。コイワカンスゲとカンサイイワ  

スゲ，イシヅチボウフウとイワテトウキ，その他に  
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Tab．23 イワキンバイオーダー  Potentilletalia dickinsii  

l：Carici－Prirnuletum okamotoi   
a：Subass．von Aster komonoensis   

b：Subass．von Carex chrysolepIS Var．glabrior  

2：Caricichrysolepidis－Angelicetum saxicolae   
a：Subass・VOn Geum calthaefolium var．nlPpOnicum   

b：Subass．von Agrostis flaccida   

C：Subass．von Allium thunbergll  

カンサイイワスゲーオオミネコサクラ群集   

コモノギク亜群集   

カンサイイワスゲ亜群集  
コイワカンスゲーイシヅチボウフウ群集   

ミヤマダイコンソウ亜群集   

ミヤマヌカボ亜群集   

ヤマラッキョウ亜群集  

Spalte：   群落記号  
2   

a lb   a lbJc 

LⅢNr．：   通し番号   1  2  3  4  5   

H6heu．Meer（m）：  海抜高度   14001720192018851730  

18201790195019501800  

Zahld．Auh．：  調査区数   
5  4  2  4  2  

MittlereArtenzahl：  平均出現棟数   7   11  13   9   11   

Kenn－u．Trennartend．Ass．：   群集標徴種・区分種  

PαJ′～〝JαJr∫わぁαVar．pαん刀αJα  キンレイカ   Ⅴ（＋－3）4（3）  ● ● ●  

Pr∫∽〝／αre∫〃J～var．0如刑0わ∫  オオミネコサクラ   ● ● ●  

∫αズ折αgαノ♭rJ〟〃e′var．′〃C加わ占αJα デイモンジソウ   ● ● ●  

Trennartend．Subass．：  亜群集区分種  

」∫Jerん0研0〃Oe〃∫血  コモノギク   Ⅳ（十一3）l・  ● ● ●  

Cα′eズ占々タカα′血岬α  ショウジョウスゲ  Ⅳ（＋－1）；・   
ーーーー・－・－－－一－－＿＿－－－－▼  ・1（2）1（1）  

カンサイイワスゲ  Cα′ビガCかγ∫0々p由var．g／α∂rわr  ● ● ●  

「‾‾‾‾‾‾‾「  
伽脚払叩成り肋制服  コメススキ  ● ・：2（＋－1）：  

Kenn－u．Trennartend．Ass：  群集標徴種・区分種   

Cα′eズCカリ∫0／わ由  コイワカンスゲ   ● 

」〃ge〟cα∫αズ∫coね  イシヅチボウフウ  ● 

fb∫抽CαOV′〃αVar．Cカ′ねα〃e〃∫ね  テイサンウシノケグサ  ● ● ● ●  

Trennartend．Subass．：  亜群集区分集  「‾‾‾‾‾‾ 
・ 

嶺  
Ge〟用Cα／rカαくゎ／J〟研Var．〃わク0〃∫c〟刑ミヤマダイコンソウ   1（  
」g′0∫めノ肋cc∫dα  ミヤマヌカボ  ● ●  ・：4（1一叫・  L 

＿＿．＿＿＿＿．＿ 

d肪〟∽rカ〟〝毎曙〟  ヤマラッキョウ  
＿＿＿＿＿＿  

● ●  
●   t   ●J2（ト川   

アオウシノケグサ  fセ∫抽CαOVg〃αVar．C（フreα〃α  ● ●  ・ 
・L＿写上セ●＿」      ‖   

Artend．h6herenEinheiten：  上級単位の種   

タ♂お〃J肋dゎん～乃∫ガ  イワキンバイ  Ⅰ（2）4（   ・  2（3）   

」才力γ′血∽γ0如∫Ce那eVar．頑血血 タカネヘビノネゴザ   Ⅰ（＋） 2（＋－1）・  2（＋） ・   

∫Jr〟渥叩Jer由α椚α鋸ぬ  オサシダ   Ⅰ（1） ・   ・   ・   ・   

∫e血研αた00〃Var．αた00〃  ホソバノキリンソウ   ・1（＋）・ ・ ・  

Begleiter：  随伴桂   

在e′ね（ね〃JαJαVar．頑血血  タカネニガナ   Ⅰ（＋）2（十）2（＋）4（十－2）1（＋）  

Ge〃血刀α∫CαムrαVar．占〟e曙erブ  リンドゥ   ⅠⅠ（十） 4（＋－1）2（＋） 4（ト2）・   

月カodo（ね〃か0乃 蕗Cカ0乃0∫たガ  コメッツジ   ・  2（＋－1）1（1） 1（十） ・   

」〃ge〟cααC〟血占αSSp．ルα毎Ⅵj血  ミヤマトウキ   ⅠⅠ（＋） 1（1） ・   ・   ・   

〟eJα〃αr才力ec′以椚／〟Jeo一両琉ね  ノギラン   Ⅰ（1） 3（＋－2）・   ・   ・   

C（7血∽αg′0∫r由∫αCカα伽e〃∫ね  タカネノガリヤス   Ⅰ（2） 1（1） ・   ・   ・   

∫カor〟α∫0／dα乃e〟0′ゐ  イワカガミ   Ⅰ■（2） ・  1（＋） ・   ・   

∫α〟∫∫〟reαpe朋αJα  ミヤマトウヒレン   ・   ・  1（＋） 2（卜2）・   

レセ′αJr〟∽∽ααCん7′  ホソバシュロソウ   ・   ・  2（十） ・  2（＋）  

〟αJα〃J舶用〟研d～加αJ〟研   マイゾルソウ  ・   ・   ・  3（1－3）1（＋）  

u．a．  以下略   

Orte調査地：Lfd・iNr・l，2：Ohmine－Gebirge，Kii紀伊大峰山系，2，3，4：1shizuchi－Gebirge，Shikoku 匹I国石鎚  

山系，5：Tsurugi－Gebirge，Shikoku四国剣山系．  

Nachweis d・Vegetationsaufhahmen 既発表資料名：Lfd．Nr．1，2：Nakamurain Miyawaki中村（宮脇編著）  

Z984，3～5：Nakamurain Miyawaki中村（宮脇編著＝982．   
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50 100亡m  
lll  

Abb．5 高谷池湿原における湿原植物群落の配分模式（海抜2，100m妙高山塊）。  

Verteilungsschema der Moor－Vegetationim Koyaike－Moor・  

1：ヌマガヤーイボミズゴケ群集  3：ダケスゲ群集  

Moliniopsio－Sphagnetum papillosi Caricetum pauperculae  

4：イワイチョウーヌマガヤ群集   

Faurio－Moliniopsietum   

2：ミヤマホタルイ群集   

Scirpetum hondoensis  

und Nakamura1978，中村1982）。  

14．ワタスゲーイボミズゴケオーダー   

Eriophoro vaglnati－Sphagnetalia   

papillosi Tiixen 1970 

5わカαg乃〟∽βαク肋∫〟∽，勘んfe〃e肋∽，5拘ゎα一  

／庇〟椚，5p九p〟たか〟∽によってミズゴケマットが形  

成されている。大陸間ではカナダ東部と北西ヨーロ  

ッパでgr如カ0用椚α〃g乙J∫J坤ノ払椚，北西ヨーロッパ  

で〃αr才力ec∫〟∽α∬貯αg〟椚，日本で〃αr才力ecわノ∽α∫み  

αJわ〟∽が常在度高く出現している。   

ブタスゲーイボミズゴケオーダーは北西ヨーロッ  

パ，カナダ東側沿海部，日本をど海洋性気候の影響  

のもっとも強い地域に発達している。   

18）ヌマガヤーイボミズゴケ群団  

Moliniopsio－Sphagnion papi1losi  

Tx・，Miyawakiet K．Fujiwara1970   

ワタスゲーイボミズゴケオーダーには日本でヌマ  

ガヤ，ホロムイスゲを区分種にヌマガヤーイボミズ  

ゴケ群団がまとめられている。コツマトリソウ，  

ミツパオウレン，タチギボウシ，タテヤマリンドゥ  

をど周辺植生から高層湿原に侵入してくる種も多く，  

他の大陸と比較して出現種数も多い。  

（49） ヌマガヤーイボミズゴケ群集  

Moliniopsio－Sphagnetum papillosi  

Tx．，MiyawakietK．Fujiwara1970（Tab・24）  

l．構  造   

標徽種のイボミズゴケが優占したブルトを形成し  

ている。高常在度種にモウセンゴケ，ホロムイスゲ，  

カワズスゲ，ツルコケモモ，ヒメシャクナゲをどが  

ある（宮脇・藤原1976）。妙高山塊高谷池湿原，飛騨  

山系栂池（松田・八幡・横内1980）ではヌマガヤー  

イボミズゴケ群集の南限に近く，ツルコケモモ，ヒ  

メシャクナゲ，ホロムイスゲをどを欠いている。  

ll．生育地   

池塘周辺に低いブルトを形成し，雨水のほか，雪  

渓水をどにより水分収支をまかをっている。  

iii．遷移ほか   

植分の破壊が著しく，新鮮を泥炭が露出した立地  

にミカヅキグサ，ミヤマイヌノハナヒゲ優占植分の  

形成されることが多い。植分の破壊が部分的を場合  

は，イトササバゴケにおおわれることもある。  

i〉．分布・地理   

周北極系の構成種で占められるが，東北北部，北  

海道に比較して，ホロムイイチゴ，ホロムイツツジ，  

タカネハリスゲをど上級単位の種を欠いている。  

15．キダチミズゴケオーダー  

Sphagnetalia compactiTx．，Miyawaki  

et K．Fujiwara1970   

泥炭形成の貧弱を湿原周辺，斜面湿原，一時期乾  

燥を強いられる湿原では，5わカαg〃〟∽CO〃軍αCf〟∽  

5pカ．Je〃e肋∽，勘九∽0肋の優占種と71☆カ甲カor〟∽  

Cαe岬7Jぴ〟∫SSp．を標徴種とするキダチミズゴケオ  

ーダーの植生が発達している。キダチミズゴケオー  

ダーの植生は他のツルコケモモーミズゴケクラスの  

植生破壊跡地に代償植生も形成する。   

19）イワイチョウ一手ダチミズゴケ群団  
Faurio crista－galli－Sphagnion  

COmPaCtiTx．，Miyawakiet K．Fujiwara  

1972   

中部のキダチミズゴケオーダーの植生は山間のゆ  

るやかを斜面に発達していることが多い。水分収支  

は雨水のほか，雪渓水の供給も受けている。周囲の雪  

田のイワイチョウ，キンコウカが混生している。常  

在度の高いこの2種を区分種にイワイチョウーキダ  

チミズゴケ群団がまとめられている。  

（50）ヤチカワズスゲ一手グチミズゴケ群集   
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Tab．24 高 層 湿 原 Hochmoor－Vegetation   

l：Moliniopsio－Sphagnetum papillosi  ヌマガヤ．イボミズゴケ群集  

2：Rhynchosporo yasudana－Sphagnetum tenelli ミヤマイヌノハナヒゲーワタミズゴケ群集  
3：Cariciomianae－Sphagnetum compacti  ヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集  

Spalte：  群落記号   
1  l2l  3   

Lfd．Nr．：  通し番号   1  2  3  4  5   

H6heti．Meer（m）：  海抜高度   19901850185019601850  

21001910220020302200  

Zahld．Aufhahmen：  調査区数   4377  4  8  

MittlereArtenzahl：  平均出現棟数   8  9  9   15   9   

Kenn－u．Trennartend．Ass．：  群集標徴種・区分桂   

郎カαg〃〟∽ク叩肋∫〟∽  イボミズゴケ   4（5）Ⅴ（3－5）lⅣ（＋－1）・ ＋（＋）  

5わ加g〃〟∽加e肋椚  ワタミズゴケ   ・Ⅰ（＋）［亘三∃1（1）・   

5♪力αg〃〟∽CO明）αCJ〟∽  キダチミズゴケ   ・ ・ ・4（＋－5）Ⅴ（5）】  

Artend 上級単位の種   

βro∫ビアαrOJ〟〃d拘〟q  モウセンゴケ   4（ト3）Ⅴ（＋－2）Ⅳ（＋）4（＋－1）Ⅳ（＋－1）   

尺カγ〃C力0軍0′αγα∫〟dα〃α  ミヤマイヌノハナヒゲ   1（1）ⅠⅠⅠ（＋－2）lII（ト2）3（＋一3）ⅠⅠ（＋一1）   

gr∫叩如r〟∽Vαg∫〃αJ〟椚  ワタスゲ   1（1） Ⅴ（＋一3）・  2（＋一1）ⅠⅠ（＋1）   

乃Jc々叩加r〟椚Ce岬如∫〟∫  ミネハリイ   ・＋（＋－1）ⅠⅠ（＋－2）・Ⅳ（＋一1）  

C（7reズJ′∽0∫α  ヤナスゲ   

3（2）Ⅳ（＋－2）・1（3）Ⅳ（＋－2）                   Cαr舘0研加αVar．′刀0〃血）血rCo椚加αノ  カワズスゲ（ヤチカワズスゲ）   

〃αrr如c′〟∽α∫∫αJ～c〟椚  キンコウカ   ・   ・   ・  4（＋一3）Ⅰ（十）   

郎力αg〃〟川叩J川南J〃川   1（1） ・   ・   ・  ●   

」〃dro∽edα〝0ゆ〟α  ヒメシャクナゲ   ・   ・   ・  3（＋－2）・   

「αCCJ〃∫〟∽0ズγCOCC〟∫  ツルコケモモ   ・   ・   ・  1（＋） ・   

ミカヅキグサ   ・ ・ ・1（＋）・貌  月カγ〃Cカ0岬0′α α伽  

Begleiter：  随伴種   

乃〟〃gJα可α〃e〃∫由  シフ不ニンジン   4（＋－1）ⅠⅠⅠ（＋一2）ⅠⅠ（＋）3（＋）ⅠⅠⅠ（＋一2）  

Fα〟r∫αCr如α一gα措  イワイチョウ   2（＋一1）Ⅳ（＋－2）Ⅴ（＋－4）4（＋－3）Ⅴ（＋－3）   

〟0〟〃わβ∫Jり叩0〃血  ヌマガヤ   1（1）ⅠⅠ（＋－1）ⅠⅠⅠ（＋－2）3（＋－1）ⅠⅠ（1）   

Pα川α∫∫Jαβα／〟∫汁由  ウメパテソウ   3（＋）Ⅰ（＋）Ⅰ（＋） ・ ⅠⅠ（＋）   

Ge〟椚クe〃J叩eJα／〟∽  テングルマ   ・ ⅠⅠ（＋一2）ⅠⅠ（＋） 2（＋－1）ⅠⅠⅠ（＋－1）   

瑚e協αノ叩0〃血  イワショウブ   ・  Ⅴ（＋－1）Ⅴ（＋） 2（＋） Ⅴ（＋－1）   

Ge〃血〃α才力〟〃∂e曙JJVar．研血′  タテヤマリンドゥ   ・ ⅠⅠ（＋） Ⅴ（＋） 1（＋） Ⅴ（＋）   

∫カor血∫0〟α〃e〟0∫（ね∫  イワカガミ   ・ ⅠⅠ（＋－1）Ⅰ（＋） 4（＋－3）ⅠⅠ（＋）   

イトササバゴケ   Cα措e曙0〃∫什α椚血〟研  2（＋） r（＋） ・  1（＋） ・   

Cα′eズβα叩erC〟／α  ダケスゲ   1（＋） Ⅰ（＋一2）・   ・   ・   

C叩r由Jr紳助  ミツパオウレン   ・  ＋（＋） ・  1（＋） ・   

Pr∫椚〟血c〟〃e拘〟αVar．力αん〟∫α〃e〃∫由  ハクサンコサクラ   ・   ・  Ⅰ（＋） ・ ⅠⅠ（＋－1）   

u．a．  以下 略   

Orte調査地：Lfd．Nr．1：Kouyachiim Myoko－Gebirge，BergNaeba妙高山塊高谷池，苗場山，2，3，5：  

Tsugaikeim Hida－Gebirge飛騨山系栂池，4：BergNaeba苗場山．  

Nachweisd．Vegetationsaufnahmen既発表資料名：Lfd・Nr・2，3，5：Matsuda，Yahatau・Yokouchi松田・八  

幡・横内1980．   
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陰された小沢地に発達し，ニレーシオジオーダーの  

区分種に識別される構成種も多い。コケモモートウ  

ヒクラス域に出現する植生は，崩壊性を伴った硬質  

向陽地を指標している。  

（51） タヌキラン群集  

Caricetum podogynae Ohba1975  

（Tab．25付表）   

l．構  造   

優占する大形スゲのタヌキラン1種が標徽種にま  

とめられている。高常在度種にはトリアシショウマ，  

オオバギボウシ，ダイモンジソウ，チョウジギクが  

ある。  

Il．生育地   

コケモモートウヒクラス域では飛騨山系鑓温泉下  

のように，広葉草原に隣接した日当たりの良い礫資  

小沢地に植分が形成されている。  

iii．分布・地理   

タヌキラン群集は日本海側多雪地に分布し，石川，  

福井，長野，新潟県（大場1975）から植生調査資料  

が得られている。タヌキラン以外にもチョウジギク，  

モミジチャルメルソウ，アズマシロカネソウをど日  

本海側分布の種を伴うことが多い。   

亜高山帯のタヌキランにはオオタヌキランとよば  

れるミヤマクロスゲとの間種があり，鑓温泉付近に  

も出現している。  

（52） オクヤマガラシ群集  

Cardaminetum yezoensis torrentis  

Ohba1982（Tab．25付表）  

l．構  造   

オクヤマガラシ，ヤマガラシを標徴種・区分種と  

している。優占種にはオタカラコウ，オクヤマガラ  

シ，ヤマガラシがある。高常在度種にはクログモソ  

ウ，ミヤマドジョウツナギ，ミヤマアカバナ，ツル  

ネコノメソウがある。  

ii．生育地   

海抜1，750～2，530mのオオシラピソ群団域で植生  

調査資料が得られている。生育地は湧水，沢水によ  

り常に多湿を環境におかれている。群落は低温，貧  

養を融雪水の増加とともに生長し，すでに初夏には  

黄花，白花の多い李相を形成する。   

オクヤマガラシ群集ミヤマアカバナ亜群集は半陰  

を砂泥質立地に成立している。オオバミゾホオズキ  

亜群集は向陽地に出現し，細礫地，岩上に成立して  

いる。  

iii．遷移ほか   

ダケカンバ林の林縁に発達する二次的植分は，シ  

ナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団の種を多く伴   

Cariciomianae－Sphagnetum com－  
pactiMiyawaki，Itow et Okuda1967  

（Tab．24）  

l．構  造   

標徴種のキダチミズゴケが優占し，ブタミズゴケ  

を低被度で伴うこともある。高常在度種にはヌマガ  

ヤ，キンコウカ，イワイチョウ，モウセンゴケ，シ  

ラネニンジン ，カワズスゲがある。  

Il．生育地   

苗場山山頂部の緩斜面では，一時的事乞燥の起こり  

やすい立地を指標して，直径50～100cmの植分が斑  

紋状に発達している。融雪水はキダチミズゴケのブ  

ルト間を流下して，イワイチョウーヌマガヤ群集の  

発達を促している。一般に雪が遅くまで残り，多湿  

条件が持続するとりタミズゴケが優占し，ミヤマイ  

ヌノハナヒゲーワダミズゴケ群集が成立する。植分  

は立山弥陀ヶ原（宮脇ほか1977），栂池（松田ほか19  

80）に確認されている。  

Ili．遷移ほか   

乾燥，ブルトの発達により，キダチミズゴケの枯  

死，植分の破壊が進むと，Cね（わ乃fα′α〃g昨′7〃α，  

α∽如∫，Cエc／zわノ叩カαeαの優占する退行相が形成  

される。  

i〉．分布・地理   

飛騨山系北部を南限として，日本海側に偏った分  

布をしている。   

k．ヌマハコベータネッケバナクラス  

M ontio－Cardaminetea Br．－Bl．et Tx．  

1943   

タネッケバナ属；Cα′dα∽加e，アカバナ属；郎繭助㈹，  

ネコノメソウ属；αわ邪印南兢抑戊ど多汁多年生植  

物やコケ類の0′αわ〃e〟用〃，Pカ′わ〃0毎Co仰C甲カα  

山肌，Jセ肪αをどで構成される。本報で標徴種は確認  

されていをい。   

ヌマハコベータネッケバナクラスの植生は低い定  

常温を保つ貧栄養を湧水辺に生育している。北半球  

の温帯から寒帯に主を分布域がある。  

16．オオバセンキュウ一夕ネッケバナオーダー  

Angelico－Cardaminetalia Ohba1975   

20）オオバセンキュウ一夕ネッケバナ群団  

Angelico－Cardaminion Ohba1975   

オオバタネッケバナ，オオバセンキュウ，オオバ  

ミゾホオズキ，ツルネコノメソウ，ミヤマアカバナ  

をどを標徴種・区分種としている。   

日本のヌマハコベータネッケバナクラスの植生は，  

ヤブツバキクラス域上部からコケモモートウヒクラ  

ス域に分布している。ブナクラス域以下の植生は被  
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うオオバミゾホオズキ亜群集に識別されている。  

i〉．分布・地理   

分布は加賀の白山，飛騨山系をど日本海側に集中  

している。しかし，標徴種の分布から太平洋側にも  

植分の発達が期待される。   

標徴種のヤマガラシは東シベリアから北アメリカ  

の周北極地域に分布し，氷河期に分布域を拡大させ，  

中部地方に達したとおもわれる。類縁の植生は四国  

の剣山に固有をタカチホガラシーツルネコノメソウ  

群集がある。標徴種のタカチホガラシはオクヤマガ  

ラシ同様，北方系のエゾワサビ；C加ゐ血加∴岬研一  

椚愈を母種とし，四国に隔離，分化している（宮脇  

ほか1982）。  

1・上級単位未決定の群落   

群落組成が単純すぎて上級単位の共通種群をもつ  

にいたらをい植物群落，植生の分化が古く，今日で  

は上級単位の種を欠いてしまった植物群落をどがま  

とめられている。  

（53） ミヤマホタルイ群集  

Scirpetum hondoensis Miyawaki，  

Ohba，Okuda，Nakayama et Fujiwara1968  

（Tab．26付表）  

l．構  造   

ミヤマホタルイを標徴種とし，多くの植分は1種  

で構成されている。  

ii．生育地   

水深が1～10cmの池塘で，水分収支は雨水，融雪  

水によりまかをわれている。   

植生調査資料は飛騨山系の立山，栂池，妙高の高  

谷池，苗場山，加賀白山の海抜1，400～2，180mで得  

られている。  

iii．分布・地理   

本州の日本海側に分布している。標徴種のミヤマ  

ホタルイは近縁種のコホタルイ，ホタルイを低山に  

もち，低山から亜高山へ植生の分化も行をわれたと  

推定される。  

（54） エゾホソイ群集  

Juncetum filiformis Miyawaki，Ohba  

Okuda，Nakayama et Fujiwara1968  

（Tab．26付表）  

i．構  造   

標徽種のエゾホソイ1種で構成されている。  

Il．生育地   

水位変動があり，季節的に干あがる池塘や中間湿  

原の周辺部に成立している。  

iii．遷移ほか   

高層湿原の破壊跡地に代償的に出現している。  

iv．分布・地理   

日本海側に分布している。   

エゾホソイは周北極地域に広く分布している。ヨ  

ーロッパでは貧養から中庸を低層湿原，中間湿原，  

また高層湿原の辺縁部に出現している。  

（55）ダケスゲ群集  

Caricetum pauperculae Miyawaki，  

Ohba et Okuda1969（Tab．26付表）  

i．構  造   

優占種のダケスゲを標徴種とし，ヌマガヤ，ブタ  

スゲを伴うこともある。ダケスゲも根茎を横走させ  

て繁殖を行う。  

Il．生育地   

渇水期をもつ池塘の泥炭上に生育している。  

iii．分布・地理   

本州中北部の高層湿原に生育し，分布は日本海側  

に偏っている。   

ダケスゲは北海道を除く周北極地域に広く分布し  

ている。ヨーロッパではダケスゲの優占する植分が  

Scheuchzerio－Caricetea fuscae（Nordhag．  

’37）Tx．’37 にまとめられている。群落はスカンジ  

ナビアの高層湿原の池塘，泥炭水による流水辺に成  

立している。  

（56） オオヤマレンゲータロヅル群落  

〟αgJ70〟α∫ね∂0協一乃中古eり官～〟∽rege払Gesell－  

SChaft （Tab．27）  額  

l．構  造   

低木層，草本層の2層からをっている。優占種は半  

つる性のクロゾル，伏臥状のオオヤマレンゲで，草  

本層にはイトスゲ，ハリブキ，カラマツソウ，ヒゲ  

ノガリヤスが高常在度で出現している。  

Il．生育地   

山道沿い，風衝斜面をどの日当たりの良い立地に  

生育している。  

iii．遷移ほか   

森林破壊跡地に代償植生を形成するか，風衝斜面  

の持続群落とをる。  

i〉．分布・地理  

クロゾル，オオヤマレンゲ，イトスゲをど朝鮮半  

島から中国に分布の及ぶ構成種が多い。群落の分布  

は紀伊半島に限られるが，四国には類縁のクロゾル  

ーノリウツギ群集が分布している（村上1982）。  

21）ササ草原  

Sasa－Wiesen（Tab．28）   

ササ属はブナクラス域からコケモモートウヒクラ  

ス域に分布し，密生して林床植被や風衝草原を形成  

している。このようをことは他の大陸のブナクラス   
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Tab．27 オオヤマレンゲークロゾル群落  

MagnoHasibbohiii－77・わte7つ甘Ium regelii－Gesellschaf［  

海抜高度  

調査区数  

平均出現種数  

0
0
 
 

8
1
 
8
5
 
2
 
1
5
 
 

1
 
 
1
 
 

H6he h．Meer（m）：  

Zahld．Aufn．：  

Mittlere Artenzahl：  

群落区分種   

クロゾル   

オオヤマレンゲ   

ハリブキ  

随伴種   

イトスゲ   

Trennarten d．Gesellsch．：   
）
 
 
）
 
 

4
 
3
 
）
 
2
■
 
2
－
＋
 
 

／
．
1
．
＼
 
 
′
－
■
ヽ
ヽ
 
（
 
 

2
 
2
 
2
 
 

乃わfeタブ官わJ∽作ge肪   

坤g乃0〟α∫ね占0協   

qフわpα〃αズノαク0〃わ〟∫  

Begleiter：  

2（＋－1）  

2（＋）  

－2（＋一2）  

Cαreズ々r〃α協α〃α  

期成如伽Ⅵ叫画極所鵡川Var・加e〝乃e成〟椚 カラマツソウ   

Cαわ椚αgrがめわ乃gま－efα  ヒゲノガリヤス  

u．a．  以下 略  

Orte調査地：Ohmine－Gebirge，Kii紀伊の大峰山系．  

Nachweis derVegetationsaufhahmen既発表資料名：Nakamurain Miyawaki中村（宮脇編著）r985．  

をど林床生の蘇類が多い。  

ii．生育地   

日本海側の海抜2，010～2，670mで植生調査資料が  

得られている。シラピソ ，オオシラピソ林の林縁群  

落として生育することが多い。しかし，積雪の多い  

東日本では，八甲田山のクロウスゴーミヤマホツツ  

ジ群落（吉岡1943），北陸地方から鳥海山に分布して  

いるマルバウスゴーテングルマ群集（山崎・長井19  

61）のように，風衝草原中や融雪の遅れる雪田周辺  

に発達する類縁植生が認められている。  

iii．遷移ほか   

亜高山性針葉樹林下の登山沿いに二次的に形成さ  

れた林縁群落である。   

ツツジ科夏緑低木類を主とした構成種群は，常緑  

針葉樹林下にも共通して常在度高く出現している0  

疎開により林床の種群が植被率を高め，林縁群落を  

形成する。   

ル．分布・地理   

組成的にオオシラピソ群団に近い。構成種の多く  

は北米，アリューシャン，カムチャツカに分布が及  

んでいる。   

群，コケモモートウヒクラスにはをい日本列島周辺  

の大きを形態的特質である。ササ属の多くは草原生，  

林床生の二面性をもち，ともに優占することにより  

森林植生の群落環に強い影響を及ぼしている。   

風衝草原では四国剣山，石鎚山のイブキザサ群落，  

タンガザサ植分，クマイザサ群落，日本海側のチシ  

マザサ群落，チマキザサ群落がある。四国のイブキ  

ザサ群落は活力が高く，シラピソ群集の破壊跡地に  

持続群落を形成してしまう。  

（57）シラクマノキ1タロウスゴ群集  

Gaultherio－Vaccinietum ovalifol－  
iiass．nov．（Tab．29）  

l．構  造  

クロウスゴ，シラタマノキ，コガネイチゴを標徴  

種・区分種とする。   

群落高は50～160cmで，100cm以下の植分が多い。  

優占種はグロウスゴで，オオバスノキ，ミヤマホツ  

ツジを伴生することもある。草本層の高常在度種に  

はシラタマノキ，ヒメウスノキ，ミツパオウレン，  

コガネイチゴ，ゴゼンタチバナ，マイゾルソウ，ヒ  

メタケシマランなどがある。コケ層には且触〝α血用  

∫Cかe如′乙βわrα〃〟∽椚可〟ふPogo〃αわノ椚ノ叩0〃加∽  
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Tab．28 サ サ 草 原 Sasa－Wiesen  

イブキザサ群落  

クマイザサ群落   

チシマザサ群落   

群落記号  

通し番号   

海抜高度  

調査区数  

平均出現種数  

1：Sasa tsuboiana－Gese11schaft   

2：Sasa senanens由一Gesellschaft   

3：Sasa kuriknsね－Gesellschaft   

Spalte：  

Lfd．Nr．：   

H6heii．Meer（m）：  

ZahZ d．Aunl．：  

Mittlere Artenzahl：  

群落区分種   

イブキザサ   

クマイザサ   

チシマザサ  

随伴種   

ショウジョウスゲ   

ミツパオウレン   

ダケカンバ   

マンネンスギ   

ショウジョウバカマ   

マイゾルソウ   

イワカグミ   

イタドリ   

コメッツジ   

シラタマノキ   

ミヤマワラビ   

イワノガリヤス   

コガネギク   

マルバウスゴ  

ヽ   ・一   ヽ  ンフ不ニンジン   

モミジカラマツ   

ヒゲノガリヤス   

コイワカグミ  

以下 略  

Trennarten d．Gesellsch．：   

∫α∫α砧〟占0′α〃α   

∫α∫α∫e〃α〃e〃∫ね   

∫α∫αん〟′∫ね〃∫ね  

Begleiter：   

Cα′ビガ占／わカαrfcα岬α   

C叩ぬrr拘〟α   

βどJ〃／〟ピ／■川〟／沼   

⊥γC叩Od∫〟椚0∂∫C〟r〟研   

仇血旬血＝祓舶班   

几イ（JJ（7〃抽p／〃〃川 〟／／〝J〟J〃川   

∫カ0′J由∫0んね〃e肋／（ね∫   

Poケgo乃〟椚C乙ム甲′（ねJ〟明   

月カ0♂0（ね〝加〃蕗Cカ♂〃0∫ん〟   

G（7〟／J毎r′α用∫ヴ〟e〟α〃α   

タカ‘官印Je／鹿co〃〃どどJ血   

Cα山川αg′0∫Jね血〃卵（わ脚   

∫0〟dαgO V吻α〟reαVar．お加α伊α   

「αCC′〃∫〟研∫射た0ん′α〃〟〃了   

乃〟〃g∫α可α〃e〃∫ね   

乃α〟ルeJJer∫αノ叩0〃Jc（7   

Cα／α∽αgrO∫めわ〃gJ∫eJα   

∫カ0′血∫0〟α〃e肋∫de∫仁α¢′〃α  

u．a．  

Ⅴ（卜5）4（4－5）  

山 2（引l  

1（＋）ⅠⅠ（2－3）   

● ●   

2（＋一2）・  

・  Ⅰ（十）  

十   

）
 
 
 
 
）
 
 

＋
 
 
l
 
 
 

（
 
 
 
（
 
 

2
 
 
2
 
 

●
 
 
 
 
（
 
 

l
 
 

一
 
）
 
 
）
 
 
 

）
 
‖
 
＋
 
l
 
＋
 
2
 
 

2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
 

2  

●
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2（＋） ・   ・  

・ ⅠⅠ（＋） ・  

・   ・  2（1）  

・   ・  2（＋）  

・   ・  2（十－1）  

・  ・   2（＋）  

●  ●  ●  

●  ●  ●  

2（＋－1）  

2（＋）  

2（＋）  

2（＋－1）  

2（＋）  

Orte調査地：Lfd．Nr．1：1shizuchi－Gebirge，Shikoku匹Ⅰ国石鎚山系，2：Berg Myojinyama u．Berg Shiraga－  

yama，Prdf∵Kochi高知県明神山．白髪山，3：Tsuboniwa，Mugikusa－PassimYatsugatake－Gebirge 八ヶ岳山  

塊坪庭，麦草峠 4：Tateyama－Kette，Pr哀f．Toyama富山県立山連峰，5：Sogatake，StadtUozu魚津市曾ヶ  

岳，Myoko－Gebirge，Pr左f．Niigata新潟県妙高山塊．  

Nachweisd．Vegetationsauhahmen既発表資料名：Lfd．Nr．1，2：Suzuki－in Miyawaki鈴木邦（宮脇編著）  

1982，4：Miyawakiet al．宮脇ほか1977，5：Kimin Miyawaki金（宮脇編著）1985・   
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Tab．29 シラタマノキークロウスゴ群集 Gaultherio－Vaccinietum ovalifolii  

H6heii．Meer（m）：  海抜高度   

Zahld．Aufn．：  調査区数  

Mittlere Artenzahl：  平均出現種数  

2010  

2640   

7  

16  

群集標徴種・区分種   

クロウスコナ   

シラタマノキ   

コガネイチゴ  

随伴種   
ミツパオウレン   

イワカガ、ミ   

マイゾルソウ   

ゴゼンタチバナ   

チャシッポゴケ   

タチハイゴケ   

オオバスノキ   

ヒメウスノキ   

チンマシッポゴケ   

コメススキ   

コケモモ   

タケシマラン   

ミヤマホツツジ   

ヒメイチゲ   

ヒメ タケシマラン   

セイタカスギゴケ   
シラピソ   

ショウジョウバカマ   

タカネナナカマド   

ハクサンシャクナゲ   

ナシマザサ   

コバイケイ   

ショウジョウスゲ   

ツマトリソウ   

ツルリンドウ   
オオシラピソ   

ホソノヾミズゴケ   

チョウテンゴケ属の一種   

ハイマツ   

ペニバナイチゴ   

タカネヒカゲノカズラ   

イワグレゴケ   

ミヤマキンバイ   

ミヤマゼンコ   

ミヤマヌカボ   

コヨウラクツツジ   

アカモノ   

ウスバスミ レ   

シノブカグマ   

ナナカマド   
セリバシオガマ   

イワノガリヤス   

ウシノケグサ   

ミドリユキザサ   

コミヤマカタバミ   
モミジカラマツ   

コウメバナソウ   

ウマスギゴケ   

ダチョウゴケ  

Kenn－ u．Trennarten d．Ass．：   

Ⅴ（3－5）  

Ⅴ（＋－2）  

Ⅳ（＋）   

Ⅴ（＋－1）  

Ⅴ（1－3）  

Ⅳ（＋－2）  

Ⅳ（＋－1）  

Ⅲ（＋一2）  

Ⅲ（1－2）  

Ⅲ（十－2）  

Ⅲ（＋－1）  

Ⅲ（＋－3）  

Ⅲ（1）  

Ⅲ（＋）  

Ⅲ（＋一1）  

Ⅲ（1－2）  

Ⅲ（＋）  

Ⅲ（ト2）  

Ⅲ（＋－3）  

Ⅲ（＋）  

Ⅲ（＋）  

Ⅰ（1）  

Ⅰ（1）  

Ⅲ（3）  

Ⅰ（1）  

Ⅰ（2）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（2）  

Ⅰ（2）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（3）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（十）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

Ⅰ（＋）  

l′〟ぐぐJ／！血／〃Ol，〝〟差）〟…〃   

G“J／Jカビ／南川／甲JP〟αJJ〟   

尺〟∂〟∫クedαJ〟∫  

Begleiter：   
印画＝′ゆ血   

∫力0′Jfα∫0／♂α〃e〟0′de∫   

肋′α乃才力e〝7〟J乃 d〟αJαJ〟〝？   

C（フr〃〟∫Cα〃α（ね〃∫ね   

βかα〃〟∽カJ∫Ce∫Ce／？∫   

Pお〟r（フZ∫〟J刀 ∫C／zJで∂er7   

レbcc～〃～〟／刀 ∫／刀α肪∫  

l一′〝rぐ／′J血／Jり・〟Jα占どJ   

βわrα〃〟肌∽αノ〟∫   

βe∫C毎∽卵7αノおズ〟0∫α   

I／′αCCJ〃∫〟／刀 VfJ由一∫♂αeαVar．〝7∫〃〟∫   

∫JrepJqp〟∫∫什eprqク0′de∫Var．ノ叩0〃わ〟∫   

7ケわeJαおJα占′αCJeαfα   

」〃emO／7e de∂′／ね   

∫J／印J（p〟∫∫Jr（pr叩，0∫de∫   

Pogo〃αJ〟∽ノαク0〃ね〟∽   

」占ね∫ Ve∫Jc／z′′   

〃eわ〃ゆねorお〃Jα肋   

5b′∂〟∫∫α∽占〟Cゆ〟α   

尺カodo（ね〃dro〃 占r（打力γCα叩〟∽   

∫α∫α ん〟r滋〃∫由   

I／セ′α〃・〟／刀 ∫Jα〝7J〃e〟／刀   

Cα′eズ占々タカα′わα岬α   

7ナお〃rα肋e〟rqPαeα   

rrわナビ／■0叩P／・′〃…〃／（7／）0／J′ぐ〟川  

．イ占正∫／〃α／血〟   

5わカαg／7〟用gJ／ge〃∫0カ〃ガ   

ル′〃′〟用5p．   

P′〃〃∫β〟用〟α   

尺〟占〟∫ Ve′〃〟∫   

L＿lで叩0（れノ川∫JJぐ／7P／J∫ビ   

坤わco／刀∫〟∽jpね〃de〃∫   

ノわJe〝J肋／刀αお〟／〃〟／Ⅵe   

Coe／叩お〟用∽∽〟／J由ecr〟∽   

一イgr（）∫血／払（、ぐ／（ね   

ル′e〃Zぬ∫∫αクe〃Jα〃かα   

G（川／J／怖血7 飢わ／JOJ／Jr⊥ヾ   

no血占／α〃dαゆ〃刀由   

」rαC／z〃∫0（ね∫／刀〟Jわα   

∫0／め〟∫CO〝7〝7ま方rα   

Pedね〟血′由 んeねんeJ   

Cα血mαg棚J由ね〃g∫ゐ仰J   

fと∫J〟Cα OVf〃α   

∫∽血cわ1αγ錯Oe〃∫ね   

0ズα肋αCeわ∫e〟α   

7ナα〟JveJJerJαノαク0〃わα   

Pαr〃α∬fαクα血∫rr由var．ge〃〟由   

Po小／イぐ／川川ぐ0川〃＝／Jビ   

タJ～〟〟J刀 Crねrα－Cα∫Jre〃∫ね  

u．Berg Tsubakurodakeim Hida－Gebirge，Berg Hakusan，  

白山，苗場山．   

Orte調査地：Berg Norikuradake，Berg Ontake  

Berg Naebayama飛騨山系乗鞍岳・御岳・燕岳，  
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摘  要   

調査対象域で区分された植生単位は50群集，7群落で，以下の19群団，16オーダー，11クラスに体系づけられ  

た。  

・Vaccinio－Piccetea Br．－Bl．1939   

コケモモートウヒクラス   

Abieti－Piceetalia Miyawaki，Ohba et Okuda1968   

シラピソートウヒオーダー  

Abietion mariesiiSuz．－Tok．1954  

オオシラピソ群団  

Abietetum veitchio－mariesiiMaeda1958  

シラピソーオオシラピソ群集  

Abietetum mariesiiHorikawa ex Suz．－Tok．1954  

オオシラピソ群集  

Abietetum veitchii（Yamanaka1959）em．Yamanaka1981  

シラピソ群集  

Carici－Piceetum hondoensis ass．nov．  

イトスゲートウヒ群集  

Maiantho－Tsugetum diversifoliae Suz．－Tok．1949em．  

マイゾルソウーコメソガ群集  

L／arLx’kaempfをriGesellschaft  

カラマツ群落   

Vaccinio－Pinetalia pumilae Suz．－Tok．1964   

コケモモーハイマツオーダー  

Vaccinio－Pinion pumilae Suz．－Tok．1964  

コケモモーハイマツ群団  璃  

Vaccinio－Pinetum pumilae Maeda et Shimazaki1951  

コケモモーハイマツ群集  

・Betulo－Ranunculetea Ohba1968   

ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス   

Streptopo－Alnetalia maximowicziiOhba1973   

オオバタケシマランーミヤマハンノキオーダー  

Smilacino yezoensis－Betulion ermaniiOhba1973  

ミドリユキザサーダケカンバ群団  

Betuletum ermaniiSuz．－Tok．，Okamoto et Honda1964  

ダケカンバ群集  

Calamagrostio－Betuletum ermaniiYamazakiet Uematsu nom．inv．1963em．Ohba1973  

タカネノガリヤスーダケカンバ群集  

Smilacino hondoensis－Alnetum matsumurae Ohba1973  

オオバユキザサーヤハズハンノキ群集  

Aceriaustralis－Betuletum ermaniiOkudain Miyawaki1982  

ナンゴクミネカエデーダケカンバ群集  

Rubetum vernis Y．Nakamurain Miyawaki1985  

ペニバナイチゴ群集   

Trollio－Ranunculetalia acrisJapOniciOhba1973   

シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダー   
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Trollio－Ranunculion acris】apOniciOhba1973  
シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団  

Cirsio otayae－Aconietum senanensis Suz・－Tok・et Nakano1965  

タテヤマアザミーホソバトリカブト群集  

Peucedano multivittatae－TrautvetterietumJapOnicae Ohba1974  

ハクサンボウフウーモミジカラマツ群集  

Cirsio senjoensis－Angelicetum pubescentis matsumurae（Ohba1969）em・Ohba1974  

センジョウアザミーミヤマシシウド群集   

・Sanguisorbo hakusanensis－Calamagrostietumlongearistatae Ohba1974  
カライトソウーオオヒゲガリヤス群集  

Hedysaro－Astragaletum membranaceae Asano et Suz．－Tok．1967  

イワオウギ一夕イツリオウギ群集  

Glycerio alnastereti－Athyrietum alpestris Ohba1974  

ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集  

Geranio shikokiani－Caricetum blepharicarpae Okudain Miyawaki1982  

シコクフウローショウジョウスゲ群集  

Hosto shikokianae－Angelicetum ubatakensis Okudain Miyawaki1982  

シコクギボウシーウバタケニンジン群集  

Caklmagrdis－Hochgrasfluren  

ノガリヤス属草原  

Solidago vi7gaurea Var・おioca7ParCalamagrostLylangsdo仰LGesellschaft  

コガネギクーイワノガリヤス群落  

Deschampsiaf7bxuosa－GalamagrostissachaHnensLs－Gesellschaft  

コメススキータカネノガリヤス群落  

CahImagrOStis dbschampsbidbs・Gesellschaft  

ヒナガリヤス群落  

・Rosetea multiflorae Ohba，Miyawakiet Tx．1973   

ノイバラクラス   

Ordnung noch nicht bestimmt   

オーダー未決定  

Ribo－Rubion pseudo－aCeriall．nov．  

コマガタケスグリーミヤマモミジイチゴ群団  

Rubo marmorato－Ribetum sachalinensis Miyawakiet al．1977  

シナノキイチゴートガスグリ群集  

Rubuspseudo－aCer－Gesellschaft  

ミヤマモミジイチゴ群落  

・Rhododendretea tschonoskii－tSuSiophylliOhbaI973  
コメッツジーハコ不コメッツジクラス   

Rhododendretalia tschonoskii－tSuSiophylliOhba1973   

コメッツジーハコネコメッツジオーダー  

Phyllodocion nlPpOnicae Miyawakiet al．1968  

ツガザクラ群団  

Rhododendro tschonoskii－Phy1lodocetum nlPpOnicae Miyawakiet al．1968  

corr．OhbaI973   
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コメッツジーツガザクラ群集  

Rhododendretum tetrameriOhba1973  

チョウジコメッツジ群集  

Hyperico sikokumontani－Rhododerldretum tschonoskiiOhba1973  

タカネオトギリーコメッツジ群集  

・Cetrario－Loiseleurietea Suz：Tok．et Umezu1964  

エイランタイーミネズオウクラス   

Arctericetalia Suz．－Tok．et Umezu1964  

コメバツガ、ザクラオーダー  

Arcterico－ Loiseleurietum Ohba ex Suz．－Tok．1964  

コメバツガザクラーミネズオウ群集  

Arctoo－Vaccinietum uliglnOSiYamazakiet Nagai1961  

ウラシマツツジーグロマメノキ群集  

・Phyllodoco－Harimanelletea Knapp1954   
アオノツガ、ザクラージムカデクラス   

Harimanelletalia Knapp1954  

ジムカデオーダー  

Phyllodocion aleuticae Ohba1967  

アオノツガザクラ群団  

Anaphalido－Phyllodocetum aleuticae Ohba1975  

タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集   

Geetalia pentapetaliMiyawakiet al．1968  

チングルマオーダー  

Faurion crista－galliSuz．－Tok．1964  

イワイチョウ群団  

Faurio－Moliniopsietum Maeda1952  

イワイチョウーヌマガヤ群集  

・Caricirupestris－Kobresietea bellardiiOhba1974   
カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス  

Caricetalia tenuiformis Ohba1968  

オノエスゲオーダー  

OxytropidionJapOnicae Ohba1967  

オヤマノエンドウ群団  

Saussureo－OxytropidetumJaPOnicae Ohba1981  

シラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集  

Euphrasioinslgnis－OxytropidetumJaPOnicae Ohba1981  

ミヤマコゴメグサーオヤマノエンドウ群集  

Leontopodietum shinanensis Ohba1974  

コマウスユキソウ群集  

・Dicentro－Ste11arietea nlppOnicae Ohba1968  

コマクサーイワッメクサクラス   

Minuartietalia vernaeJaPOnicae Ohba1968  

コバノツメクサオーダー  

Stellarion nlppOnicae Ohba1969  

イワッメクサ群団  

Merandrio－Cerastietum schizopetaliOhba1969  

タカネビランジーミヤマミ ミナグサ群集   
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Sedo rosei－Saxifrgetum bro◆nchialis funstoniiass．nov．   

イワベンケイーシコタンソウ群集   

Arabido－Cerastietum schizopetaliOhba，Miyawakiet Okuda1969   

ウメハタザオーミヤマミミナグサ群集   

Arabido－Polygonetum weyrichiialplnae Ohba1969   

フジハタザオーオンタデ群集   

Deschampsio－Stellarietum nlppOnicae Ohba，Miyawakiet Okuda1969   

コメススキーイワッメクサ群集   

Veronico－Polygonetum weyrichiiOhba1969   

ミヤマクワガターウラジロタデ群集  

Violo－Polygonion a］aenSis Ohba1969  
タカネスミレーヒメイワタデ群団   

Dicentro－Violetum crassae Ohba1969   

コマクサ一夕カネスミレ群集  

Cerastio－Minuartion vernaeJaPOnicae Ohba1968  

クモマミミナグサーコバノツメクサ群団  

Cerastio－Minuartietum vernaeJapOnicae Ohba1968  

クモマミミナグサーコバノツメクサ群集   

Saxifrago－Cardaminetalia nlPpOnicae Ohba1969   

チシマクモマグサーミヤマタネッケバナオーダー  

Saxirrago－Cardaminion nlPpOnicae Ohba1969  

ナシマクモマグサーミヤマタネッケバナ群団  

Ebik）bium fburiei－Oxy71a dなyna－Gesellschaft  

ヒメアカバナーマルバギシギシ群落  

・Asplenietea rupestria Br．－Bl・1934  

チャセンシダグラス   

Juncetalia maximowiczii Ohba 1973 

イトイオーダー  

Juncion maximowicziiOhba1973  

イトイ群団  

W oodsio－Juncetum maximowicziiOhba1973  

トガクシデンダーイトイ群集  

Bryoxyphio－Crypsinetum veitchiiOhba1973  

エビゴケーミヤマウラボシ群集  

Potentilletalia dickinsii Ohba 1973 

イワキンバイオーダー  

Potentillion dickinsiiOhba1973  

イワキンバイ群団  

Carici－Primuletum okamotoiY．Nakamurain Miyawaki1984  

カンサイイワスゲーオオミネコザクラ群集  

Caricichrysolepidis－Angelicetum saxicolae Y・Nakamurain Miyawaki1982  
コイワカンスゲーイシヅチボウフウ群集  

・Oxycocco－Sphagnetea Br．－Bl．et Tx．1943  

ツルコケモモーミズゴケクラス   

Eriophoro vaglnati－Sphagnetalia papi1losiTuxen1970   

ワタスゲーイボミズゴケオーダー  

Moliniopsio－Sphagnion papillosiTx．，Miyawakiet K．Fujiwaral・970   
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ヌマガヤーイボミズゴケ群団  

Moliniopsio－Sphagnetum papillosiTx・，Miyawakiet K・Fujiwara1970  

ヌマガヤーイボミズゴケ群集   

Sphagnetalia compactiTx・，Miyawakiet K・Fujiwara1970   

キダチミズゴケオーダー  

Faurio crista－galli－Sphagnion compactiTx・，Miyawakiet K・Fujiwara1972  

イワイチョウーキダチミズゴケ群団  

Cariciomianae－Sphagnetum compactiMiyawaki，Itowet Okuda1967  

ヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集  

・Montio－Cardaminetea Br．－Bl．et Tx．1943   

ヌマハコベータネッケバナクラス   

Angelico－Cardaminetalia Ohba1975  

オオバセンキュウ一夕ネッケバナオーダー  

Angelico－Cardaminion Ohba1975  

オオバセンキュウ一夕ネッケバナ群団  

Caricetum podogynae Ohba1975  

タヌキラン群集  

Cardaminetum yezoensis torrentis Ohba1982  

オクヤマガラシ群集   

・H6here Einheiten noch nicht bestimmt   

上級単位未決定の群落  

Scirpetum hondoensis Miyawaki，Ohba，Okuda，Nakayama et Fujiwara1968  

ミヤマホタルイ群集  

Juncetum filiformis Miyawaki，Ohba，Okuda，Nakayama et Fujiwara1968  

エゾホソイ群集  

Caricetum pauperculae Miyawaki，Ohba et Okuda1969  

ダケスゲ群集  

MagnoHasibbokiiLT＊te／フ官ium f聯払Gesellschaft  

オオヤマレンゲークロゾル群落  
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Zusammemfassung  
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